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(4)ま とめ

tま じめに

調査の結果、桧はちまき山遺跡はカネガ谷遺跡とともに、吉野川北岸下流域で高地性集落の具体構造

が確認された初例である。

遺跡の立地

桧はちまき山遺跡は、前述 した通 り、吉野川北岸下流域、阿讃山脈東南縁南麓、カネガ谷遺跡の西方

約2.4kmの二股に分かれた尾根上に位置する。集落を営む尾根は標高50～ 100mで、麓に広がる平野部

との比高差は30～ 50mで ある。

遺構について

竪穴住居跡を11軒確認した。その他、斜面上において段状遺構を確認した。桧はちまき山遺跡の西方

に位置するカネガ谷遺跡の切り岸のような段状遺構あるいは環塚といった防御的機能を類推させるもの

ではなく、高位の斜面上という限定された立地条件における竪穴住居跡の補完的な施設になると考えら

れる。これらの遺構の形成時期は出土遺物等から弥生時代中期末～後期初頭頃(Ⅳ
-3～ V-1)と 思われ、

集落としての継続期間は短期間である。

遺物について

土器の出土はみられたが、概して量的には少ない。また遺存状況も良くないため、壼等の貯蔵具の比

率が高い印象はあるが、詳細な器種構成は不明である。

高地性集落における遺物の特殊性は、主に石鏃などの武器類の石器組成が一般的な弥生集落と異な

り、その石器組成の偏在が指摘されるが、桧はちまき山遺跡においては、特定器種に極端に偏ることは

みられない。石器については、多種多様な器種が出土している。石鏃等の武器類はみられるが、大形で

細身のいわゆる戦闘用武器とみなされるものは少ない。日常の生産用具である、敲石 。台石・スクレイ

パー・楔形石器も多く出土しており、特に太形蛤刃石斧 (伐採斧)の出上が目立つ印象を受け、日常的

生産活動の高さを窺わせる。サヌカイトの総重量は4,082.4gで 、製品2,640。 3g、 剥片類1,442.lgで あ

り、香川県坂出市国分台周辺、金山産のものである (第 2分冊 自然科学分析編参照)。

桧はちまき山の位置付け

徳島県では一定の比高差を有して高位に立地する集落がある。これらは日常的様相 (柴田氏のいう山

住みの集落。柴田 2004)を みせる高位台地性集落と軍事的防御的集落といわれる、いわゆる高地性集

落の二者が展開する。いずれも集落の継続期間は土器一形式程度の短期間の居住である。吉野川流域で

は弥生時代中期中葉から後葉と後期初頭の2時期、吉野川に面した交通の要衝に高地性集落が出現する。

吉野川北岸中下流域には高位台地性集落が多く形成されている。第 1次出現期の集落 (三野町丸山遺

跡・阿波町桜ノ岡遺跡 (I)。 日吉谷遺跡・西長峰遺跡など)は高所立地をするが、防御機能を欠くも

のが多く、自然要因を含めた出現契機が考えられる。また平地における集落の実態が不明であるが、こ

れらの集落は高地に立地するものの、周辺の台地上にはほぼ同時期に併存して連綴して集落が形成・展
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開している。これらの集落は、Ⅲ期 (中期初頭)に出現 し、Ⅳ期 (中期後半)に は遺跡数が増加 し、V… 1

期 (後期初頭)ま で継続 しており、また、台地単位で集落の移動や並存が確認できる (近藤 1999)。 こ

うした状況からみれば、高地に立地することは普通の居住環境であるといえる。これらは平地から一定

の比高差を有するが、出土遺構・遺物からは軍事的側面を積極的に指摘することはできない。

これに対 して、第 2次出現期の集落 (三野町大谷尻遺跡・鳴門市カネガ谷遺跡)は環塚や段状遺構の

掘削など大規模な土地改変を伴い、防御的機能が顕著に現れていることが指摘できる。このことは大形

の石鏃や石製・土製投弾などの武器が多 く出土 していることからも窺われる。

これまで吉野川北岸下流域では、光勝院寺内遺跡以外に当該期の様相が部分的にしか分かつておら

ず、桧はちまき山遣跡・カネガ谷遺跡はともに吉野川北岸下流域で高地性集落の構造が具体的に把握さ

れた初例である。

桧はちまき山遺跡は、弥生期の生産基盤である水稲耕作や日常的な生活に不都合な高位に立地する。

防衛的条件を備えた狭義の高地性集落の主たる定義に基づけば、従来より認識されてきた高地性集落の

範疇に符合するものである。また、集落立地の選定原理からみた隔絶性の抽出からみても、高地性集落

として独立 していると捉えられる。当該地域での平地集落の実態が不明であるが、当該地域に展開する

集落が同一時期に複時的居住域を持たないとすれば、周辺の集落景観から高位に立地することは非日常

的な居住領域であるといえる。

桧はちまき山遺跡は、石鏃などの武器類の偏在性と軍事的防御性をもつ遺構の存在に欠ける。また後

方の丘陵にも居住域が展開する可能性があることから、常時の集落すなわち日常的な生産性を兼ね備え

た高地性集落であったと考えられる。しかしながら、桧はちまき山遺跡の集落は一過性であり、情報の

伝達や交易拠点としての集落の形成であれば、集落構造の変化を要せず、山住み (高地立地)を志向す

る生活領域に元来備わつている機能 (高所立地)だけで済むものと考えられる。軍事的防御的機能を有

する遺構 (環壕等)を 具備することは、高地性集落を構成する、あるいは形成する要素の一つであるが、

軍事的集落であるという限定的機能にのみ絶対的条件にはなろう。ここでいう異質性の抽出は、複時の

居住域を持たず、周辺に分布する弥生集落との間に居住領域や生産領域を共有できない高さ (隔絶性 )

を持つことであり、地形的条件に重点をおきたい。桧はちまき山遺跡は高所立地することにより、防御

的機能を備えつつ、恒常的な農耕生産集落の機能は維持 している。多少の日常的生活の不便さは無視 し

ても、なかばJ巨常的な集落の安定と防御性を確保 した丘陵に立地する高地性集落であるといえる。

弥生期における社会・経済の変革期に生 じた地域内外の社会的、政治的緊張関係、つまり、鉄器や舶

載品などの新 しい文物の流入およびその獲得が要因となり、吉野川流域の弥生社会に新たな緊張関係を

生成 し、そのことが高地性集落 (高所に居住する集落)の発生と関係 しているものと想定される。阿讃

山脈東南縁、吉野川下流域の北岸地域は、弥生時代終末期から古墳時代初頭には最古式前方後円墳につ

ながる要素をもつ萩原 1号墓や西山谷 2号墳などが形成され、いち早 く外来要素を受容したことが確認

される。この地域一帯は物流の大動脈であった瀬戸内と四国東部を結ぶ連結点にあたるが、物資や情報

の集積など重要拠点としての基盤形成が後期初頭まで遡ることが確認された意義は大きい。

当該地域は、カネガ谷遺跡を中心として、東尾根に延谷東遺跡、麓に光勝院寺内遺跡があり、西方2.4km

に桧はちまき山遺跡が位置し、防御・情報のネットワークを形成していたことを窺わせる。桧はちまき

山遺跡は、カネガ谷遺跡を核とした金属器・搬入品の交易に関する拠点的な地域を構成する集落の一つ

であるといえる。その形態として高地性集落のかたちを採 り、カネガ谷遺跡周辺における西方勢力 (瀬
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戸内・吉備あるいは北部九州)と の交渉基盤としての機能および共同体の象徴 (地域共同体のランドマー

クとしての機能・地域共同体としての認知 。経済活動との関連)と しての機能を持っていたと想定され

る。

高地性集落の発生あるいは増加が吉野川北岸に集中し、地域的偏在をみせている。これらの要因が鉄

器などの文物の入手に際し、吉野川下流域の地域的優越性に基づ くものであり、高地性集落の形成およ

び鉄器などの出土遺物は緊張関係の表出と捉えられよう。しかし、鉄器の入手や優越性を保持するため

の軍事拠点、あるいは反対に他からの侵攻に対する拠点としての側面をも重視すれば、鮎喰川流域社会

にも高地性集落が集中してしかるべ きであるが、現状では鮎喰川流域に高地性集落は確認されていな

い。また環濠の掘削を含め、平地の遺跡で緊張関係を反映した痕跡は見出し難いため、これらは今後の

検討課題であろう。
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桧はちまき山遺跡

第 1表 出土遺構一覧表

SB
遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (clll) 短軸 (cal) 深度 (cal) 備 考

SB1001 Q-16 隅丸長方形 L字状 372 222

SB1002 G・ H-5・ 6 半円形 L字状

SB1003 K-6・ 7 半円形 L字状 352

SB1004 L3・ 4 半円形 L字状 277 一部削平。

SB1005 I・ J-2・ 3 隅丸長方形 L字状 562 一部削平。

SB1006 F～H-3 隅九長方形 浅い D字状 256

SBllll17 BoC-6・ 7 半円形 L字状 388

SB1008 S・ T-15・ 16 隅丸長方形 L字状

SB1009 U・ V-12 隅丸長方形 L字状 677

饂 1010 X-12 半円形 L宇状 433 8

SB1011 P'Q-19・ 20 半円形 L字状 354
石器製作
工房跡。

SD

遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (cln) 短軸 (clll) 深度 (cm) 備  考

SD1001 G-2・ 3
細長い楕円形状

(溝状)

L字状 849 段状遺構。

SD1002 H・ I-4 細長い楕円形状 L字状 152 24 段状遺構。

SDl∞ 3 J・ K-3・ 4
細長い不整形な

精円形状
L字状 938 lC14 段状遺構。

SD1004 Q・ R-9 細長い楕円形状 L字状 段状遺構。

SD1005 U-13 隅丸長方形状 L字状 段状遺構。

SD1006 U・ V-14
やや細長い隅九

長方形状
L字状 612 段状遺構。

SD1097 V-14・ 15 長方形状 L字状 660 276 段状遺構。

SD1008 P・ Q-18 細長い楕円形状 L字状 段状遺構。

SD1009 Q・ R-18・ 19 細長い楕円形状 L字状 段状遺構。

SD1010 P～ S-20・ 2]
不整形な細長い

楕円形状
L宇状 2930 段状遺構。

SD1011 R～ T-19・ 20
不整形な細長い

楕円形状
L字状 230 段状遺構。

SK

遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (cln) 短軸 (cm) 深度 (clll) 備 考

SK1001 V-11・ 12 円形

SK1002 K・ L-8 楕円形 逆台形状 15

SK1003 K-5 精円形 逆台形状

SK1004 K・ L-6 楕円形 逆台形状

SK1005 K3 いびつな円形 逆台形状 74

SK1006 楕円形 逆台形状

SK1007 H・ 13 楕円形 逆台形状

SK1008 H3 楕円形 逆台形状 53

SKllX19 G・ H4 精円形 逆台形状 108

SK1010 O-24 楕円形 浅い D字状 74

SK1011 S・ T-11 楕円形 浅いD字状

SK1012 S10 円形 逆台形状

SK1013 楕円形 逆台形状
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SP

遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (cal) 短軸 (clll) 深度 (cnl) 備 考

SP100ユ 欠。

SP1002 久 。

SP1003 欠。

SP1004 欠 。

SP1005 欠。

SP1006 円形 浅い D字状

SP1007 円形 浅い D字状

SP1008 円形 U字状

SP1009 円形 四角形状 雰

SP1010 円形 四角形状 23

SP1011 円形 浅いD字状

SP1012 円形 逆台形

SP1013 円形 D字状

SP1014 円形 D字状

SP1015 H-2 円形 四角形状

SP1016 H-3 円形 D字状

SP1017 H-3 円形 D字状 7

SP1018 H3 円形 D字状

SP1019 H-3 円形 浅い D字状 23

SP1020 H3 円形 四角形状

SP1021 H3 円形 浅いD字状

SP1022 G・ H-3 円形 浅いD字状 23

SP1023 G-3 円形 D字状

SP1024 G・ H-2 円形 D字状 7

SP1025 G-2 楕円形状 U字状 5

y1026 G-2 楕円形状 D字状 8 11

SP1027 G-2 円形 D字状 5

SP1028 G-2 円形 逆台形状

SP1029 円形 浅い D字状 7

SP1030 H-4 楕円形状 D字状

SP1031 G-3・ 4 楕円形状 D字状

SP1032 G-3 楕円形状 U字状

SP1033 G-3・ 4 楕円形状 四角形状 103

SP1034 G-4 円形 逆台形状

SP1035 G-4 円形 四角形状

SP1036 F,G-4 円形 逆台形状

SP1037 F-3 円形 逆台形状

SP1038 L-4・ 5 円形 浅い D字状 54

SP1039 V13 長楕円形状 浅い D字状 138 9

SP1040 Q・ R-9 円形 D字状

SP104ユ Q-9 円形 四角形状 23
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第 2表 出土遺物観察表

SB(土器 )

皓
鰯

遺  構 出土地点 層 位 器 種 残存率
口 径

(卿 )
脚鱒てｃｍ，

窪

＞ｍ

底

て

径

，

部

ｃｍ

顕

く

高

＞

器

て

他

量

ケ

の
法

∞

そ

の
く

部位 形   態 調   整
含有物
組成

色 調 備 考

6 SB1093 K-6 ED■覆土 弥上高杯 榔
Й

杯部
杯部は上方に直線的に

廷びる。円盤充填。
摩減のため不明。

石英 長
石 片岩

外面 :に ぶ
い赤褐
内面 :に ぶ
い澄

13 SB1004 L34 覆土 甍 瑯
歿

底 部
平底。体部は斜め上方
に延びる。

外面 :縦ヘラミガキ。
内面 :縦ヘラケズリの

ちナデ。

石英 長
石

外面 :に ぶ
い橙
内面 :灰

SBユαИ L34 覆土下部 高杯 圏
Й

脚 部
脚部裾はラッパ状に広
がる。円盤充填。

摩減のため不明。
石英 長

石 黄
橙
淡

面
面

外
内

鵠 1005 J2 床面直上 劇
レ

脚
購

平底。体部は内彎しな
がら上方に延びる。

摩滅のため不明。
石英 舟

岩

外面 :橙
内面 1に ぶ
い黄橙

SBllll15 IJ23 覆土下部 重 齢
姥

70 47 底 部
平底。体部は斜め上方
に延びる。

外面 :縦ヘラミガキ

(幅 4 8JIt/本 )。

外底面 :ナ デ。

内面 :不明。

石英 赤

色斑粒

外面 :明 黄
褐
内面 :橙

SB1005 J2 床面直上 邸
И

底 部
僅かに上げ底。体部は

斜め上方に延びる。
磨滅のため不明。

石英 片 外面
内面

橙

橙

23 SB1005 J23 覆土 帥
И

底 部
僅かに上げ底。体部は
斜め上方に廷びる。

外面 :縦ハケ (5条/
m)。

外底面 :ナ デ。

内面 :不明。

石莫 長
石 片岩

橙

橙

画

面

外

内

胡 llX15 IJ-23 覆上下部 霊
口縁部
1/8

頭部
口縁部「くJ字状に屈
曲して外反。

デ

デ

面

面

外

内
石英 長

石

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :黄橙

鵠 1005 J23
EH■ 覆土

上部
甕 螂

Й
48 50 底 部

平底。体部は斜め上方
に延びる。

外面 :縦ヘラミガキ

(幅 4 oo/本 )。

内面 :縦ハケ (10条 /
C4)。

石 英

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :褐灰

SB1005 J-2 床面直上 霙 劇
И

53 97 榔
障

平底。体部は斜め上方
に延びる。

歴減のため不明。
石英 長

石 片岩

黄

　

黄

浅

　

浅

瓶
橙
繭
橙

床面直上 整 邸
И

37 底部
平底。体部は斜め上方

に延びる。

外面 :縦ヘラミガキ

(幅 7n1/本 )。

外底面 :ナ デ。
内面 :縦ヘラケズリの

ちユビオサエ。
ナデ。

石英 長
石 片岩
赤色斑粒

面
　
面
橙

外
褐
内

い

明黄

SB1005 J23 床面直上 養 郎
Й

67 底 部
平底。体部は斜め上方
に延びる。

摩減のため不明。
石英 長
石 雲母

片岩

外面 :明 赤
褐
内面 :灰褐

カ SI11005 IJ‐ 23 覆土上部 甕 螂
Й

26 底部
平底。体部は斜め上方
に廷びる。

摩減のため不明。
石英 長
石 片岩

赤

　

黄

明

　

浅

面

　

面

外

褐

内

橙

SB1006 床面直上 壷 瑯
路

78
体部～

底部
丸底に近い平底。体部
は斜め上方に延びる。

摩減のため不明。
石英 片
岩

ぶ
　

褐

に
　

黄

橙

！

面

黄

面

外

い
内

SB1008 覆土下部 醐
ψ

底部
平底。体部は斜め上方
に延びる。

摩減のため不明。 長 石

外面 :に ぶ
い橙
内面 :灰赤

胡 llX13 覆土 茎 螂
略

底 部
平底。体部は斜め上方
に延びる。

外面 :不 明。
内面 :ユ ビオサエ

石英 長
石

外面 :に パ

い赤褐

内面 :に ぶ

い赤褐

SB1009 覆上下部 高杯 脚
ψ

脚柱径
38 脚柱部 上下外方へ廷びる。

外面 :縦ヘラミガキ

(幅 3硼/本 )。

内面 :不明。

石英 雲

母 赤色

斑粒

外面
内面

黄

灰

灰

黄

SB1011
PQ‐
19 20

覆 土 醸
瑯
脇

8】
日縁～

豪部

頸部はやや外方へ開き
ながら上方に廷びる。
口縁部外反。口縁端部
はやや肥厚し、丸く収
める。

口縁部外面 :2条の凹

線文。

口縁部内面 :横 ナデ。

頭部外面 :縦ハケ (6
条/cn)。

鎖部内面 :縦ヘラケズ

リ幅 (85m/本 )。

石英 雲

母

橙

橙

面

面

外

内

SB1011 覆土
日縁部
1/4

67 口縁部
口縁部外反。口縁端部
は丸く収める。

外面 :縦ハケ (7条/
cn)。 口縁端部ナデ。
内面 :ナ デ。

石英 長
石 片培

外面 1に ぶ
い黄橙
内面 :に パ
い黄橙

SB1011
PQ―
1920 覆土 長頸壷

頸 肩

部1/4

頸部～

肩部

顎部直立して上方へ廷
びる。端部やや外反。
体部下方へ広がる。

摩滅のため不明。
石英 長

石 片岩 灰
橙
褐

面
面

外
内

SB1011
PQ―
19 20

覆 土 螂
И

体部ヽ

底部
平底。体部は内彎しな
がら上方に廷びる。

外面 :縦 ヘラ ミガキ

(幅 3側/本 )。

内面 :縦ヘラケズリの

ちユピオサエ。ナデ。

石英 雲
射 赤色
班粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :灰白

硝 SB1011 Q-19 覆土 邸
Й

体部～

底部

平底。体部は斜め上方
に延びる。

慶減のため不明。
石英 長
石 片岩 褐

赤
赤

面
面

外
内

Ｑ

ワ

Ｐ

‐９ 覆 土
底
海

外
部

188 体部～

底部

僅かに上げ底。体部は

内暫 して上方に延び

る。補円形の体部。体
都中位に最大径。

外面 :縦ヘラミガキ

(幅 31a/本 )。

内面 :縦ヘラケズ リ。

石英 長

石

灰

灰

面

面

外

内

SB1011 Q■ 9 覆土 邸
ψ

底 部
上げ底。体部は斜め上

方に延びる。

外面 :縦ヘラミガキ

(幅 6血/本 )。

内面 :縦ハケ (5条 /
cm)。

石英 長
石 片者

赤

　

灰

明

　

褐

面

　

面

外

褐

内

―- 287 -―



結
辮

遺 構 出土地点 層 位 器 種 残存率
径

，

体部
最大径

(cI )

径

，帥

底

＜
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SB1011 覆土 瑯
И

底部
僅かに上げ底。体部は
斜め上方に延びる。

外面 :縦ヘラミガキ
(幅 6 1to/本 )。

内面 :縦ハケ (5条/
cm)。

石英 長
石 片岩

黄
　
白

浅
　
灰

画
　
面

外
橙
内

PQ―
1920 覆土 露 瑯

靱
底部

平底。体部は斜め上方
に延びる。

外面 :縦ヘラミガキ

(幅 4 mm/本 )。

内面 :縦ヘラケズリ。
内底面 :ユ ビオサエ。

石英 長

石

責

あ

　

黄

浅

斑

　

浅

‥
黒

　

‥

面

て

＞

面

外

澄

り

内

63 SB10ユ I 覆土 甕 螂
И

45 底部
平底。体部は斜め上方
に廷びる。

外 面 :磨 滅 の た め不

明。

内面 :ユ ビオサエ。

石英 長

石

外面 :明赤
褐
内面 :に ぶ
い黄橙

SD(土器 )

告
辮

遺 構 出土地点 層 位 器 種 残存率
径

，伽

口
‘ 榔聾鰤

径

＞ｍ

底

く

径

，

部

Щ

頸

ぐ
高

，
器
価

他

量

，

の
法

ｍ

そ

の
で

部位 形  態 調  整 勃繊
色 調 備 考

SD10112 GH14 覆上下都 甕 醐Й
口縁、鶴

口縁郡外反。口縁端部
は肥厚する。

外面 :縦ハケ (8条/
cl)。

端部内外面 :横ナデ。
頸部内面 :横ハケ (8
条/m)お よびユビオ
サエ。

砂
色赤断

浄
舶

外面 :に ぶ
い黄栓
内面 :褐灰

SP1030 覆土 弱 螂
酪

192 196 体 部
口縁部外反。体部内
を。 康滅のため不明。

長石 片
岩 婁母

赤色斑
粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い黄橙

SD10021こ

付随か。

104 SD1004 L34 覆土上部 壷
回縁部
1/4

280 日縁～

索部

日縁部外反し、端部は
上下に拡張する。

日縁端部外面に5条の
四線文および円形浮
文。
顎部外面に回線文。
外面 :ナ デ。
内面 :歴減のため不明。

石英 長

石

外面 :明赤
褐
内蔵 :赤掲

SDllX4 L34 獲土 壷 嘲麟
口縁部

口縁端部内面に竹管文
を施す。

デ

デ

ナ

ナ

画

面

外

内 長 石

ぶ
　

赤

に

　

明

‥
褐

‥

面

赤

面

外

い
内

褐

SD1007
覆土

琵 欄舅
口縁部

日縁部外反。口縁端部
やや肥厚する。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

長

色赤祓
藤
軸

黄

　

黄

明

　

浅

面

　

面

外

褐

内

橙

SD1007 V1415 EK-1
覆土

重 邸
И

体部ヽ

底部
平底。体部は斜め上方
に延びる。

磨滅のため不明。
石英 長
石

黄
白

淡
灰

面
面

外
内

SD1009 覆土中都 長頸壺 螂
И

顎部ヽ

肩部
顕部 と体部の境に突
帝。

面
，
。
面

外

ｍ
内

縦ハケ (6条/

ヘラケズリ。

石英 長
石

外面 :に ぶ
い橙
内面 :暗青
灰

SD1009 覆土中部 一軍 螂
酪 研廓

平底。体部は内彎しな
がら上方に廷びる。

外面 :体部下半縦ヘラ
ミガキ(幅 4m/本 )。

体部上位に波状文。
内面 :縦ヘラケズリの
ちナデ。

石英 長
石 片岩
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い黄褐
内面 :灰

SD1010
P～ S
20 21

覆士 壷
口縁部
1/6

240 口縁部

口縁部外反。日縁端部
は肥厚する。顕都直
立。

外面 :凹線文 2条。摩
減のため調整不明。
内面 :磨減のため不明。

長石 片
岩

赤
　
赤

明
　
明

面
　
面

外
褐
内
褐

SD1010
P～ S‐

20 21
覆土 壺

口縁部
1/3 回縁部 回縁部外反。

外面 :縦ハケ (7条/
m)およびヘラミガキ。
内面 :摩滅のため不明。

石英 片
岩

黄
橙
明

画
面

外
内
褐

P～ S―

20 21
覆土 壷

部

１０

顎
ν 頸部

やや外方に開きながら
上方に延びる。

摩減のため不明。
石英 長
石 片培

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :澄

SDi010
P～ S―

20 21
覆土 壷 螂

勇
体部 体部内簿。

外面 :肩 部縦ハケ (7
条/cn)。 体部ナデ。
内面 :肩部ユピオサエ。
体部縦ヘラケズリ。

石英 長
石 片岩
雲母 赤
色斑粒

ぶ

橙

に
‥
　
褐

面
面
赤

外
内

い

129 働 1010
P～ S―

2021 覆土 螂
い

頸部
顎部と体部の境に2条
の突帯。

画
面

外
内

ヘラミガキ。
摩滅のため不明。

石英 長
石 雲母 貢

澄
淡瓶

繭

`】

I)iO10 覆土 壺 椰
И

体部 肩部外面に円形浮文。

外面 :縦および横ハケ
(7条 /G4)。

内面 :縦ハケ (6条/
m)。 頸部との境にユ
ピオサエ。

長
色赤

英
　
粒

石
石
斑

外画 :に ぶ
い橙
内面 :淡黄

働 1010
P～S
2021 覆 土 齢

Й 冊齢
僅かに上げ底。体部は

斜め上方に延びる。

外面 :歴減のため不明。
内面 :内底面ユピオサ

石英 長

石 片岩

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :暗灰
黄

132
P～ S
20 21

覆土 壷 螂
レ

底 部
平底。体部は斜め上方
に廷びる。

外面 :縦ヘラミガキ

(幅 4 mm/本 )。

内面 :摩減のため不明。

石英 長

石

赤
　
赤

明
　
明

画
　
面

外
褐
内
褐

働 1010
Ｓ
．

２．
Ｐ一
分

覆土
底部
1/ユ

78 底部
平底。体部は斜め上方
に延びる。

摩減のため不明。 石 英

外面 :明黄
褐
内面 :に ぶ
い黄橙

134 SD1010 覆土 螂
％

底 部
僅かに上げ底。体部は
斜め上方に延びる。

外面 :縦ヘラミガキ

(幅 6剛 /本 )。

内面 :摩滅のため不明。

石英 長
石 片岩

外面 :に ぶ
い黄澄
内面 :褐灰
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SD1010
20 21

覆上 奎 螂
勃

底 部
平底。体部は斜め上方
に延びる。

外面 :ナ デ。
内面 :縦ハケ。

石英 長

石

外面 :浅黄
橙
内面 :褐夙

SD1010
20 21

覆土 壼 劇
％

底 部
僅かに上げ底。体部は

斜め上方に延びる。
摩減のため不明。

石英 長
石 片岩

面
　
面
橙

外
橙
内

い

淡赤

SD1010
P～ S‐

20 21
覆 土 蔓 瑯

第
173 体部～

底部

僅かに上げ底。体部は

内管しながら上方に延
びる。

外面 :縦ハケ (6条/
cm)。

内面 :縦 (8条/cm)
および横ハケ (9条/
cm)。

石英 長
石 片岩

雲母
赤色斑粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :橙
内底面 :明

黄褐

P～ S
2021 覆土 壷 瑯

И
H8 133 体部、瑯

平底。体部は斜め上方
に延びる。

外面 :縦ヘラミガキ

(幅 3m/本 )。

内面 :歴 滅のため不明。

長石 片

ぶ

　

一東

に

　

明

面

褐

面

外

い
内

褐

P～ S
覆士

体

１０
全
ν

42
ぼ

形

は

完

日縁部外反。端部は九
く収める。体部肩が張
り、上位に最大径。

面
面

外
内

ナデ。
ナデ。

石英 長

石 雲母

灰
灰

黄
黄

面
面

外
内

ミこチュア
土器。

働 1010
P～ S―

20 21
覆土 脚

ψ
体部ヽ

底部
体部中位 に最大径。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

長石
灰

灰

黄

暗
面

面

外

内
ミニチュア
土器。

SD1010
P～ S―

20 21
覆土 鰤

И
底部 平底。

画

面

外

内
ナデ。
ナデ。

長石
外面
内面

灰

灰

褐

褐 土器。

SD1010
P～ S‐

覆 土 霊 醐腑
240 日縁部

口縁部外反。日縁端部
やや肥厚する。

外面 :縦ハケ (7条/
cII)。

日縁部内外面ナデ。

内面 :摩減のため不明。

石英 長

石 片岩

雲母

外面 :橙

内面 :に ぶ
い責橙

SD1010 覆土■部 整 螂
閉

体部～

底部
平底。体部は斜め上方
に延びる。

外 面 :縦 ヘ ラ ミガ キ

(幅 5側/本 )。

内面 :摩 減のため不明。

石英 長
石

灰褐

黄

面

面

外

内

P～ S‐

20 21
覆土 高杯

口縁部
1/7

20 4 日縁部 口縁部屈曲して直立。 摩減のため不明。 石 英

赤

　

褐

明

　

灰

面

　

面

外

褐

内

SD1010
Ｓ．
２‐

Ｐ．

２０
覆土 高杯 脚

脇
脚柱径

67 IH部
脚部直立して体部は外
方に延びる。

外面 :縦 ヘラミガキ
(nit 6 vun/本 )。

内面 :歴減のため不明。

石英 長
石 片名

赤

赤

画

面

外

内

働 1010 R‐ 20 覆土
部

片

体
破

体部

外面に縦方向の櫛猫文
(5条 /cm)。 の ち2

条の検方向の櫛描文。
間に波状文を施す。

石英 長

石

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い黄橙

160 S-20 覆土 邸
珀

底 部 僅かに上げ底。 歴減のため不明。
石英 長

石 片岩

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い黄橙

包含層 (土器 )

告
難

遺 構 出土地点 層  位 器 種 残存率
径

， 脚鵡てｃｍ，
径

，帥

底

く

径

，

部

甑

頸

く

高
，

器
で

他

量

，

の
法

ｍ

そ

の
て

部位 形  態 調   整 鞠繊
色 調 備 考

3層
口縁部
1/9

160 105
口縁～

頚部

口縁部外反。顕部やや

外反しながら上方へ廷
びる。

摩減のため不明。 石英

外面 :に ぶ
い黄栓
内面 :に ぶ
い黄橙

3層
口縁部
ユ/8

日縁～

霞部

口縁部外反。顕部やや

外反しながら上方へ廷
びる。

外面 :縦ハケ (4条 /
m)。

内面 :歴滅のため不明。

石英 長

石

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に ぶ
い赤橙

O―勿 3層 壷
回縁部
1/8

口縁 ～

頸著L

回縁部外反。日縁端部
やや肥厚する。瑛部や
や外反しながら上方へ

廷びる。

面

，
。
面

外

ｍ
内

縦ハケ (13条/

摩減のため不明。

石英 長
石 雲日

縁

　

灰

蛇
佃
巌
黄

面
面
　
部

外
内
部
頸

3層
回縁部
1/4

回縁著L

口縁部外反。日縁瑞部

外面に斜格子文 を施
す。

磨滅のため不明。
石英 長

石

外面 :明 黄

褐

内面 :に ぶ

い橙

3層
日縁部
1/10

口縁部

口縁部外反。日縁端部
やや肥厚する。日縁端
部外面に円形浮文。

外面 :上位に横ハケ

(14条/cm)。 下位 に

縦ハケ (7条 /cm)。

内面 !ナ デ。

石英 長

石

外面 :に ぶ

い赤褐

内面 :に ぶ

い赤褐

P2] 3層 醐歿
168 日縁部

回縁部外面に突帯が 1

条巡る。口縁部外反。

頸部やや外反しながら
上方へ廷びる。口縁部
3カ 所に穿孔。

外面 :口 縁部ナデおよ

び突帯下に縦ハケ (4
粂/cm)。

内面 :横ハケ (13条/
cm)。

長石

外面 :に ぶ
い橙
内面 :に お
い明黄褐

2層 齢
歿

150 底 部
上げ底。体部は斜め上
方に延びる。

外面 !縦ハケ(8条 /cm。 )

内面 :ヘ ラケズ リのち

ナデお よびユ ビオサ

石笑 長

石 片岩

雲母

赤

橙

明

画

面

外

内

褐

J2 3層 瑯
Й

69
体部～

底部

平底。体部は斜め上方

に延びる。

外面 :ヘラミガキ (幅

5硼/本 )。

内面 :摩減のため不明。

石英 長

石 片岩

赤色斑粒

外面 :に ぶ

い黄橙

内面 1に ぶ

い黄橙

3層 螂
開

底 部
平底。体部は斜ゆ上方
に廷びる。

陸減のため不明。
石英 長

石 雲母

赤色斑粒

黄
橙
明

面
面

外
内
褐

S-20 4層 重 螂
И

底 部

わずかに上げ底。体部
は内管しながら上方に
延びる。

磨減のため不明。
石英 片
岩

外面 :に パ
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄橙
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船
鰯

遺 縛 出土地点 層  位 器 種 残存率
径

う 榔韓鰤
径

，

底

＜

径

，

部

ｍ

頸

ぐ

高

，枷

器

く

他

長

ｊ

の
法

帥

そ

の
で

部位 形   態 調   整 鞠鱗
色 調 備 考

3層 壺 邸
И

底部
平底。棒都は斜め上方
に延びる。 摩滅のため不明。

石英 長

石 雲母

外面 :に ぶ

い黄褐

内面 :褐 灰

U■ 5 2層 壺 劇
И

31 底部
平底。体部は斜め上方
に廷びる。

面
面

外
内

縦ヘラミガキ。
摩滅のため不明。

石英 長
石 片岩
雲母 赤
色斑粒

外面 :褐灰

内面 :に ぶ

い黄褐

3層 壺 邸
И

底部
わずかに上げ底。体部
は斜め上方に延びる。

外面 :縦ヘラミガキ。
外底面 :ナ デ。
内面 :摩減のため不明.

石英 長
石 片岩

黄

褐

灰

浅

黄

褐

灰

‥

面

　

面

外

橙

内

2層 醐％
22 日縁部 口縁部外反。 磨減のため不明。 石 英

黄

黄

淡

浅

面

面

外

内

橙 土器。

G-2 3層 甕 嘲携
186 180 口縁部

回縁部外反。日縁端部
はやや上下に拡張。国
縁端部外面に2条の四
線文。顕部外面に貼付
突帯。

外面 :ナ デ。
内蔵 :口 縁部横ハケ
(5条 /cm。 )体 部 ナ

石英 長

石 赤色

斑粒

外面 :に ぶ

い黄/EA

内面 :橙

184 3層 霊
日縁部
1/10

150 口縁部
口縁部外反。口縁端部
やや丸く収める。

面
面

外
内

ナデ。
ナデ。

雲母 赤

色斑粒
ぶ

橙

に舶
雨
哺

2層 菱 職
И

12 0 口縁部

日縁部「く」宇状に外
反。口縁部つまみ上げ
て端部は尖る。

外面 :口 縁部凹線 1

条。ナデ。
内面 :口縁部ナデ。体
部ケズリ。

雲

色赤

石

　

粒

長

母

斑

面
橙
面
橙

外

い
内

い

M-3 3層 甕
回縁部
ユ/5 口縁部

口縁部「く」字状に外
反。

摩減のため不明。
石英 長

石

外面 :明赤
褐
内面 :橙

O‐ 21 3層 甕 螂
И

58 底 部
平底。体部は斜め上方
に延びる。

外面 :縦ヘラミガキ

(4 mm/本 )。

内面 !ユ ビオサエ。
ハケ (5条/cm).

石英 長

石

黄
灰

浅
褐

画
面

外
内

U-15 2層 廟
略

56 底 部
平底。体部は斜め上方
に延びる。

面

面

外

内
縦ヘラミガキ。

縦ヘラケズリ。
長 石

外面 1に ぶ
い赤褐
内面 :掲灰

3層 帥
レ

39 底 部
平底。体部は斜め上方
に延びる。

摩滅のため不明。

石英 長

石 雲母

赤色斑粒

獅
囃
輌
蛇

S-10 3層 養 瑯
靱

底 部
上げ底。体部は斜め上
方に延びる。

外面 i縦ヘラミガキ。
外底面 :ハ ケ。
内面 :内底面ユビオサ

石英 長

石

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :に ぶ
い黄橙

3層 整 帥
第

底 部
平底。体部は斜め上方
に延びる。

面
面
デ

外
内

ナ

ナデ。
ユビオサエ 長石 嚇効歎

猛帥訛
192 O‐ 21 3層

バケツ形
土器

螂
И

130 125 体部ヽ

底部
体部直立気味に上方に
廷びる。

画
面

外
内

縦ヘラミガキ。

摩減のため不明。

長
色赤

英
　
粒

石
石
斑

黄
　
黄

灰
　
灰

面
　
面

外
褐
内
褐

193 3層 高杯 榔
Й

300 口縁、榔
日縁部屈出して直立。 摩滅のため不明。

石英 長
石 片岩
赤色斑粒

ぶ

　

ぶ

獅
蛇
繭
哺

2層 高杯
口縁善Ⅲ
1/10 口縁部

回縁部屈曲して直立。
日縁端部やや肥厚す

面

面

外

内
石英 長

石 雲母

外面 :に ぶ
い黄
内面 :に パ
い黄橙

3層 高杯
口縁部
1/6

19 9 口縁部 日縁部屈曲して直立。
画
面

外
内

ナデ。
ナデ。

石英 雲

母

灰

灰

黄

褐

面

面

外

内

■ 2 3層 高杯
脚柱部
1/2

脚柱径
43 脚注部

脚柱部直立して杯部外
方に延びる。

外面 :縦ヘラミガキ

(幅 3硼/本 )。

内面 :縦ヘラケズリ。

雲母 赤
色斑粒

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :褐灰

O-20 3層 高杯 呻脇
脚柱径

42 脚柱部
脚注部直立して杯部外
方に延びる。

外面 :縦ヘラミガキ

(幅 3 tan/本 )。

内面 :縦ヘラケズリ。

石英 婁

母 赤色

班粒

外面 :に ぶ
い橙
内面 :暗灰
黄

2層 高 杯 脚
歿

54 脚 部 脚部下方へ広がる
外面 :縦ヘラミガキ
(3 dm/本 )。

内面 :縦ヘラケズリ
雲母

灰

灰

褐

黄

面

面

外

内

2層 蓋 螂
Й

16 上 部 扁平つまみ。
面
面

外
向

ロクロナデ。
ロクロナデ。

員石
灰

灰

青

青

面

面

外

内 須恵器。

つ層 椀
部

１２

底

ツ
高台径

70 底 部

削り出し高台。高台断
面形は台形状 を呈す
る。

外面 :横 ナデ。

外底面 :ケ ズリ

内面 :横 ナデ。

長石
灰

灰

青

青

画

面

外

内 須恵器。

3層 短顕壺 嚇
略

168 醒
僻

口縁部短く直立する。
日縁端部は丸 く収め
る。

外面 :横ナデ。

内面 :横ナデ。
長石

灰
灰

面
面

外
内 須恵器。

2層 瑯
勇

径

０

台

１３

高
33 底都

削り出し高台。高台断
面形は四角形状を呈す

外面 :ヘラケズリ。

外底面 :ケ ズリ。

内面 :横ナデ。

長 石
灰

灰
黄

面
面

外
内 須恵器。

8層 廓
略

高台径
108 底 部

削り出し高台。高台断
面形は四角形状を呈す

外面 :積 ナデ。

外底面 :ケ ズリ

内面 :横ナデ。

長 石
灰

灰

面

面

外

内 須恵器。

3層 丸瓦 破片
縦150
横94

厚さ20
不 明 彎曲する。

画

面

外

内 布 目戻。
長 石

灰

　

灰

面

　

面

外

褐

内

褐

須恵質。
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SB(石器 )

帖
翻

遺 裕 出土地点 層 位 石 材 器 種 長 さ (帥 ) 幅 (cm) 厚 さ (c4) 重 量 (g,
その他 の法星

(cm)
残存率 部 位 考

鵠 1001 Q-16 EH■ 覆土 楔形石器 刃部―吉Ⅲ欠損。

SB1002 床面直上 サヌカイト 石 鏃 凹基。

床面直上 サメカイド 石 核 自然面残存。打面転移しながら剥片剥離。

SB1002 床面直上 サメカイト 28 18 10 側縁に細かな剥維。

SB1002 床面直上 サヌカイト 剥片 30 一部欠損。

SB1003 覆上下部 サヌカイト 石鏃 34 有茎。丁寧な調整剥離を施す。

覆土下部 サヌカイト 石鏃 37 16 有茎。丁寧な調整剥離を施す。

SBユ lll13 覆土上部 サヌカイト 楔形石器 53 刃部 側縁一部欠損。

10 SB1003 覆主上部 サヌカイト 剥片 23 一部欠損。

SB1003 覆土上部 剥 片 幅広の剥片の下端および左側縁 を折断。

覆土 片 岩
l■凋キ刃
石斧

ユ35 397 0 1/1
整形時の敲打痕が残る。刃部使用痕顕
著。刃部左根1再生。基部背面に快り。

15 〔朔310114 覆 土 楔形石器 1/1 幅広の剥片の両側縁を折断して整形。

SB1004 覆土 楔形石器 25 幅広の剥片の左側縁 を折断 して整形。

SB1004 覆土 サヌカイト 楔形石器 幅広の剥片の両側縁 を折断 して整形。

L34 覆土 サヌカイト 石 鏃 05 1/1 来製品。

19 L34 覆土 楔形石器 幅広で厚手の剥片を使用。

SB1005 IJ23 覆土 石 鏃 平基。

胡 1005 I」 -23 覆上下部 サヌカイト 楔形石器 08 1/1
幅広で厚手の剥片を使用。剥片の上端お
よび左側縁を折断して整形。

SB1005 IJ23 覆土上部 サヌカイト 楔形石器 26 1/] 幅広の剥片の下端および左側縁を折断。

SBllll15 I」-23 覆土上部 サヌカイト 剥片 18 18 幅広の剥片の下端および左側縁を折断。

S31005 I」-23 床面直上 片岩
扁平片刃

石斧 1390 1/] 側面に散打痕が残る。刃部に篠痕。

SB1006 G‐ 3 覆土 砂岩 台石 15 2 1266 0 1/1 表面下位に敵打痕。

鵠 ユ007 C-6 3層 砂 岩 台石 36 5 12480 0 痛平な自然亜角礫を用いる。表面中央に
弱い敲打痕。

SB1007 3層 砂 岩 台石 19 9 25 3 66 1/1
扁平な自然亜角礫を用いる。表面に敲打
痕。

SB1007 C-6 3層 砂 岩 砥 石 4850 0 表面に弱い磨滅痕。

SB1008 ?-15 覆上下部 チヌカイト 肖1器 07 凹刃。幅広の横長剥片を折断して使用。

SB1008 T■ 6 覆土上部 ナヌカイト 楔形石器 1/1 幅広の剥片を折断して整形。

SB1008 T■6 覆土上部 チメカイト 楔形石器 37 1/1 幅広の剥片を折断して整形。

SB1008 T■ 6 覆上下部 石核 59 1228 1/1 自然面残存。打面転移しながら剥片剥離。

SB1008 覆上下部 玄武岩
太形蛤刃

石斧
刃部使用痕顕者。器体全面に整形時の蔽
打痕力渡 る。

SBIC08 覆土上部 砂岩 敲 石 1/] 表 裏面に敲打痕。

SB1009 覆土 楔形石器 50 刃部一部欠損。

胡 1009 覆土 楔形石器 13 67 刃部一言ヽ欠損。

SB1009 床面直上 サヌカイト 剥片 65 横長剥片。

覆上下部 サヌカイト 楔形石器 4/5 刃部一部欠損。

SB1010 覆土 玄武岩
太形蛤刃
石斧

754o 刃部一部欠損。

64 SB1011 PQ■920 覆土 サヌカイト 石鏃 有茎。茎部長は全長の約1ル を占める。

PQ■ 920 覆土 サヌカイト 石鏃 有茎。≧部長は全長の約1カを占める
厚手の景!片 を使用。

SB10 PQ■920 覆土 石鏃 平基。基部右側一部欠損。

67 SB1011 PQ■ 920 床面直上 サヌカイト 石鏃 平基の三角形鏃。差部は丸みをもつ。

S31011 覆土 サヌカイト 石鏃 16 平基。尖端部欠損。

鵠 101 PQ■ 920 覆上 チメカイト 石 鏃 16 1/1 平基。尖端部欠損。

SB101 PQ■ 920 床面直上 石 鏃 1/1 平基。三角形の形態。

SB1011 PQ■920 床面直上 石 鏃 15 平基の三角形鏃。

T2 SB1011 P Q 19 20 覆土 サヌカイト 石 鏃 15 1/1 平基。三角形鏃。

欝 SB101】 PQ-1920 覆土 サヌカイト 石 鏃 1/1 尖端部 基部欠損。馳と同一個体。

SB101, PQ-1920 覆土 石鏃 23 05 凹基。尖端部欠損。73と 同一個体。

SB1011 PQ■ 920 覆土 サヌカイト 石 鏃 平基。尖端部欠損。

SB1011 PQ■920 床面直上 サヌカイト 石 鏃 25 ユ/] 凹基。

胡 1011 P Q 19釣 覆土 サヌカイト 石 鏃 31 18 07 1/ユ 平基。尖端部欠損。厚手で細身。

‐
8 SBiOl」 PQ■920 覆土 削器 横長剥片の下端に平刃の刃部を作出。素

材となる剥片は折断して整形。

SB1011 P-19 覆 土 サヌカイト 楔形石器 08 1/1 厚手の積長剥片を折断して整形。

P Q 19 20 覆土 サヌカイト 拠形石器 10 19 1/1 厚手の積長剥片の両側縁を折断して整形。

覆 土 サヌカイト 楔形石器 87 1/1 幅広で厚手の剥片を折断して整形。

82 SB1011 PQ-1920 覆土 楔形石器 厚手の横長剥片を折断して整形。

SB1011 PQ■ 920 覆 土 サヌカイト 楔形石器 09 1/1
厚手の横長剥片を用いる。丁寧な周縁調
整を施し、平面形は方形を呈する。

84 SB1011 PQ■ 920 覆 土 サヌカイト 楔形石器 1/1 厚手の横長剥片を折断して整形。
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報告書
掲載を号

遺 構 出土地点 層  位 石  材 器 種 長さ (cF) 幅 (m) 厚 さ (cm) 重量 (g,
その他の法量

(ca)
残存率 部  位 備 考

胡 1011 PQ■ 920 覆 土 楔形石器 1/1
厚手の横長剥片の両側縁および下端を折

断して整形。

PQ■920 覆 土 楔形石器 1/1 幅広で厚手の剥片を折断して整形。

SB101 P‐ 19 覆土 石 鋭 21 刃部尖端部欠損。

88 SBi01 PQ-1920 覆■ サヌカイト 石錐 31 05 1/2 基部欠損。刃部断面は大角形状を呈する。

碑 SBIOユ 覆 土 サヌカイト 石錐 錐 部 断面形は菱形状。

SB101 PQ■ 920 覆土 サヌカイト R‐ フレーク 1/1 縦長剥片の打点側折断。表面に擦痕。

PQ■ 920 覆土 票〕片 27 横長剥片。

胡 101 P-19 覆 土 サヌカイト 剥片 04 横長到片の下端および左側縁を折断。

93 SB1011 PQ■ 920 覆 土 サヌカイト 則片 06 横長剥片。

SB1011 PQ■920 覆土 サヌカイト 剥片 80 1/ 横長剥片。

SBi011 PQ■920 覆土 玄武岩
太形蛤刃
石斧

145 7ユ 刃部一部欠損。刃部擦痕顕著。

SB1011 Q‐ 20 覆土 片 岩
扁平片刃
石斧

485 1/1 表 裏 側面に擦痕。刃部使用痕顕著。

覆土 砂岩 敲石 332 0 上 下および右側縁に敲打痕。

餌 SB1011 覆土 砂岩 台 石 %8 10315 0
扁平な自然亜角礫を用いる。表面に弱い

散打痕。

SB1011 PQ■ 920 床面直上 砂 岩 砥 石 46000 表 裏面に磨減戻。

SD(石器 )

告
鋸

遣  澪 出土地点 層  位 石 材 器  種 長 さ (cOl) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 量
その他の法量

(cm)
残存寧 備 考

SD1002 tI I‐ 4 覆上下部 サヌカイト 石鏃 有茎。尖端部一部欠損。

SDiO08 JK-34 覆上下部 剥片 40 弱 9 表面に自然面残存。

106 SD1004 覆土上部 楔形石器 29 51 厚手の剥片を素材とする

SD10∝ Q-9 覆上下部 サヌカイト 剥 片 20 2 37 3ηЭ 5 1/〕 自然面残存。

覆上下部 サヌカイト 石錐 18 1/1 刃部尖瑞部欠損。

SD1005 U-13 覆上下部 剥 片 1/1 横長剥片。

SD1005 覆土中部 片 岩
柱状片刃

石斧
1405

刃部使用痕顕著。刃部左側再生。基部背

面に狭り。被熟によリー部赤く変色。

SD1007 V■415 覆土下部 チヌカイト 石鏃 12 ツ 1 凸基。基部は九みをもつ。

SD100? V■ 415 覆上下部

EK■直上
剥片 20 1/1 横長剥片。

SD1007
覆上下部
EK■直上

サヌカイト 楔形石器 321 6 1/1 厚手の剥片を素材とする。残核転用。

SD1007 覆上下部 結晶片岩 石庖丁 125 07
素材となる剥片の両側縁に直線状の刃部
を作出。

SD1007 覆土下部 結晶片岩 石庖丁 09 ユ/ユ 刃部の作出は弱い。

働 i007 V-14■ 5 覆上下部 片 岩
柱状片刃

石斧
1胞欠損。刃部に擦痕。

SD1009 R-19 稜土 楔形石器 23 08 厚手の横長剥片の両側縁を折断して整形。

覆土 サヌカイト 楔形石器 よ 9 1/1 厚手の横長剥片を折断して整形。

SD1009 覆土 サヌカイト Rフ レーク 07 1/1 横長剥片を折Vlし て器形を整える。

SD1009 覆土 砂岩 散石 102 1/1
自然円礫を用いる。上下および左側縁に

蔽打痕。

覆土 石 鏃 04 凸基。器形は菱形を呈する。

働 1010 覆 上 チメカイト 石 鏃 48 来製品。尖端部欠損。

SD1010 R-20 覆土 チメカイト 石鏃 29 31 1/1 尖端部および基部一部欠損。

150 SD1010 P～ S2021 覆土 石鏃 凹養。尖端部欠損。

R-20 覆 土 石箕 横長剥片を素材とする。

1ワ SD1010 覆土 サヌカイト 楔形石器 厚手の横長剥片を折断 して整形。

1硝 SD1010 P～ S2021 覆土下部 サヌカイト 楔形石器 厚手の横長剥片の右側縁を折断して整形。

R‐ 211 覆土 サヌカイト R― フレーク 3 厚手の横長剥片。

働 1010 P～ S2021 覆土 4/5 横長剥片。上部欠損。

1弱 覆土 剥片 57 0 横長剥片。

P～ S2021 覆土 砂岩 台 石 139Э 4 表裏面に散打痕。

SD1010 P～S2021 覆土 砂 岩 台石 15 87 [/4 上端部および表面に散打痕。

SD1010 P～ S2021 覆土 砂 岩 台 石 49引30 1 2 表 裏面に敲■痕。褒面左側縁に攘り面。

SD1011 覆 土 32 凸基の三角形鏃。基部はやや九みを行びる。

働 1011 覆 土 石 鍬 有茎。尖端部欠損。

1“ S-20 覆上 ナヌカイト 楔形石器 34 1/1 厚手の積長剥片を折断して整形。

1留 SD101 覆土 サヌカイト 石 錐 1/1 横長剥片を折断して器形を整える。

SD1011 S‐ 20 覆土 サヌカイト 剥 片 1/ユ 横長剥片。

SP(石器 )

織
朧

置 構 出土地点 層  位 石  材 器 種 長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g)
その他の法量

(cm)
残存率 部 位 備 考

SPi008 Q-20 覆土 石 鏃 12 1/1 平基。三角形鏃。

SP1008 Q20 覆土 サヌカイト 石 鏃 31 1/2 凹基。三角形鏃。右半分欠損。

S,10118 Q‐ 20 覆上 楔形石器 07 1/1 厚手の剥片を素材とする。
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包含層 (石器)

告
錯

遺 構 出土地点 層 位 石 材 器 種 長 さ (cn) 嘱 (ca) 厚さ (cI) 重 量
その他の法還

(鉤 )
残存率 部 位 備   考

3層 サヌカイト 石鏃 有茎。

206 TP3 石 鏃 16 有茎。

V-14 2層 サヌカイト 石鏃 17 有茎。厚手の剥片を素材とする。

208 U■ 5 2層 サヌカイト 石鏃 有茎。

3層 サヌカイト 石鏃 有茎。尖端部欠損。

U■ 2 2層 サヌカイト 石鏃 23 4/5 有茎。茎部一部欠損。

2層 サヌカイト 石鏃 有茎。茎部一部欠損。

V■ 5 3層 サヌカイト 石 鏃 22 有茎。尖端部および基都一部久損。

3層 サヌカイト 石鏃 有茎。

3届 サヌカイト 石鏃 有茎。茎部一部欠損。

3層 サヌカイト 石鏃 19 13 1/2 有茎。上半部欠損。

V-15 3層 サヌカイト 石鏃 有茎。茎部一部欠損。

V‐ 15 3層 石 鏃 有茎。来製品。尖端部欠損。

Q-211 3層 チヌカイト 石鏃 1/2 有茎。茎部久損。

S‐ 20 3層 石鏃 凸基。基部は丸味をもつ。

220 3層 サヌカイト 石鏃 27 凸基。尖端部および基部一部欠損。

22ユ 2層 石鏃 19 凸基。尖端部および基部一部欠損。

222 J-4 3'唇 ナヌカイト 石鏃 凸基。基部欠損。

223 P21 石鏃 19 未製品。

U■ 5 2層 サメカイト 石鏃 16 凸基。

R-20 3層 チメカイト 石鏃 凸基。

V15 2層 サヌカイト 石鏃 来製品。一部久損。

P-15 3層 サヌカイト 石鏃 平基。三角形鏃。

3層 サヌカイト 石銀 鏃身部 有≧。茎部欠損。

229 2層 サヌカイト 石鏃 20 平基。三角形鏃。尖端部一部欠損。

3層 サヌカイト 石鏃 平基。三角形鏃。尖端部一部欠損。

2層 サヌカイト 石鏃 20 平基。五角形鏃。

232 サメカイト 石鏃 19 1/] 平基。三角形鏃。

233 W■3 2層 サメカイト 石鏃 平基。三角形鏃。

234 R■ 9 3層 サヌカイト 石鏃 凹基。三角形鏃。左側縁一部欠損。

235 S-18 3層 サメカイト 石鏃 ユ 6 1/1 平基。三角形鏃。

236 3層 石鏃 平基。三角形鏃。

237 2層 サヌカイト 石鏃 16 1/2 平基。器体右側欠損。

238 Q-20 3層 石 鏃 31 22 1/】 平基。三角形鏃。

2層 サヌカイト 石鏃 平差。五角形鏃。

2層 石 鏃 1/1 未製品。

葬 1 3層 サヌカイト 石 鏃 未製品。

3層 石 鏃 21 1/1 平基。三角形鏃。

2層 サヌカイト 石 鏃 未製品。

Vヽ9 2層 石 鏃 1/3 茎 部 有茎。鏃身部欠損。

3層 サヌカイト 石鏃 凹基。三角形鏃。
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告
鵡

遣 糖 出土地点 層 位 器 種 長 さ (cn) 幅 (cm) 厚 さ (cn) 重畳 (g)
その他の法量

(cm)
残存率 きる 位 備 考

3層 サメカイト 石鏃 1/1 凹基。

247 3層 40 平基。三角形鏃。基部一部欠損。

248 サメカイト 石剣 87 1/2 下半部
器体上半部欠損。両面に丁寧な調整加工

を施す。穣断面は凸レンズ状を呈する。

9層 石庖丁 08 1/1
一部欠損。綾長剥片の打点側縁辺に直線

状の刃部を作出。

3層 片 岩 石庖丁 9 1/2
素材となる剥片の両lHl縁 に直線状の刃部
を作出。

V‐ 14 2層 削 器 i05 16 1/1 横長剥片の一側縁に直線状の刃部を作出。

252 2層 サヌカイト 削器
素材となる横長剥片の打点側に直線状の

刃部を作出。

3層 サヌカイト 肖1器 1/]
機長剥片を素材として下狽1縁 に凸刃を作

出。

254 2層 削 器 35 09
―部欠損。横長剥片の一側縁に円弧状の
刃部をIt出 。

3層 サヌカイト 削器 1/〕

厚子の横長剥片の打点例側縁および両側

縁を折断して整形。下狽I縁 に直線状の刃

部を作出。

2層 削 器
素材となる剥片の側縁に直線状の刃部を

作出。

3層 楔形石器 厚手の横長景J片の両側縁を折断 して整形。

〕層 サヌカイト 楔形石器 i09 1/ユ 厚手の横長剥片の両側縁を折断して整形。

J4 3層 サヌカイト 楔形石器 13
厚手の積長剥片を折断して整形。裏面に

自然面残存。

260 」‐3 3層 ナヌカイト 楔形石器 50 1/1
厚手の横長剥片を折断して整形。右側縁
に自然面残存。

3層 サヌカイト 楔形石器 10
厚手の横長剥片の両側縁および上部を折

断して整形。

楔形石器 52 厚手の検長剥片を折断して整形。

R-20 3層 サメカイト 楔形石器 厚手の横長剥片の両側縁を折断して整形。

2層 サヌカイト 楔形石器 31
厚手の横長剥片を折断して整形。上下端

部欠損。

2層 楔形石器 99 厚手の横長3‐ l片の両側縁を折断して整形。

2雇 サヌカイト 楔形石器 厚手の横長剥片を折断して整形。

3層 サヌカイト 楔形石器 32 1/】 厚手の横長剥片の両側縁を折断して整形c

268 2層 サヌカイト 楔形石器 19 厚手の横長剥片の両側縁を折断して整形。

2層 楔形石器 31 1/1
厚手の横長剥片の両側縁および上部を折

断して整形。

270 2層 サメカイト 楔形石器 厚手の横長剥片を用いる。

R‐ 20 3層 サメカイト 楔形石器 138 1/1
厚手の横長剥片の右側縁および上部を折

断して整形。

'メ

カイト 楔形石器 厚手の横長剥片を折断 して整形。

T-14 2層 サメカイト 楔形石器 1/1 厚手の横長剥片を折断して整形。

2層 サヌカイト 楔形石器 08
厚手の横長剤片の両側縁および下部をIFr

断して整形。

W■ 3 2層 楔形石器 1/1 厚手の横長剥片の両側縁を折断して整形。

2層 サヌカイト 楔形石器 25 31 05 厚手の横長剥片 を折噺 して整形。

2層 サヌカイト 楔形石器 1/] 厚手の横長副片 を折断 して整形。

2‐3 楔形石器 40 厚手の機長剥片 を用いる。

サヌカイト 楔形石器 184 1/1 厚手の横長剥片の両側縁を折断して整形。

280 3層 楔形石器 2/3 厚手の横長尿!片 を折断して整形。

3層 サヌカイト 楔形石器 1/1
厚手の横長剥片を用いる。右側縁に自然
面残存。

閣 2 2層 楔形石器 46 112 1/2
厚手の横長剥片を用いる。器体右側欠

損。左側縁に自然面残存。

R-19 3層 ナヌカイト 楔形石器
厚手の横長剥片の両側縁を折断して整

形。一部自然面残存。

2層 楔形石器
厚手の横長剥片を折断して整形。右側縁
に自然面残存。

2層 サメカイト 楔形石器 31
厚手の横長剥片を用いる。自然面一部残

存。

T-14 2層 楔形石器 厚手の横長剥片を折断して整形。
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告
辮

選 構 出土地点 層 位 石 材 器  種 長さ (cu) 幅 (働 ) 厚さ (Qra) 重 長
その他の法量

(cal)
残存率 部 位 備 考

287 9層 サヌカイト 楔形石器 ユ O 厚手の横長Rl片 を折断して整形。

288 P-20 3層 サヌカイト 楔形石器 26 11 74 厚手の横長剥片を折断して整形。

289 Vヽ■ 0 1層 サヌカイト 楔形石器 厚手の横長剥片を折断して整形。

290 Q-20 3層 サメカイト 楔形石器 厚手の横長副片 を折断 して整形。

P23 3層 楔形石器 厚手の積長剥片の両側縁を折断して整形。

3層 サヌカイト 楔形石器 厚キの横長剤片の両側縁を折断して整形。

O-25 3層 サヌカイト 楔形石器 19 厚手の横長剥片を折断して整形。

U■ 5 2層 サヌカイト 襖形石器 97 76 6 厚手の横長Hl片 を用いる。

295 P-2ユ 3層 サメカイト 楔形石器 厚手の横長剥片を用いる。

3層 サメカイト 楔形石器 厚手の横長剥片を素材とする。

297 3層 サヌカイト 楔形石器 46 厚手の横長剥片の両側縁を折断して整形。

298 2層 サヌカイト 剥片 横長剥片。

299 2層 サヌカイト 剥片 31 横長剥片。

300 ,V19 2層 サヌカイト 剥片 19 横長剥片。

V-15 9層 サメカイト 剥片 75 横長剥片。

剥片 40 123 厚手の横長剥片。

303 U15 2層 サヌカイト 剥 片 27 横長剥片。

304 3層 サヌカイト 副片 横長剥片。

305 2層 サヌカイト 剥片 97 横長剥片。

306 3層 サヌカイト 剥片 52 横長剥片。

3層 サヌカイト 剥片 横長剥片。

308 3層 サメカイト 剥片 35 横長剥片。

S19 3層 サヌカイド 剥片 横長剥片。

3層 サヌカイト 剥片 26 横長剥片。

2層 サヌカイト 剥片 横長剥片。

U-15 2層 サヌカイト 剥片 積長剥片。

3層 サヌカイト 副片 穣長剥片。

3層 サヌカイト 剥片 横長剥片。

3層 サメカイド 剥片 1/2 横長剥片。

S-20 3層 サメカイト 剥片 横長剥片。

3層 剥片 横長剥片。

3層 サヌカイト 剥片 横長剥片。

2層 R― フレーク 右側縁に調整痕。

320 3層 サヌカイト 剥片 績長剥片。

3層 剥片 横長剥片。

322 L-8 3層 上部 サヌカイト 剥片 73 横長剤片。

328 3層 剥片 横長剥片。上 右側縁部自然面残存。

靱 3層 サヌカイト 剥片 10 横長剥片。自然面一部残存。

325 T-15 2層 剥 片 13 63 6 1/2 表面に自然面残存。

326 U‐ 15 2層 玄武岩
太形蛤刃
石斧

176 12160 刃部一部欠損。

3層 玄武岩
太形蛤刃
石斧

4/5 刃部 基部久損。
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辮麟
遺  構 出土地点 層 位 石 材 器 種 長さ (m) 幅 (側 ) 厚さ (cal) 重量 (g)

その他の法量

(cal)
残存率 部 位 備 考

328 U-15 2層 片岩
柱状片刃

石斧
14 ? 880 1/4

刃部に擦痕。側縁に整形時の散打痕力竣
る。

329 3層 片岩
扁平片刃

石斧
虫∞ O 2/3 下半部 刃部欠損。

330 3層 泥岩 磨製石斧 円柱状の礫 を素材 として刃部 を作出。

W‐ 14 2層 砂岩 敲石 I「D890 自然円礫を用いる。裏面を除く全面に散
打痕。裏面に磨滅痕 (磨石として使用)。

332 3層 砂岩 敲石 575 0
やや痛平な円礫を用いる。側縁割町に散
打漢。

2層 砂岩 蔽石 751 0 扁平な自然円礫を用いる。

334 8層 砂増 蔽石 5600 自然重角礫を用いる。上端に敲打痕。

385
W-13

P‐ 18
2層 斑 レイ者 蔽石

2380
990 1/2 2個体接合。

336 U-12 2層 片岩 散石 1610 円柱状の自然円礫を用いる。上 下端部
に歳打痕顕著。

337 2層 砂岩 蔽石 57 5よ 271 0
卵状の自然円礫を用いる。上 下端部に
説打痕顕著。

338 W■0 1層 砂岩 故石 3064 表 襲面およつ堵 側面に蔽打痕。

339 輝剛
3層 砂岩 敲石 67 2794 1/2 器体下半欠損。

340 砂岩 台石
痛平な自然亜角礫を用いる。表 裏面お
よび右側面に散打痕。

解 1 3層 砂 岩 台石 107 16tX 0 3/4 表面中央および左側縁部に散打痕顕著。

342 P-2ユ 砂岩 台石 6all1 0
表
著

裏面中央および側縁端部に蔽打疾顕

343 2層 砂 岩 台石 21 0 25 6 6411110 表 裏面中央部に散打痕額著。

躍 砂増 台石 411X10 表面下倒縁 裏面中央に改打痕。
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Ⅷ 桧 高麗谷古墳群





例  言

1 本章は四国横断自動車道建設に伴う桧高麗谷古墳群の発掘調査報告書である。

2 所在地 徳島県鳴門市大麻町桧字高麗 1他

調査期間  1999年 ll月 1日 ～2000年 1月 31日

調査面積  1,600ギ

3 発掘調査期間及び報告書作成の実施期間は次の通りである。

発掘調査期間  平成■年11月 1日 ～平成12年 1月 31日

報告書作成期間 平成15年 4月 1日 ～平成16年 3月 31日

4 遺物番号・挿図番号 。図版番号は通し番号とした。遺物番号は本文・挿図・表・図版と一致する。

5 本遺跡の地理的・歴史的環境については、「Ⅱ 調査地点の立地と環境」を参照されたい。
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調査の経過

(1)調査の経過 (I― 第 1図およびⅡ―第 1・ 4。 13図 )

桧高麗谷古墳群は阿讃山脈南麓の鳴門市大麻町桧地区に位置し、以前から古墳群が密集する地域とし

て周知されていた。事前の分布調査の際にも阿讃山脈から張り出す尾根上に古墳の存在する可能性が↓旨

摘されていた。したがって分布調査で推定された遺跡の範囲の内2,880ぽ を調査対象面積として試掘調

査を実施した。
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試掘調査は平成11年 11月 1日 ～■月26日 にかけて人力掘削によるトレンチを150ぜ実施した。試掘の

結果、調査区中央部東 。西斜面において土器棺墓や小竪穴式石室墓を検出したため、1,600♂の範囲を

対象に本調査へ移行した。本調査は平成12年 1月 31日 に終了した。

(2)発掘調査の方法 (第 1図 )

調査を始めるにあたり、グリッドの配置に際しては、発掘統一基準にならい、第Ⅳ系国土座標を基準

とし、 5mメ ッシュを1グ リッドとして調査対象地を包み込む形で設定した。南西隅を基準として北に

A・ BoC…、東に 1・ 2・ 3…の順に記号 。番号をふり、その組み合わせで各グリッド名を表すこと

とした。遺構記号・番号は検出時に順次決定した。

(3)調査 日誌抄

19994F

H月 1日 調査準備。物品搬入。試掘調査開始。

11月 4日 調査地点平板地形測量 (S=1/200)開始。

11月 8日  試掘 トレンチ設定。

11月 9日 平板地形測量終了。試掘 トレンチ掘削開始。

m月 22日 土器棺墓、石室墓検出。

11月 26日 土層図作成。写真撮影。試掘調査終了。調査区の確定。1,600♂本調査へ移行。

11月 29日 調査区人力掘削開始。 1号 。2号土器棺墓検出。掘 り下げ。

12月 8日  1号 。2号石室墓検出。掘 り下げ。

12月 12日  3号石室墓検出。掘 り下げ。

12月 17日  4号石室墓検出。掘 り下げ。

12月 21日 遺構出土状況全景写真撮影。

12月 27日  1・ 2号土器棺取 り上げ。

2000とト

1月 7日  1・ 2号石室墓断ち割 り。

1月 12日  3・ 4号石室墓断ち割 り。

1月 27日 遺構完掘。埋め戻 し作業。

1月 31日 現場撤収。調査終了。
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第 2図 地形平面・遺構配置図
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調査成果

(1)基本層序

トレンチ配置状況と土層堆積状況 (第 2・ 3・ 4図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行った。トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン
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「

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘の結果、調査区中央部東・西

斜面において土器棺墓や小竪穴式石室墓を検出したため、1,600♂の範囲を対象に本調査へ移行した。

土層堆積状況は各 トレンチとも類似しており、地′点によって微差はあるが、基本層序は以下の通りほぼ

対応する。

1.…黒褐色 10YR2/3砂質土 (表土、腐植土。)

2.…明責褐色 10YR6/8粘性砂質土 (岩盤風化上、φ=3～ 5 cm程度の礫を含む。部分的に灰黄褐色

10YR6/3粘上が混じる。)

1ト レンチ 3ト レンチ 10ト レンチ
―――L=4950m― ―一―L=4100m― ―一

写シ雰シ揺薯軍暮幾しξ】資F亀荏路乳と握吾
土♪ 宅   中

マンガン粒若干含む。しまり不良。やや粘性あり。岩盤風化土。)

マンガン粒若干含む。しまり不良。やや粘性あり。岩盤風化土。)

第 4図 模式柱状土層図

―
L=4100m

NE三

三三三三≡装三三三三三ョ
S

1.暗褐色    10YR3/3 砂質土 (炭化物、
2.明黄褐色   10YR6/8 砂質土 (炭化物、
3,オ リーブ褐色 2.5Y4/4 砂質土 (炭化物、
4.黄掲色    2.5Y5/4 砂質土 (炭化物、

(2)遺 構 と遺物 (第 2図 )

遺跡内における遺構配置は第 2図に示すとおりである。土器棺墓 2基、竪穴式石室墓 4基が出上 し、

遺構は尾根線頂部から西側斜面肩部にほぼ等間隔に点在 している。 1号土器構墓 。1～ 3号石室墓は遺

存状態が良好でなく、大部分が消失 していた。

ST1001(1号土器棺墓)(第 5図 )

ST1001は 大部分が消失 している。現状の規模は直径67cmの 円形で、深さ22cmを 呈する。地山を掘 り

込み、大形の壷肩部より上を打ち欠いた下半部を用い、底部を上にして逆位に据えられていたものと考

えられる。基底部には部分的に粘土が残存 してお り、地山を平坦に整地した後、粘土床が構築されてい

たと思われる。土器構以外に遺物の出土はみられなかった。時期的には弥生時代終末頃と考えられる。
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L=5400m―遅上

1.責掲色  10YR5/6 砂質土

(炭化物・マンガンを含む。
5 cm程 度の角礫を含む。
砂性強い。しまり不良。

流れこみの上。)

2.明黄褐色 10YR6/6 砂質土

(粘性強い。岩盤風化土。
5 cm程 度の角礫を含む。

砂性強い。しまり不良。
流れこみの土。)

3.明黄褐色 10YR6/6 粘土

(油性強い。しまり良。
棺の裏込めの粘土。)

9    判

ST1001平・断面図

出土遺物 (第 6図 )

1は土器棺で大型の重形土器肩部より下半部を転用したものと考えられ、肩部が残存している。体部

調整は外面粗いタテハケを施し、肩部に平行タタキが認められる。内面はハケが施される。

o                                  30cm

第 6図 S¬ 001土器棺

ミ
、ゝヤ漂

離ヽ
基

麓
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ST1002(2号土器棺墓)(第 7図)

ほ膠全形の土器構墓である。平面形は円形を呈し、規模は直径60clll、 深度は35cmを 測る。墓城肩部に

は環状の配石がみられ、上部構造は蓋石を1架構していたと思われる。墓壊基底部は丸底で、墓壌
―
内には

童の頸部―より上を打ち欠いた土器構身が墓壊いっぱいに正位で安置され、壷下半部を転用した棺蓋が被

せられていた。墓壊肩部は粘上で固定され、押えと考えられる砂岩礫が環状に配石される。土器棺内に

は遺物はなかった。
Ｅ
Ｏ
∞
．∞
岬
凸

引
『
―

DL=53.80m

1.黄褐色   10YR5/6

2.明責掲色   10YR6/6

3.にぶい黄掲色 10YR5/4

|

基渡平面

砂買土 (炭化物・マンガン粒若千含む。
しまり不良。やや粕性あり。)

砂質土 (岩盤風化上流れ込み。
しまり不良。やや粕性あり。)

(炭化物・マンガン種若干含む。
しまり良。粘性弱い。岩盤。)

0

第 7図 ST1002平・断面図

出土遺秘 (第 8図 )

2は土器棺蓋である。壼形土器下半部を用いる。底部は弱い平底をとどめる。調整は外面―タテハケ、

内面は底部から体都方向へのヘラケズリで内底面にユビオサエが残る.。 3は土器構身で壷形土器顕部よ

り上を打ち欠いている。体部中―央部に水抜きと考えられる穿孔がある。底部はわずかに平底をとどめる。

外面は縦方向のハケ調整のち肩部外面に縦方向のヘラミガキが施される。底部に粗いタタキが残る。内

面は細かな横方向のハケ調整が施され、雲部と体部の境にユビオサエが残る。時期的には土器棺の形態

から1弥生時代終末頃と考えられる。

ｍ
・
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第 8図 S¬ 002土器棺蓋・身

ST1003(1号石室墓)(第 9図 )

長軸1.26m、 短軸0。 58m、 深さ0。 26mの長楕円形の墓墳を呈する小形の石室墓である。主軸方向は N―

85°
一Wで、ほぼ東西方向をむく。石室の石材には砂岩の亜角礫を用いる。側壁は東側で 2段、南側で

1段残存する。一部消失 しているが、上部構造は30cm前後の扁平礫の蓋石を梨構 している。蓋石上面に

被覆粘土等は見られなかった。出土遺物はなかった。

出土遺物

出土遺物はなかった。
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1.にぶい責褐色 10YR5/4 砂質土

(炭化物・マンガン・土器細粒若干含む。
粘性ややあり。しまり不良。流れこみの上。)

B L=56.10m

第 9図 ST1003平・断面図
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ST1004(2号石室墓)(第 10図 )

現存で長軸1,95m、 短軸0。 9m、 深さは最深部で0。 lmの墓壊をもつ。主軸方向はN95° ―Wでほぼ東

西方向を示す。一部石室基底と思われる砂岩礫を検出しているが、壁体および上部構造はほとんど残存

しておらず、詳細は不明である。出土遺物はない。

第10図 ST1004平 面図

出土遺物

出土遺物はなかった。

ST1005(3号石室墓)(第 11・ 12図 )

墳丘はなく、長軸3.6m、 短軸2.2mの長方形の墓竣をもつ竪穴式石室墓である。墓壊の掘削角は約70°

である。上部構造は不明である。石室底面までの深さは lmを測る。西辺には外護列石の基底と思われ

る石列が一段 2m程度遺存する。石室の遺存状態は悪 く攪乱が基底面まで及んでお り、また東側壁もほ

とんどが崩壊 していた。石室の石材には砂岩の20～ 50cm程度の亜角礫を用い、石垣状に積まれていたも

のと思われる。墓壊と石室の間には裏込め石は見られない。石室規模は現存の内法で長軸2.25m、 短軸

0。 83mで壁体の高さは良好な部分で0。 7m程度残存する。床面は地山を平坦に整形 しているが、攪乱が

床面まで及んでいるため、遺存状態は良くない。礫床や粘土床などはみられず、床面の基底部構造を確

認するに至らなかった。長軸方向は N30° 一Wである。石室内・外 とも時期を確定できる出土遺物が少

ないため、詳細な時期決定は困難であるが、ST1002に 後続するものと推測される。
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A LE58 70m

1. 黄掲色  10YR5/6 砂質土
(φ =2～ 10m程度の礫が混じる。しまり不良ぅ
粘性弱い。山土の流れ込み。)

明黄褐色 10YR6/6 砂質土
(盗擬。カクラン層.φ =2～ 10oぃ 程度の礫。石室石材混じる。
しまり不良。粘性弱い。)

黄褐色  10YR5/6 砂質土
(φ =2～ 19ch程度め礫が混じる。しま

',不
良。

粘性弱い。山上の流れ込み。裏込めの上。)
にぶい責橙色 10YR6/4砂質上

(風化岩盤層c和泉層群。)
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19

L=58.70m二

0                                                  3m

第12図 ST1005土層断面図
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出土遺物 (第 13図 )

土師質の上器片が数点出上しているが、実測可能な遺

物は 1点のみである。 4は高杯の脚部である。時期的に

は古墳時代初頭頃と考えられる。

0               1ocm

第13図 S¬ 005出 土遺物

ST1006(4号石室墓)(第 14図 )

長軸1.78m、 短軸1.Mm、 深さは最深部で0。 27m、 大部分が消失 しており、主軸方向は推定で N-65° ―

Wを示すと思われる。残存する掘 り方は東西1。 24m、 南北1.41m、 深さは量深部で0。 27mを 測 り、石

材は砂岩の角礫を用いる。西側部分に石室基底 と思われる石列が一段、南北方向に1.5m程度残存する

が、全体の様相を把握するに至らない。出土遺物はない。

出土遺物

出土遺物はなかった。

(3)ま とめ

調査の結果、土器棺墓 2基、盟穴式石室墓 4基が出土した。いずれも無墳丘であった。土器棺墓は、

調査区中央部の東側および西側の尾根の稜線上に位置する。石室墓は、ほぼ等間隔に調査区中央部より

北に尾根の稜線上に構築されている。本古墳群では、土器棺墓群、石室墓群と大きく2グループに分け

られる。埋葬形態の差は被葬者集団における階層差の反映、あるいは年齢差による可能性も考慮される。

このような在り方は、上板町安楽寺谷墳墓群と類似した様相をみせる。安楽寺谷墳墓群においては、

土器棺墓→竪穴式石室墓→古墳 (定型化竪穴式石室十割竹型木棺)と いう変遷がたどれる。本遺跡にお

いても土器棺墓→竪穴式石室墓という変遷がたどれるものと考えられる。出土遺物に乏しく、詳細な時

期決定は困難であるが、安楽寺谷墳墓群と同様、一連の集団により同一尾根上において墳墓群が造営さ

れたと考えられ、弥生墓的な坦葬形態から、古墳への変遷がたどれるものとして注目される。

築造順序については、出土遺物などの情報量が少ないため、詳細な築造の先行関係は必ずしも明らか

ではないが、おそらく土器棺墓の築造をきっかけにして、ひとつの墓域が構成されたものと考えられる。

桧高麗谷古墳群は、ひとつの墓域が同一地域の一集団ないし近隣集団によつて営まれたものと思わ

れ、埋葬施設の形態の相違は造墓の時期差もあるだろうが、墓域を共有する集団ないし共同体内部にお

ける差異の表示とも考えられる。

上器棺墓の主軸方向は限定できないが、確認された各埋葬施設の頭位については、石室墓のほとんど

が東西方向を指向する。東西方向を志向するのは本地域における古墳など埋葬施設の埋葬頭位の一般的

傾向と一致する。他の石室墓と比較すれば、南北方向を指向しているとみられるのはST1005の みであ

る。ST1005の 主軸方向は南北方向ではあるが、真北は指してはおらず30° 西に振つている。このことは

地形的な要因による影響が大きいと思われる。埋葬頭位の相違は造墓集国内部の社会規範の変化による

可能性を示唆するものと思われる。
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第14図 ST1006平 。断面図

1.黄掲色 10YR5/6 砂質土
(φ=2～ 1 0cm程 度の礫が混じる。しまり不良。
粘性弱い。山上の流れ込み。)
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桧高麗谷古墳群

第 1表 出土遺構一覧表

ST
遺構名 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (cln) 短軸 (cm) 深度 (ctl) 主軸方向 備 考

ST1001 P・ Q-7・ 8 円形 四角形状 土器糖墓。

ST1002 P-6 円形 逆台形 60 土器棺墓。

ST1003 T-6 長楕円形 逆台形 N-85° ―W 石室墓。

ST1004 O-7・ 8 長方形 N-95° ―WV 石室墓。

ST10C15 W-5'6 長方形 逆台形 220 N-30° 一ヽV 石室墓。

ST1006 Y2 長方形 不整形 178 154 N-65° ―覇「 石室墓。

第 2表 出土遺物観察表

ST(土器)

告
露

遺 構 出土地蕉 層 位 器 種 残存事
日 径

(∞ ) 榔騨ω
径

，

底

ぐ
径

，
部

枷

類
ィ

高

ｊｍ

器

で

他

長

，

の
法

ｍ

そ

の
ぐ

部位 形  態 調   整 翻繊
色 調 備 考

ST1001 P-7 遺構内 壷 醐
酪

%5 肩都

土器憶で大型の壺形土

器肩部より下半部を転
用 したものと考えら
れ、肩部力琥 存してい

る。

体部調整は外面粗いタ
テハケを施し、肩部に

平行タタキが認められ
る。内面はハケが施さ
れる。

石英 長
石 雲母

赤色斑
粒

外面 :明黄
揚 (―郡黒
斑)

内面 :浅黄

土器構。
肩部がドー

ナツ状に残
存。

STltC2 遺構上部 榔
レ

309 227 体部下
半

壷形土器下半部を用い

る。底部は弱い平底を
とどめる。

外面 :縦方向のハケ

(6条 /側 )。

内面 :底部から体部方
向へのヘラケズリ。内
底面にユピオサエが残

石英 長
石 片岩

赤色斑
粒

寅
橙
明

面
面

外
内
褐

土器棺蓋。

STllll12 遺構下部
部
１０

体
ν

390 60 328 体部

壼形土器顕部より上を

打ち欠く。体部中央部
に水抜きと考えられる

穿孔がある。底部はわ

ずかに平底をとどめ
る。

外面 :縦方向の細かな
ハケ (12条/9m)の
ち肩部外面に縦方向の
ヘ ラ ミガキ (3 ttt/

本)力 S施 される。底部
に粗いタタキ (4条/
18伽)が残る。
内面 :組かな横方向の
ハ ケ (32条/2 5ca)
が施される。頸部と体
部の境にユピオサエが

残る。

石英 長
石 雲母

赤色斑
粒

面
橙
面

外

い
内 黄灰

土器棺身。

4 ST1005 (5 覆土 高 杯 躙
И

脚部 脚部下方へ広がる。

摩滅のため調整不鮮
明。
外面 :ヘラミガキ。
内面 :不明。

石英 長
石 片岩

澄責
橙

面
面

外
内
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例  言

1 本章は四国横断自動車道建設に伴う桧北山古墳群の発掘調査報告書である。

2 所在地 鳴門市大麻町桧字丸山26-17他

3 発掘調査期間及び報告書作成の実施期間は次の通りである。

発掘調査期間  平成11年 11月 16日 ～平成12年 1月 14日

報告書作成期間 平成15年 4月 1日 ～平成16年 3月 31日

調査対象面積  2,780♂

調査面積     430ぜ

4 遺物番号・挿図番号 。図版番号は通し番号とした。遺物番号は本文・挿図・表・図版と一致する。

5 本遺跡の地理的 。歴史的環境については、「Ⅱ 調査地点の立地と環境」を参照されたい。

6 ST1001の 遺構・遺物の報告記述についての一部および「まとめ 吉野川北岸の阿波式石棺」は栗

林誠治が執筆した。
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1 調査の経過

(1)調査の経過 (I第 1図およびⅡ―第 1・ 4。 14図 )

桧北山古墳群は阿讃山脈南麓の鳴門市大麻町桧地区に位置し、以前から古墳群が密集する地域として

周知されていた。事前の分布調査の際にも阿讃山脈から張り出す尾根上に古墳の存在する可能性が指摘

されていた。したがって分布調査で推定された遺跡の範囲の内2,780♂ を調査対象面積として試掘調査

を実施した。試掘調査は平成■年11月 16日 ～11月 26日 にかけて人力によるトレンチ掘削を150♂実施し

た。試掘の結果、調査区中央部において葺石とみられる集石や箱式石棺等を検出したため、2,780♂ の

うち430♂の範囲を対象に本調査へ移行した。本調査は平成12年 1月 14日 に終了した。

(2)発掘調査の方法

調査を始めるにあたり、グリッドの配置に際しては、発掘統一基準にならい、第Ⅳ系国土座標を基準

とし、5mメ ッシュを1グ リッドとして調査対象地を包み込む形で設定した。南西隅を基準として北に

A・ B・ C…、東に 1。 2,3…の順に記号・番号をふり、その組み合わせで各グリッド名を表すこと

とした。遺構記号・番号は検出時に順次決定した。

(3)調査 日誌抄

19994F

ll月 16日  調査準備。

11月 18日  調査地点平板地形測量 (S=1/200)開始。試掘 トレンチ設定。掘削開始。

12月 8日  土層断面図作成。

12月 9日  SM1001よ り須恵器 2・ 鉄片 1出土。ST1001箱式石棺掘削開始。

12月 10日  グリッド設置。ST1001土層断面図作成。SM1001平面図作成。

トレンチ土層断面写真撮影。

2000とF

l月 5日

1月 7日

1月 12日

1月 13日

1月 14日

SM1001検出。SX1001平面図作成。ST1001平面図作成。

SM1001現況地形平面図作成。 トレンチ写真

撮影。

SM1001主体部検出。 トレンチ写真撮影。 ト

レンチ土層断面図作成。

SM1001地形平面図作成。SM1001立 面図作

成。

SM1001立面図作成。遺構完掘写真撮影。現

場撤収。
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2 調査成果

(1)基本層序

トレンチ配置状況と土層堆積状況 (第 3・ 4図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行った。 トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘の結果、調査区中央部におい

て箱式石棺等、遺構を検出したため、430♂の範囲を対象に本調査へ移行した。

上層堆積状況は各 トレンチとも類似しており、基本層序は以下の通りほぼ対応する。

1.…黒褐色 10YR2/3砂質土 (表土、腐植土。)

2.…明黄褐色 10YR6/8粘性砂質上 (岩盤風化土、φ=3～ 5 cm程度の礫を含む。部分的に灰黄褐色

10YR6/3粘上が混じる。)

L=8700m _                  L=85.00m

5ト レンチ

1.暗掲色 10YR3/4 砂質シル ト
(腐植土)

2.掲色  10YR4/6 礫混じり砂質シル ト
(巨礫の角礫含む。しまり、粘性なし。)

15ト レンチ

w            E

ン チレ

ー

1.暗褐色
(腐植土)

2.明黄掲色
(し まり、

10YR3/4 砂質シル ト

10YR6/6砂質シル ト
粘性なし。)

1.暗掲色  10YR3/4
(腐植土)

2.明黄褐色 10YR6/6
(須恵器片検出。)

0         1m

砂質シル ト

砂質シル ト

第 4図 模式柱状土層図
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(2)遺構 と遺物 (第 2図 )

遺跡内における遺構配置は第 2図に示すとおりである。調査区中央部において円墳 1基、箱式石棺 1

基が出土した。円墳は遺存状態が良好でなく、大部分が消失していた。

出土遺構

SM1001(1号墳)(第 5～ 7図 )

M・ N-9。 10グ リッド、調査区中央部、標高85.00m前 後に位置する円墳である。

墳丘

標高約85～ 86m付近が周囲の地形よリー段高 く、円形の墳丘状の地形となっている。形状は明瞭でな

いため全容は不明であるが、現状で直径 9m、 墳丘高 lm程度の規模をなす。墳丘は地形を利用 して地

山を削出して形成 した墳丘の北側に砂岩礫の集中が見られ、葺石の一部と思われる。その主体部には、

竪穴式石室を有 していたと考えられる。

第 5図 SM1001葦 石散布状況平面図
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ンル ト (粘性なし。しまりなし。)

シル ト (粘性なし。ややしまりあり。)

第 6図  SM1001主体部平・土層断面図
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第 7図 SM1001墓壊平・断面図



主体部

墳丘の中央部に凹地があり、埋葬施設 (竪穴式石室)の残穴と思われる。遺存状態は悪 く、明瞭でな

い。現状で規模は、長軸3.90m、 短軸 1。 20mで、墓壊平面形はややいびつな長方形状を呈する。墓墳基

底部で北端幅70cm、 南端幅60cmでやや北側が開く。主軸方向は N-30° ―Eで真北よりやや東に振る。頭

位については北側がやや拡がることや周辺の古墳の埋葬施設頭位の傾向などから、北頭位であった可能

性が高い。墓壊は地山 (和泉砂岩層岩盤)を 約70° の角度で掘 り込んで削出している。墓墳北側および

南側では壁体 と思われる砂岩角礫や石室裏込めと思われる砂岩礫が一部検出されている。上部構造は不

明である。主体部および墳丘周辺からは、多数の砂岩礫や須恵器片・土師器片が出土 したが、小片のた

め詳細の判明するものはない。

出土遺物 (第 8図 )

墳丘周辺から須恵器片・土師器片 も出土 したが、小片のため実測可能なものは無かった。当該期に属

するものではないが、墳丘から弥生時代後期初頭頃と思われる石器が出土 している。 1は石鏃、 2は楔

形石器である。石材はサヌカイ トである。

◇荊¢
金

第 8図 SM1001出 土遺物

ST1001(1号箱式石棺)(第 9図 )

ST1001は P-9グ リッド、標高85m前後、SM1001の 北側約10mに位置する箱式石棺である。墳丘はみ

られない。遺存状態は良好であり、蓋石上面とその周辺には直径 5～ 10cm程度の砂岩礫が多 くみられた。

石棺上面は粘土 (シル ト)に被覆され、一部は地表面に露出していた。蓋石および側壁の石材は、調査

地点周辺で採取可能な和泉層群の砂岩礫を用いている。

墓渡

地山をほぼ垂直に掘 り込み墓媛としている。規模は、長軸2.14m、 短軸0.87m、 深さは33cmで平面形

状は長方形を呈する。
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砂質ンル ト (腐植土)

粒土混じリシル ト (岩盤の風化土)
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砂礫混じり粘土 (基質は粘上、礫は1～ 3 cmの 砂岩円礫。)

砂礫混じり粘土 (礫 は3～ 5 cmの砂岩角礫。)

第 9図  ST1001平 。断面図
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箱式石相

石棺は墓壊壁に沿うように砂岩の板石を組み合わせて構築しており、規模は内法で、長軸1.65m、 幅

は東側小口で33cm、 西狽1小 口20cmで東側がやや拡がる。蓋石の下から床面上面まで深さ約25cm、 主軸方

向は、N-80° Eで、石棺平面形状や副葬品の出土状況から東頭位であると考えられる。

箱式石棺の構築順序は、以下のとおりである。地山 (岩盤)を掘 り込み、長方形の墓壊を削出する。

石棺は砂岩の板石で東・西小口壁を 1枚ずつ立て、次に北・南側壁を板石 3枚ずつ用いて石棺を構築す

る。石棺裏込めには、直径 5～ 10cm程度の砂岩礫および粘土 (シ ル ト)を 併用 して石棺を固定 している。

石棺壁体の構築の後、直径 3～ 5 cmの砂岩角礫を含む粘土を墓娠基底部に敷き詰め、さらに直径 2～ 5

cmの砂岩円礫、粘上の各層を順に敷き詰めて床面が構築されていた。床面に板石は敷かれていない。床

面上面の粘土床の厚さは約 2 cmで ある。墓墳基底部の礫混じり粘土層の砂岩円礫は、形や大きさの揃っ

た円礫を丁寧に敷きつめたものである。被葬者を安置し、直刀・刀子を副葬した後、40～ 70cm程度の長

方形の砂岩板石を7枚用いて上面を架構 している。さらに蓋石上面を粘土 (シ ル ト)で被覆し、最終的

に直径 5～ 10cm程度の砂岩礫で上面を覆っていたものとみられる。

箱式石棺使用石材は、面取 り等の加工痕を残さない (塊石型)自然転石の砂岩 (SS類 )を使用 して

いる。長側壁構造は左右とも3枚の砂岩塊石を使用していることから側複型となる。小口石構造は砂岩

塊石を立てた小単型となる。蓋石構造は 7枚の砂岩から構成される蓋複型である。床面構造は緩い円弧

を描 く粘土床であり、粘土型に分類される。平面形態は両長側壁に小口石が挟まれた状態の梯子型とな

る。棺外施設は墓壊系の方形型となる。墓娠掘削時期は地山型に該当する (栗林 2000)。

こうした形成の箱式石棺は、桧北山系箱式石棺に該当する。こうした使用石材が砂岩 (SS型)に限

定される一群は、主に吉野川北岸河口域に分布するのが特徴である (栗林 2000,園木 2005)。

出土遺物 (第 10図 )

棺内は流入上がほとんどなく、埋葬時の副葬遺物配置は原位置を保つているものと思われる。床面か

らは直刀・刀子が各 1振、副葬されていた。直刀は床面中央部北側に置かれ、切先を西に向けている。

刀子は直刀の柄付近で切先を東に向けて置かれていた。

直刀

3は先端部が変形 しているものの、ほぼ完形の状態で出土 した。全長92.4cm、 身部長密 .8cm、 柄長17.6

cmで ある。身部幅は、切先から1/3の ところで2.lcm、 厚さは0。 7cm、 関近 くでは身部幅2.9cm、 厚 さ0.6

cmで ある。関は直角で角関である。柄部の幅は中央部で2.Ocm、 厚さは0。 9cm、 柄尻断面は約 l cm角 の方

形状を呈する。刃はやや内反 りで、身部、柄部に木質が遺存 しており、鞘等に納められていたものと思

われる。日釘穴は、 2孔確認でき、それぞれ直径は約 6 Hlmである。全体の形状は、「撫角関隅狭尻中細」

(臼杵1984)に類似 している。

刀子

4は全長15.2cm、 刃部長10.Ocn4、 刃部最大幅は1.lcm、 厚さは約0,6cmを 測る。柄部側が嶺側に彎曲し

ている。宝憧寺 3号墳 (菅原 1981「中内遺跡」徳島県教育委員会)に類例がみられ、いわゆる曲刀子

である。刃部は直線状に延びるが、柄部は鋒方向に向かって緩い弧を描 きながら曲が り、ほぼ直交する
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「鉄柄刀子」 (鈴木 2005)である。柄の先端は断面形状が正方形を呈し、刃部幅と変わらないことから

I類 (幅広型)と なる。柄の厚みは刃部に比べて約1.5倍を測り厚柄と認定できる。更に全長は15cn4を

測り、長群に分類することができる。中期末の年代を与えることができる。

(3)ま とめ

吉野川北岸の阿波式石棺

結晶片岩を使用した箱式石棺「阿波式石棺」は、中期になると吉野川流域、勝浦川流域を中心に拡散

する。この拡散には、集成編年 4期までに行われた主要水系単位での古墳祭祀の集約・統合が、渋野九

山古墳築造を契機に完成したことが最大の要因である。すなわち阿波においては渋野九山古墳築造以

降、地域群首長層が不明確になる。恐らく政治的に安定 (古墳祭祀の集約・統合)したために、前方後

円墳が従来の機能を果たす必要がなくなったと考えられる。しかし、自立的な再編が進行する灌漑単位

や専業集団では従来通りの墳墓構造が維持された。その灌漑単位を基本する水系首長層や、専業集団首

長層の埋葬施設として箱形石棺が採用され、爆発的に普及したと推定される。「阿波式石棺」は前方後

円墳に代わる新たな地域的紐帯を示す埋葬施設と位置づけることができる。

しかし、阿波式石棺は拡散と共に箱形石棺の規範は徐々に崩壊する。但し、その崩壊は吉野川北岸地

域を中心に認められる現象である。例えば、普及類型である鶴島山系は前述の津田浦群において確立し、

普及する。時期が下つても吉野川南岸の各地域群では基本類型を踏襲した。しかし、規範が崩壊した型

式や石蓋土墳墓は河回域北岸群や鳴門海峡群に分布する。これは渋野丸山古墳以降、小松島湾群/多々

羅川水系の地位低下と共に、河口域北岸の相対的地位向上が図られ、同地域での被葬者層が拡大したた

めと考えられる。その為、結晶片岩を産出しない地域では、板石から割石へ、S類 (結晶片岩)か らSS

類 (砂岩)へ と、規範が崩壊したものと考えられよう。使用岩石が SS類の桧北山系や萩原系は吉野川

河口域北岸群や鳴門海峡群にのみ分布する。中央構造線を境に内帯の和泉砂岩帯と外帯である三波川帯

に石材供給源を求める各類型に地域的偏在が認められても当然である。しかし、数が少ないながらも結

晶片岩が吉野川北岸各地域に供給される一方で、砂岩が吉野川南岸各地の墓群に供給されていない現象

は注目されよう。本来の箱形石棺の規範である「S類 +板石型十側単型」が、拡散と共に崩壊していく

構図が読みとれる。こうした規範の崩壊は、石材供給側 (吉野川南岸地域おける石材管理集団)の規制

によるものか、築造数の増加による石材不足によるものか、本来の被葬者層以外の階層による「模倣的

埋葬祭式」の確立によるものか不明である。

結び

本遺跡では円墳と箱式石棺が各 1基確認された。出土した刀子の類例資料を出土している宝憧寺 3号

墳の形成年代は5世紀後半と考えられており、本石棺の年代もこの時期に求められるものと考えられる。

引用 。参考文献

臼杵  勲 1984『古墳時代の鉄刀について』「日本文化研究」倉U刊号

栗林 誠治 2000「「阿波式石棺」再考」『論集 徳島の考古学』徳島考古学論集刊行会

鈴木 一有 2005「蕨手刀子の盛衰」『待兼山考古学論集』大阪大学考古学友の会

菅原 康夫 1981「 中内遺跡」徳島県教育委員会

園木 裕美 2005「古墳時代・箱式石棺使用石材による吉野川下流域の地域性」『員朱』 5 ⑪徳島県埋蔵文

化財センター
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桧北山古墳群

第 1表 出土遺構一覧表

SM

遺構名 グリッド 墳丘形態 噴丘規模
墓猿平面
形態

墓躾断面
形態

墓壌長軸

(m)
墓猿短軸

(m)
墓 嫉 深 度

(cl)

石室長軸
(内法m)

石室短軸
(内法cl)

石室深度
(m)

主軸方向 備 考

SM1001 MN-9'10 円墳 直径 9m な
状

”
効

い
長

D字状 鱚
い台形状 )

60 33 N-30° ―E 竪穴式石室。

ST

遺構名 グリッド 墳丘形態 墳丘規模
墓猿平面

形態
墓残断面

形態

基 媛 長軸

(m)
墓猿短軸

(m)
墓躾深度

(m)
石室長軸

(内法 m)
石室短軸

(内法on)

石室深度
(cl)

主軸方向 備考

STll101 長方形
浅
＞

ぐ

状

状

形

字
台

Ｄ

い
0 87 石格X33

石楠西20
N-80° ‐E 箱式石棺。

第 2表 出土遺物観察表
SM(石器 )

告
播

遺 構 出土地点 層 位 石 材 器 種 長さ (cI) 幅 (cm) 厚さ (ct) 重量 (g)
その他の法量

(cal)
残存率 部  位 備   考

1 SMIlllll 2層 サヌカイト 打製石鏃 有茎。

包含層 (石器 )

報告書
掲載番号

遺 構 出土地点 届 位 石 材 器 種 長 さ (m) 幅 (cI) 厚さ (cH) 重量 (g)
その他の法量

(Q4)
残存卒 部 位 備   考

楔形石器 厚手の剥片の右側縁および下縁
を折断。

ST(鉄器 )

辮孵
遺 構 出土地点 層 位 器 種 長 さ (cl l) 幅 (cl) 厚 さ (cl) 重量 (g)

その他の法量

(al)
残 存 率 部 位 備 考

3 ST1001 直刀

全長 924
(身部)74_8
(柄部)176

(身部)21
(柄部)20

(身部)07
(柄部)09

略77

4 ST1001 刀子
長

部

全

刃
刃部最大幅

11
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X浄 土 寺 遺 跡





例  言

1 本章は四国横断自動車道建設に伴う浄土寺遺跡の発掘調査報告書である。

2 所在地 鳴門市大麻町板東字浄土寺 7他

調査対象面積  13,720ぜ

試掘面積     340♂
本調査面積   2,300♂

3 発掘調査期間及び報告書作成の実施期間は次の通りである。

発掘調査期間  平成12年 5月 1日 ～平成12年 9月 30日

報告書作成期間 平成15年 4月 1日 ～平成16年 3月 31日

4 遺物番号・挿図番号 。図版番号は通し番号とした。遺物番号は本文・挿図 。表 。図版と一致する。

5 本遺跡の地理的・歴史的環境については、「Ⅱ 調査地点の立地と環境」を参照されたい。

―- 339 -―



調査の経過

(1)調査の経過 (I― 第 1図およびⅡ 第 1・ 5・ 14図 )

浄土寺遺跡は阿讃山脈南麓、鳴門市大麻町板東字浄土寺 7他の樋殿谷川・板東谷川などによって形成

された標高27.00m前 後の扇状地上に位置する。調査地点は浄土寺という字が残されているが、周辺に

は該当する寺院はない。本調査地点周辺に「浄土寺」という寺院があったと伝承が残るが、その位置や

存続時期など一切不明であり、文献資料にも表れていない。平成11年度に四国横断自動車道建設に伴い、

分布調査で推定された遺跡の範囲の内13,720♂ を調査対象面積として試掘調査を実施し、遺構・遺物の

有無およびその範囲の確認に努めた。試掘調査は平成12年 3月 1日 ～3月 31日 にかけて試掘 トレンチを

340ド掘削した。調査区の大部分では遺構・遺物を確認することができなかったが、調査区東部におい

て13～14世紀にかけての輸入磁器などを含む遺物包含層および建物跡と思われる柱穴などが確認された

ため、集落跡あるいは伝承の寺院「浄土寺」跡の可能性が指摘された。よって遺構・遺物の集中がみら

れた調査区東部を中心にその拡が り

の把握に努めた。その結果を受け、

平成12年度に2,300♂ を対象に本調

査を実施した。本調査は平成12年 5   v

月 1日 ～12年 9月 30日 の期間実施さ   U

れ、掘立柱建物跡群の他、階段状の   T

石組みをもつ池状遺構などが確認さ   S

れた。                 R
Q

P

O

N

M

L

K

」

l

H

G

F

8   9   10

ド配置図

〇
寺
『

∞
ω
＝
＞

０
側
劇

め
の
＝
＞

(2)発掘調査 の方法 (第 1図 )

調査を始めるにあたり、グリッド

の配置に際しては、発掘統一基準に

ならい、第Ⅳ系国土座標 を基準 と

し、 5mメ ッシュを 1グ リッドとし

て調査対象地を包み込む形で設定し

た。南西隅を基準 として北に A・ B
oC…、東に 1・ 2,3… の順に記

号 。番号をふり、その組み合わせで

各グリッド名を表すこととした。遺

構記号・呑号は検出時に順次決定 し

た。

X=128800

X=128750

4   5

第 1図

7

グリッ
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/
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(3)調査 日誌抄

試掘調査

20004F

3月 1日  調査準備。

3月 7日  トレンチ掘削開始。

3月 8日  No.5ト レンチより青磁片・鉄釘・陶器片・瓦器片出土。

3月 9日  No.5ト レンチより陶器甕出土。

3月 31日  トレンチ掘削終了。埋め戻 し。現場撤収。

本調査

2000とF

5月 1日 調査準備。

5月 10日  重機表土掘削。第 1包合層人力掘削。

5月 11日  側溝掘削。表土機械掘削。 トレンチ再掘削。

5月 22日 表土客土層機械掘削。客土包含層人力掘削。側溝掘 り。遺構検出。遺構内掘削。精査。

6月 6日 南部分遺構検出。写真撮影。

6月 12日  北部分遺構検出。検出風景写真撮影。

6月 16日  狽1溝掘削。遺構内掘削 (SX1001～ 1004)。 作図。状況写真撮影。

7月 11日  調査区南部、甕周辺遺構 (SX1005,1007等 )内掘削。作図。南側溝掘削。

7月 24日

8月 1日

8月 7日

8月 8日

8月 10日

8月 18日

8月 21日

8月 30日

9月 1日

9月 13日

9月 18日

9月 20日

9月 22日

9月 25日

9月 26日

9月 28日

SX群ベル ト掘削及び写真撮影。

遺構内掘削完掘作業。遺構実測。

完掘写真準備。作図。遺構内掘削 (SKベル ト除去等)。 完掘写真撮影。

調査区内廃土反転処理。機械掘削開始。調査準備。

SU1001・ 1002掘 り下げ。実測図。包含層人力掘削 (土師器・須恵器片出土)。

機械掘削。

SX1003・ 1004周辺にある集石掘削および写真撮影。遺構実測。

中央部西側集石遺構掘削および写真撮影。遺構実測。

SX1001・ SX1007・ SX1008・ SU1012人力掘削。遺構実測。

遺構面精査。

遺構実測。

遺構検出および遺構掘削。

遺構掘削。

空撮前準備 (遺構精査 )。 空撮。

弥生遺構面。プラン検出。掘削。

北区機械掘肖U。 遺構図面作成。重機稼動。

遺構掘削。遺構図面作成。 トレンチ掘削。

遺構完掘。遺構写真撮影。

完掘写真撮影。残務整理。現場撤収。調査終了。
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2 調査成果

(1)遺跡の概要 (第 2・ 3図 )

浄土寺遺跡は四国横断自動車道建設に伴い発掘調査が実施された。調査地点は鳴門市大麻町板東の標

高27.00m前 後の扇状地の扇頂部左岸上に位置する。調査地点の西方には樋殿谷川が南流する。調査の

結果、遺構では鎌倉時代後半～室町時代前半の掘立柱建物跡や集石遺構・池状遺構、弥生時代後期の上

坑等の遺構などが確認された。遺物は弥生土器壺・甕 。鉢の他、土師質土器 。須恵質土器・瓦器 。陶器 。

磁器等の中世土器が出上した。

(2)基本層序 (第 4図 )

調査地点は水田開墾時の改変・整地 (礫)層がみられるが、土層堆積状況の基本層序は概ね以下の通

りである。上面より表土 (耕作土)は粘性を帯びた砂質上で、以下、床土層が 2層 に分かれる。床土直

下は黒褐色の客土・包含層となっている。この客土・包含層は砂岩礫・土器片 。炭化物を含み、遺構内

埋土とほぼ同質である。この客土・包含層は調査区全体に拡がっているが、地点によって粘性等の差異

はある。調査区東狽1で は概ね砂性が強く、西側にいくほど粘性が強くなる傾向が見られる。客土・包含

層下の遺構面を形成する層はオリーブ褐色砂質上で砂岩礫を含む。遺構面は北から南へ緩やかに傾斜し

ている。また遺構面下位の土層堆積は不安定で扇状地形に起因するものと思われる。調査区北側は扇状

地性礫層 (地山)が直下に表れるが、南側ではlm程度の砂層の堆積をはさみ、扇状地性礫層 (地山)

となる。

(3)遺構 と遺物

弥生時代および中世 (鎌倉時代)の遺構が検出された。数量的には遺構 。遺物とも中世期の遺構が主

体である。主な遺構では、掘立柱建物跡・土坑・池状遺構・集石遺構・溝状遺構等が出土した。主な遺

物では、弥生土器・須恵質土器・土師質土器・瓦器・青磁・鉄津・刀子・鉄釘等が出上しており、遺物

出土総点数は6,500点であった。

弥生時代の遺構 (第 2図 )

弥生時代の遺構は、調査区の北側で検出された。中世の遺構面と同一レベルで検出され、中世の遺構

と混在している。単純に弥生時代の遺構として分離・抽出するのは困難である。最終的に弥生時代に属

する遺構として認定したものはSK 6基、SP20基 を数えるが、明確な遺構配置や規則性は抽出できない

ため、遺跡としての性格等は不明である。時期的には弥生時代後期前半頃と思われる。
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調査区北壁

L=2700m― ―――                                                                                                ――――L=2700m
E

-2          2

L=2600m― ―――

1.黄褐色
2.灰黄色
3.にぶい黄色
4.黒褐色
5.黒掲色
6.オ リーブ褐色
7.責掲色
3.黒褐色
9.黒掲色

10.黒褐色
11.晴灰黄色
12.黄褐色
13.暗灰黄色
14.暗灰黄色

2.5Y4/1 砂質土
2.5Y6/2 砂質土
2.5Y6/4 砂質土
2.5Y3/2 砂質土
2.5Y3/2 礫層
2.5Y4/3 砂質土
2.5YS/4 砂質土
2.5Y3/2 砂質土
2.5Y3/2 砂質土

2.5Y3/2 礫層
2.5Y4/2 礫層
2.5Y5/4 砂質土
2.5Y4/2 砂礫層
2.5Y4/2 礫層

――――L=2600m

(耕作土)

(上下両面に鉄分が堆積。 (床± 1))

(明黄褐色砂岩礫を一面にまばらに含む。 (床± 2))
(明黄褐色砂岩礫を一面に含む。土器細片・炭化物を含む。)

(φ=2～ 4 cmの礫を一面に含みφ=1 0cm程 度の礫をまばらに合む。整地の際の礫層と考えられる。)

(明黄褐色砂岩礫・土器片をわずかに合む。 (遺構面ベース))

1踵 輸 彎

計
算 F蕩 軽 奪鞘 観

と合的

1遺

構埋土

(¢=1～ 5 cmの 礫を一面に含む。)

(φ=1～ 1 0cm程 の礫を一面に含む。)

(粘性やや強い。)

(φ=0.5～ 3 cmの礫を一面に含む。)

(φ =20cm程 の礫を一面に含む。地山礫層と考えられる。)

調査区中央

――――L=2700m

(し まり有り。粘性なし。)

(し まり有り。粘性なし。)

(し まり有り。粘性なし。 3～ 5 cmの礫を多数含む。)

(し まり有り。粘性なし。)

調査区南壁

L=2700m一

1.黄灰色 2.5Y6/1 シル ト
2.掲色  10YR4/4 シル ト
3.晴掲色 10YR3/4 シル ト
4.皓褐色 10YR3/4 シル ト

L=2800m―
―

L=2800m

L=2700m―

黒褐色 2.5Y3/2 シル ト
黒褐色 10YR2/3 シル ト
黒掲色 10YR2/3 シル ト

(し まり有り。粘性なし。)

(し まり有り。粘性なし。)

(し まり有り。粘性なし。φ=10～30cmの礫を50%、 φ=10cmの 角礫を10%含む。)

゛
ザ
語げず3 0 3  。で

0
つV っ

づ響
静

が肝陥誓OQ。 ざ―町∞m

0                        2m

第 4図 土層断面図
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SK1014(土坑14)(第 5図 )

攪乱により、東側が削平されているため、全容は不明である。遺構内からは砂岩礫 とともに、甕や鉢

が出土 している。

出土遺物 (第 6図 )

1～ 5は甕、 6・ 7は鉢である。時期的にはいずれも弥生時代後期前半に属するものと思われる。

SK1015(土坑15)(第 5図 )

平面形状は楕円形を呈する土坑である。遺構内からは弥生土器小片が数点出上 した。

出土遺物

弥生土器小片が数点出上しているが、実測可能な遺物は無かった。

SK1016(土坑16)(第 5図 )

平面形状は楕円形を呈する土坑である。遺構内からは弥生土器小片が数を点出土 した。

出土遺物

弥生土器小片が数点出上しているが、実測可能な遺物は無かった。

SK1017(土坑17)(第 5図 )

平面形状は楕円形を呈する土坑である。遺構内からは弥生土器小片が数点出上 した。

出土遺物

弥生土器小片が数点出土しているが、実測可能な遺物は無かった。

SK1018(土坑18)(第 5図 )

平面形状は精円形を呈する土坑である。遺構内からは弥生土器小片が数点出上 した。

出土遺物

弥生土器小片が数点出土 しているが、実測可能な遺物は無かった。

SK1019(土坑19)(第 5図 )

平面形状は精円形を呈する土坑である。遺構内からは弥生土器小片が数点出土 した。

出土遺物

弥生土器小片が数点出土しているが、実測可能な遺物は無かった。
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にぶい黄褐色 10YR73 シル ト (褐色10YR74砂質土と灰黄褐色10YR
4/2砂質土が部分的に混 じる。上器細片・炭化物をわずかに合む。上層
に上器片多く含む。粘性若干有り。しまりやや有り。)

掲色     10YR4/4 シル ト (に ぶい黄掲色10YR4/3砂 質土が混 じ
る。土器片および土器細片 。炭化物わずかに含む。粘性有り。しまりや
や有り。)

掲色     10YR4/6 ンル ト (■器細片・炭化物を極少量含む。粘
性若干有り。しまり有り。)

‐臆
ド

Ｆ
＝
�
Ｎ
ｂ
ｏ
ヨ

暗褐色    10YR3/3 ンル ト (にぶい責掲色砂質上が部分的に混
じる。φ=0.2～ 3 cm大の礫および炭化物者子含む。)
暗褐色    10YR3/4 ンル ト (炭化物を若干およびφ事0.2～ lcm

大の礫を少量含む。粘性若干有り。しまりやや有り。)

にぶい責褐色 10YR4/3 秒質土 (暗褐色10YR3/4秒 質上が部分的に

混じる。φ=0.2～ 3cm大の礫を極少量および炭化物をマーブル状に含む。)

5  +~~L_2700m

SK 1018 SK 10刊 9

SK1018。 1019

1.にぶい黄掲色 10YR4/3 砂質土 (褐色10YR4/4砂 質上が部分的に混じる。上層に上器片・炭化物若干合む。
粘性若千有り。しまりやや有り。)

2.にぶい黄褐色 10YR4/3 砂質土 (褐色10YR74砂質上が部分的に混じる。炭化物および鉄分を極少量含む。
粕性有り。しまりやや有り。)

3.にぶい黄褐色 10YR4/3 砂質土 (褐色10YR4/4砂 質土が部分的に混じる。炭化物、種少量含む。格性若干有り。
しまりやや有り。)

にぶい責掲色 10YR4/3 砂質土 (掲色10YR74砂質上が部分的に混じる。粘性若干有り。しまりやや有り。)

掲色     10YR74 砂質土 (礫 はほとんど合まない。粘性者干有り。しまりやや有り。)

第 5図 SK1014～ 1019平 。断面図 (弥生)

D L=27.10m

SK1015

1.晴掲色 10YR3/3 砂質土 (に ぶい黄褐色10YR4/3砂 質土と掲色10YR74
砂質上が部分的に混じる。土器細片およびφ=0・ 2～0.5cm程度の礫を少量
含む。粘性若干有り。しまりやや有り。)

2.暗掲色 10YR3/4 砂質土 (灰黄掲色10YRク修砂質土が部分的に混じる。
炭化物およびφ=0・ 2～0.5cm程度の礫を極少量含む。粘性者干有り。しま
りやや有り。)

3.褐色  10YR3/4 砂質土 (にぶい責褐色10YR4/3砂 質上が部分的に混じ
る。炭化物を極少量含む。粘性若干有り。しまりやや有り。)

|

D L=2700m

ーSK1017

1. にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト (褐色10YR74砂 質土と灰責掲色10YR72
砂質上が部分的に混じる。土器細片・炭化物をわずかに含む。上層に土器
片多く合む。粘性若干有り。しまりやや有り。)

掲色     10YR4/4 シル ト (にぶい黄掲色10YR4/3砂質上が混じる。
土器片および土器細片・炭化物わずかに含む。粘性有り。しまりやや有り。)

にぶい責褐色 10YR4/3 砂質土 (全体的に炭化物はほとんど合まない。
粘性若干有り。しまりやや有り。)

―一――L=27.00m

|>

|ロ

|>
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SP1301(柱穴301)(第 7図 )

平面形状は円形を呈する。

出土遺物

弥生土器細片が数点出上 したが、

SP1302(桂穴302)(第 7図 )

平面形状は円形を呈する。

出土遺物

弥生土器細片が数点出土したが、

SP1303(桂穴303)(第 7図 )

平面形状は円形を呈する。

出土遺物

弥生土器細片が数点出上したが、

第 6図 SK1014出 土遺物 (弥生)

実測可能な遺物は無かった。

実測可能な遺物は無かった。

実測可能な遺物は無かった。

―- 348 -―



SP1304(柱穴304)(第 7図 )

平面形状は円形を呈する。

出土遺物

弥生土器細片が数点出土したが、実測可能な遺物は無かった。

SP1305(柱穴305)(第 7図 )

平面形状は円形を呈 し、平・断面は柱痕と思われる段がみられる。

出土遺物

弥生土器細片が数点出土したが、実測可能な遺物は無かった。

SP1306(桂穴306)(第 7図 )

平面形状は楕円形状を呈し、平・断面は柱痕と思われる段がみられる。

出土遺物

弥生土器細片が数点出上したが、実測可能な遺物は無かった。

SP1307(桂穴307)(第 7図 )

平面形状は楕円形状を呈 し、平 。断面は柱痕と思われる段がみられる。

出土遺物

弥生土器細片が数点出土 したが、実測可能な遺物は無かった。

SP1308(桂穴308)(第 7図 )

平面形状は円形を呈する。

出土遺物

弥生土器糸田片が数点出上したが、実測可能な遺物は無かった。

SP1310(柱穴310)(第 7図 )

平面形状は楕円形状を呈 し、平 。断面は柱痕と思われる段がみられる。

出土遺物

弥生土器細片が数点出土 したが、実測可能な遺物は無かった。

SP1311(柱穴311)(第 7図 )

平面形状は円形状を呈 し、平・断面は柱痕と思われる段がみられる。
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出土遺物

弥生土器糸田片が数点出上したが、実測可能な遺物は無かった。

SP1312(柱穴312)(第 7図 )

平面形状は楕円形状を呈 し、平・断面は柱痕と思われる段がみられる。

出土遺物

弥生土器細片が数点出土 したが、実測可能な遺物は無かった。

SP1313(桂穴313)(第 7図 )

平面形状は楕円形状を呈 し、SP1314と 切 り合う。

出土遺物

弥生土器細片が数点出土したが、実測可能な遺物は無かった。

SP1314(柱穴314)(第 7図 )

平面形状は円形を呈 し、SP1313と 切 り合う。

出土遺物

弥生土器細片が数点出上したが、実測可能な遺物は無かった。

SP1315(柱穴315)(第 7図 )

平面形状は円形を呈し、平・断面は柱痕と思われる段がみられる。

出土遺物

弥生土器細片が数点出土したが、実測可能な遺物は無かった。

SP1316(柱穴316)(第 7図 )

平面形状は楕円形状を呈する。

出土遺物

弥生土器細片が数点出土したが、実測可能な遺物は無かった。

SP1317(桂穴317)(第 7図 )

平面形状は円形を呈する。

出土遺物

弥生土器細片が数点出上 したが、実測可能な遺物は無かった。
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SP1318(柱穴318)(第 7図 )

平面形状は円形を呈する。

出土遺物

弥生土器細片が数点出土 したが、

SP1319(柱穴319)(第 7図 )

平面形状は円形を呈する。

出土遺物

弥生土器細片が数点出土 したが、

SP1320(桂穴320)(第 7図 )

平面形状は円形を呈する。

実測可能な遺物は無かった。

実測可能な遺物は無かった。

出土遺物

弥生土器細片が数点出上したが、実測可能な遺物は無かった。

包含層出土遺物

遺構以外からも多くの弥生土器・石器が出土している。遺構内出土遺物と同様、土器類は小片あるい

は摩滅の著しいものがほとんどであり、全容の判明するものは少ない。遺構外で出上した遺物のうち、

実測可能なものについて包含層出土遺物としてここに掲載する。

弥生土器 (第 8図 )

8は壼である。 9～ 17は甕である。18。 19は高杯脚部、20・ 21は鉢である。時期的にはいずれも弥生

時代後期前半頃と思われる。
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第 7図 SP1301～ 1308・ SP1310～1320平・断面図 (弥生)
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中世の遺橋 (第 3図 )

鎌倉時代後半～室町時代前半の掘立柱建物跡や集石遺構・池状遺構 。土坑等の遺構が確認された。各

遣構からは土師質土器・須恵質土器・瓦器・陶器・磁器等の当該期の遺物が出上しているが、小片が多

く全体の判明するものは少ない。

SA1001(1号掘立桂建物跡)(第 9図 )

調査区中央部、M・ N-5。 6グ リッドを中心に位置する

梁間4間 ×桁行 4間 (8.52m× 9.00m)の総柱の掘立柱建

物跡である。柱穴は円形を呈 し、平均柱穴幅は36.5cmで あ

る。柱心間の平均長は梁間2.13m、 桁行2.25mで、平均長

2。 19mを測る。SP内埋土は柱痕をとどめない。ほぼ方形

の建物であるが、桁行が若干長 く、棟方向は東西とみられ、

N-13° 一Eで、主軸方向は約13° 東偏する。建物南側一間の

柱間が約2.70mと 他に比べ長 くなっており、庇等の可能性

も考えられる。時期的には出土遺物や周辺の状況から、12

世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

出土遺物 (第 10図 )

22は土師質土器杯である。時期的には、概ね12世紀後半

頃のものと思われる。23～25は大谷焼で、23は乗燭、24・

25は灯明皿である。23～ 25は いずれも上層からの落ち込み

と考えられる。

7  24

0               10cm

第10図 SA1001出 土遺物

SA1002(2号掘立柱建物跡)(第 11図 )

調査区北部、R-6・ 7グ リッド、SA1001の北側に位置する梁間3間 ×桁行 3間 (5.80m× 6.80m)

の掘立柱建物跡である。柱穴は円形を呈 し、平均柱穴幅は37.3cmで ある。柱心間の平均長は梁間1.93m、

桁行2.27mで、平均長2。 10mを 測る。SP内埋土は柱痕をとどめない。ほぼ方形の建物であるが、桁行

が若干長 く、棟方向は東西とみられ、N-15° ―Wで、主軸方向は約15° 西偏する。時期的には出土遺物や

周辺の状況から、12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。
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(砂岩礫および土器細片・炭化物を含む。φ=3～ 1 0cm程 度の礫を含む。しまり良し。)

(砂岩礫および炭化物を含む。粘性やや弱い。)

(鉄分を含む。しまり良し。)

(炭化物および砂岩礫をわずかに合む。しまり良し。)

(黄掲色2.5Y5/4砂質上が10～15%程度混じる。鉄分をわずかに含む。)

(黄褐色2.5Y5/4砂 質上が10%程度混じる。砂岩礫をわずかに含む。)

贋屠低夢酪 誅、争島義程度混じる。ヱ
しまり良 し。)

(オ リーブ褐色2.5Y4/3砂 質土が10%程度混じる。
しまり良し。)

L=27.00m~EP‐
8

1.黒掲色
2.黒褐色
3.黒掲色
4.オ リーブ掲色
5.オ リーブ褐色
6.オ リーブ掲色
7.黄灰色
8.黄褐色

9.黄掲色

2.5Y3/2
2.5Y3/2
2.5Y3/2
2.5Y4/3
2.5Y4/3
2.5Y4/3
2.5Y5/1

2.5Y5/4

2.5Y5/4

土
土
土
土
土
土
土
土
　
土

質
質
質
質
質
質
質
質
　
質

砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
　
砂

第11図 SA1002平 。断面図

出土遺物 (第 12図 )

26は 土師質土器皿の底部である。全容は不明である

が、底部の切 り離しは回転糸切 りである。時期的には概

ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

｀
~当 26

0               10Cm
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ｏ
ｏ

』
側
＝
コ
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SA1003(3号掘立柱建物跡)(第 13図 )

調査区北部、P・ Q-7グ リッド、SA1002の南側に位置する梁間 2間 ×桁行 3間 (4.80m× 5。 20m)の

掘立柱建物跡である。柱穴は円形を呈 し、平均柱穴幅は37.Ocmで ある。柱心間の平均長は梁間2.40m、

桁行1.73mで 、平均長2.07mを 測る。

Ш00・とg=¬

uJ00とこ=¬

L=27.00m L=27.00m

Ｅ

ｏ
ｏ
．』
飩
＝
コ

Ｓ

Ｉ

Ｉ１

４

１

十

１

1.

2.

3.

暗掲色    10YR3/3 砂質土 (砂礫および土器細片・炭化物含む。

φ=2～ 1 0cm大 の石含む。粘性やや弱い。)

暗掲色    10YR3/4 砂質土 (砂礫および土器細片・炭化物含む。

φ=3 cm前後の小礫多数合む。φ=20cm程度の石含む。粘性やや弱い。)

にぶい責褐色 10YR4/3 秒質土 (砂礫および上器細片・炭化物有り。

φ=5～ 20cmの 石合む。粘性やや弱い。)

4.に ぶい黄掲色 10YR5/3 砂質土 (粘性きわめて弱い。)

5,オ リーブ帽色 2.5Y4/3 砂質土 (φ =10cm前 後の石含む。粘性やや弱い。)

6.オ リーブ褐色 2.5Y4/4 砂質土 (φ =5～ 15cm前後の石数個および土器細

片 。
¢=0.5～ 2cmの 炭化物合む。粘性やや弱い。)

7.オ リーブ褐色 2.5Y4/5 砂質土 (粘性やや弱い。)

第13図 SA1003平・断面図
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SP内埋土は柱痕をとどめない。梁間

が若干長 く、棟方向は南北とみられ、N―

85°
一Wで、主軸方向は約85° 西偏する。

時期的には出土遺物や周辺の状況から、

12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

出土遺物 (第 14図 )

27～31は土師質土器である。27は杯、

28～ 30は小皿である。底部は糸切 りであ

る。31は 円盤状高台小皿で、底部はヘラ

切 りのちナデである。時期的には12世紀

後半頃と思われる。32は砂岩の砥石であ

る。

2

0               10cm

31 1   .  I

0

連 ―
υ 27

-~723

~ 29

ψ   30

第14図  SA1003出 土遺物

SD1001(清 1)(第 15図 )

調査区南部、L-7グ リッドで検出された溝状遺構である。一部調査区外に延びてお り、規模は不明で

ある。

出土遺物

土師質土器片等が出土しているが、いずれも小片のため実測可能な遺物は無かった。詳細は不明であ

るが、時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

ヨ

|

オリーブ褐色
黒褐色

|

]

2.5Y4/3 秒質土
2.5Y3/2 砂質土

(φ =0.5～ lcm程度の小礫を一面に合む。)

(砂岩礫および炭化物を少量含む。)

第15図 SD1001平・断面図
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SD1002(溝 2)(第 16図 )

調査区南部、H～L3・ 4グ リッドで検出された南北

に延びる溝状遺構である。断面形は浅い D字状を呈す

るが、上面は削平されているものと思われる。南側は一

部調査区外に延びており、規模は不明である。

出土遺物 (第 17図 )

33は弥生土器の奏口縁部である。原位置は遊離 して

いるものと考えられる。34は平瓦である。詳細は不明

であるが、時期的には槻ね12世紀後半～13世紀前半頃

と思われる。

34

0               10cm
l   .  1

Ⅷ―國

第17図 SD1002出土遺物

SK1001(土坑 1)(第 18図 )

T-8グ リッド、調査区北部東側で出土した楕円形状の平面形を呈する土坑である。長軸方向は南北で

ある。

規模は長軸100cm、 短軸60cm、 深さ19cmである。遺構内埋土は1層 である。土師質土器片等が出上し

たが、いずれも小片であるため、実測可能なものは 1点だけである。

出土遺物 (第 19図 )

35は土師質土器の小皿である。小片のため詳細は不明であるが、時期的には概ね12世紀後半～13世紀

前半頃と思われる。

SK1002(土坑 2)(第 18図 )

Q-8グ リッド、調査区北部東側で出上した長楕円形状の平面形を呈する土坑である。長軸方向は東西

である。規模は長軸130cm、 短軸45cm、 深さ23cmである。遺構内埋土は 1層 である。

出土遺物

土師質土器片等が出上 しているが、いずれも小片のため実測可能な遺物は無かった。詳細は不明であ

るが、時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

SK1003(土坑 3)(第 18図 )

0・ P-7グ リッド、調査区中央部東側で出上 した方形状の平面形を呈する土坑である。長軸方向は南

北である。規模は長軸110cm、 短軸80cm、 深さ25cmで ある。遺構内埋土は3層 に分層される。土師質土

器片等が出上 したが、いずれも小片であるため、実測可能なものは 1点だけである。
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出土遺物 (第20図 )

36は土師質土器の小皿である。底部は回転糸切 りである。小片のため詳細は不明であるが、時期的に

は概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

SK1004(土坑 4)(第 18図 )

0-7グ リッド、調査区中央部東側で出土 した不整形な四角形状の平面形を呈する土坑である。長軸方

向は東西である。規模は長軸136cm、 短軸74cm、 深さ31cmで ある。遺構内埋土は2層 に分層される。土

師質土器片等が出上 したが、いずれも小片であるため、実測可能なものは 3点だけである。

出土遺物 (第21図 )

37～39は土師質土器である。371ま 皿底部、38。 39は小皿である。37・ 39の底部は回転糸切 りである。

小片のため詳細は不明であるが、時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

SK1005(土坑 5)(第 18図 )

07グリッド、調査区中央部東側で出土 した隅丸長方形状の平面形を呈する土坑である。長軸方向は

東西である。規模は長軸106c14、 短軸60cm、 深さ25cmである。遺構内埋土は 3層 に分層される。

出土遺物

土師質土器片等が出上 しているが、いずれも小片のため実測可能な遺物は無かった。詳細は不明であ

るが、時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

SK1006(土坑 6)(第 18図 )

07グリッド、調査区中央部東側で出上 した隅九方形状の平面形を呈する土坑である。長軸方向は東

西である。規模は長軸64cm、 短軸55cm、 深さ32clnで ある。遺構内埋土は2層 に分層される。

出土遺物

土師質土器片等が出上しているが、いずれも小片のため実測可能な遺物は無かった。詳細は不明であ

るが、時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。
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1.黒掲色 2.5Y3/2 砂質三
ヨ
(土器細片および炭化物少量含む。) 1.黒褐色 2.6Y3/2砂質土 (上器細片・炭イヒ物および砂岩礫を一面に含む。)

SK1003

1>

L=26.30m
C

1.黒褐色    2.5Y3/2 砂質土 (土器細片,炭北物―および砂岩礫を少量含む。)

2.オ リープ褐色 2.5Y4/3 秒質土 (1層が混入。しまり良し♪
3..黒褐色   2.5Y3/2 砂質土 (上器細片を少量含む。)

B

L=26.80m
B

1,黒褐色    2.5Y3/2砂質土 (上器細片・臓化物および砂岩礫を少量含むと)

2.オ リーブ掲色 2.5Y1/3 砂質土 (1層が混入。)
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1.員掲色   2.5Y3/2砂質土 (土器細片・炭1ヒ物および砂岩礫を少量含む。)

2.黒掲色    乞5Y3/2 砂質土 (土器細片・炭化物をわずかに含む。しまり良し。)

3.オリーブ楯色 2.5Y4/3砂質上 (1層 がわずかに混よ。)

L=2680m L=26.30m

1.黒掲色    2.5Y3/2 砂質土 (炭化物るよび砂岩礫を少量含む。)
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第18図 SK1001～1006平 。断面図
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第19図 SK1001出 土遺物 第20図  SK1003出土遺物
0                 10cm

第21図  SK1004出 土遺物

SK1007(土坑 7)(第22図 )

0-8グ リッド、調査区中央部東側で出土 した円形の平面形を呈する土坑である。規模は長軸■6cm、

短軸105cm、 深さ56cmである。土坑中心には常滑焼の大甕が体部下半を埋めた状態で正位に据えられて

いた。甕は土坑を掘削した上で周囲を固定され、埋土は3層 に分層される。検出時には口縁～体部上半

部が破砕 していたが、奏内部にはほとんどの破片が残存 しており、口縁部なども甕内底面に崩落してい

たことから、甕内部は空洞あるいは液体が充填されていたものと考えられる。SK1007は 日常生活のた

めの飲料水等の貯蔵目的の遺構 と考えられる。出土遺物等から時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半

頃と思われる。

出土遺物 (第23図 )

40～44は 土師質土器である。40。 41は杯、42～ 44は 皿である。41～ 44の底部切 り離 しは回転糸切 りで

ある。45は 白磁の壷の体部と思われるが、小片のため詳細は不明である。46イま土坑に据えられていた常

滑焼の大甕である。口縁部～肩部にかけて淡緑色の自然釉がかかる。体部の押印文は 5段に帯状連続施

文され、成形工程に対応 して施される。形態の特徴から12世紀第 3四半期を中心とした年代が求められ

る。47は 九瓦である。

SK1008(土坑 8)(第22図 )

N。 07グリッド、調査区中央部東側で出土 した長方形状の平面形を呈する土坑である。長軸方向は

東西である。規模は長軸226cm、 短軸124cm、 深さ18cmで ある。遺構内埋土は 1層 である。

出土遺物 (第24図 )

土師質土器片・瓦器等が出土 しているが、いずれも小片のため実測可能な遺物は 2点である。48は土

師質土器皿、49は 瓦器椀である。詳細は不明であるが、時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思

われる。

SK1009(上坑 9)(第22図 )

N-8グ リッド、調査区中央部東側で出土 したやや不整な隅丸方形状の平面形を呈する土坑である。規

模は長軸66cm、 短軸66cm、 深さ26cmである。遺構内埋土は 1層 である。

ｍ０ ５Ｃ

一
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出土遺物

土師質土器片等が出土 しているが、いずれも小片のため実測可能な遺物は無かった。詳細は不明であ

るが、時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

SK1010(土坑10)(第22図 )

M-7グ リッド、調査区中央部東側で出土 した長楕円形状の平面形を呈する土坑である。長軸方向は東

西である。規模は長軸86cm、 短軸56cm、 深さ32cmである。遺構内埋土は2層 に分層される。

出土遺物

土師質土器片等が出上しているが、いずれも小片のため実測可能な遺物は無かった。詳細は不明であ

るが、時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

SK1011(土坑11)(第22図 )

N-6グ リッド、調査区中央部東側で出土した長精円形状の平面形を呈する土坑である。長軸方向は南

北である。規模は長軸104cm、 短軸56cm、 深さ34cmである。遺構内埋土は 1層 である。

出土遺物

土師質土器片等が出土しているが、いずれも小片のため実測可能な遺物は無かった。詳細は不明であ

るが、時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

SK1012(上坑12)(第22図 )

N-4グ リッド、調査区中央部西側で出土 した不整形な楕円形状の平面形を呈する土坑である。長軸方

向は南北である。規模は長軸158cm、 短軸76cm、 深さ38cmである。遺構内埋土は 2層 に分層される。

出土遺物

土師質土器片等が出土 しているが、いずれも小片のため実測可能な遺物は無かった。詳細は不明であ

るが、時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

SK1013(土坑13)(第22図 )

K-5グ リッド、調査区南部中央で出土 した楕円形状の平面形を呈する土坑である。長軸方向は南北で

ある。規模は長軸105cm、 短軸75cm、 深さ50cmである。遺構内埋土は4層 に分層される。

出土遺物 (第25図 )

土師質土器片等が出土したが、いずれも小片のため実測可能な遺物は 3点である。50は龍泉窯系青磁

碗の口縁部である。51は瓦器椀である。52は土師質土器の杯底部である。底部切 り離 しは回転糸切 りで

ある。詳細は不明であるが、時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。
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L=2680m

L=2670m

L=2680m
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L=2670m
B

L=2660m

1

黒褐色 25Y3/2 砂質土 (上器細片・炭化物および砂岩

礫をまばらに含む。)

L=2670m
A

1 黒褐色    2.5Y3/2 砂質土 (オ リーブ褐色2.5Y73

砂質上が部分的に混じる。明黄褐色砂岩礫・炭化物を少

量含む。)
オリーブ褐色 2.5Y4/3 砂質土 (黒掲色2.5Y3/20質 土

が部分的に混じる。)
オリーブ掲色 2.5Y4/3 砂質土 (黒褐色2.5Y3々秒質土

が部分的に混じる。土器細片・炭化物をわずかに合む。

粘性やや強い。)

SK1009

一

1.黒掲色 2.5Y3/2 砂質土 (上器細片 。炭化物・砂岩蝶およびφ=10cm程度の礫を数個含む。)

SK1010 SK1011

L=26.70m

L=2650m

SK1012

1>

L=26.30m L=2630m

∩

黒掲色 2.5Y3/2 砂質土 (明黄褐色砂岩礫および炭化物を少量合む。φ=5帥
程度の礫を数個含む。)

黒褐色 2.5Y3/2 砂質土 (オ リーブ褐色2.5Y4/3砂 質上が部分的にブロック状に

混じる。,=l cm程度の礫を数個含む。)

1.晴褐色 10YR3/3 砂質土 (に ぶい黄掲色10YR4/3砂質土と灰黄掲色10YR4々砂質

土を部分的に含む。上器細片・炭化物を者干含む。粘性若干有り。しまり有り。)

2.暗褐色 10YR3/3 砂質土 (暗掲色10YR3/4砂質上が部分的に混じる。土器細片・

炭化物わずかに含む。φ=0.5～ 4em大の礫をやや多く含む。粘性若干有り。しまり

有り。)

3.暗掲色 10YR3/3 砂質土 (黒褐色10YR3/2D質土が部分的に混じる。土器細片・

4.量盤 編 徽 挑 乳 堅

Cl謹

鍵 綿 転 議 皇脇 七幾 弓勇 !ユ6

的大の礫をやや多く含む。下層に土器片が1個見られる。粘性若干有り。しまり有

り 。)

L=2660m
D

0         1m

第22図  SK1007～1013平・断面図

L=26 50m         L=2660m

1.黒褐色    2.5Y3/2 砂質土 (土器細片・炭化物お

よび砂岩礫をまばらに含む。)

2.オ リーブ褐色 2.5Y73 砂質土 (炭化物を中央部に帯

状に含む。)
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第23図  SK1007出 土遺物
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第25図  SK1013出土遺物
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L=26.80m

Ⅲ
1.晴褐色
2.晴褐色
3.にぶい黄掲色
4.黒掲色
5.オ リーブ掲色
6.オ リーブ褐色

G―
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∈

Ⅲ群】拿摯暮三係最ととよ怪冨酵融亀登毒∬ 撓花場七警急亨亀稚筆常畠よ冒い♪
2.5Y4/4 砂質土 (小礫含む。粘性有り。) 0          1m2.5Y4/3 砂質土 (砂礫および炭化物を合む。粘性有り。)

第26図  SP1033・ 1034,1079・ 1091・ 1092・ 1098,11031平・ 断面図

SP1033(桂穴33)(第26図 )

Q-8グリッド、直径40cmの 円形を呈する。SP内埋土は3層 に分層される。上師質土器片等が出土し

たが、いずれも小片であるため、実測可能なものは1点だけである。

出土遺物 (第27図 )

53は土師質土器の小皿である。底1部は回転糸切りである.。

小片のため詳細は不朔であるが、時期的には概ね12世紀後半

～13世紀前半頃と思われる。

SP1034(桂穴34)(第 26図 )

Q… 8グ リッド、直径37C■lの 円形を呈する。SP内埋土|ま 1層
―
である。

たが、いずれも小片であるため、実測可能なものは1点だけである。

ぺくIΞttΞΞ][ここここΞラタと3

0          10Cm

第27図  SP1033出土遺物

瓦器・土師質土器片等が出上し
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出土遺物 (第28図 )

Mは瓦器小皿である。時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半

頃と思われる。

SP1079(柱穴79)(第26図 )

Q-9グ リッド、長軸38cm、 短軸25cmの 楕円形 を呈する。SP内

埋土は 2層 に分層される。瓦器・土師質土器片等が出土 したが、

いずれも小片であるため、実測可能なものは 1点だけである。

出土遺物 (第29図 )

55は土師質土器の杯底部で底部切 り離 しは回転糸切 りである。

時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

SP1091(柱穴91)(第 26図 )

Q7グ リッド、長軸42cm、 短軸35cmの ほぼ円形 を呈する。SP

内埋土は 1層 である。土師質土器片等が出土したが、いずれも小

片であるため詳細は不明である。

出土遺物 (第30図 )

56は土師質土器の椀 と思われる。小片のため詳細

は不明であるが、時期的には概ね12世紀後半～13世

紀前半頃と思われる。57～60は輔の羽口の破片であ

る。内側は被熱のため暗灰色に変色 している。

SP1092(桂穴92)(第 26図 )

Q-7グ リッド、長軸38cm、 短軸35cmの ほぼ円形を

呈する。SP内埋土は2層 に分層される。土師質土

器片等が出土したが、いずれも小片であるため詳細

は不明である。

出土遺物 (第31図 )

61は土師質土器杯、62は土師質土器小皿である。

小片のため詳細は不明であるが、時期的には概ね12

世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

~54

0       5cm

―
第28図 SP1034出土遺物

0                10Cm
l      l

第29図 SP1079出土遺物

59

0                10cm

第30図  SP1091出 土遺物
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SP1098(柱穴98)(第 26図 )

Q-7グ リッド、長軸60cm、 短軸50cmの不整な楕円

形状を呈する。SP内埋土は 1層 である。土師質土

器片等が出上 したが、いずれも小片である。

く冠EΞΞΞ]三Ξ三≡Ξ三ラタ62

第31図 SP1092出土遺物

出土遺物

土師質土器片等が出土 しているが、いずれも小片のため実測可能な遺物は無かった。詳細は不明であ

るが、時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

SPl103(桂穴103)(第 26図 )

P6。 7グ リッド、長軸60cm、 短軸32cmの精円形を呈する。SP内埋土は 1層 である。土師質土器片

等が出上 したが、いずれも小片であるため詳細は不明である。

出土遺物 (第32図 )

63は土師質土器の皿底部である。底部切り離しは回転糸切りで

ある。時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

SPl106(柱穴106)(第 33図 )

P・ Q7グ リッド、一部他のSPと 切 り合う。直径40cmの 円形

を呈する。SP内埋土は1層 である。瓦器・土師質土器片等が出

土したが、いずれも小片である。

｀
(      十   二ギヽ∵身も3

第32図 SPl103出土遺物

出土遺物

土師質土器片等が出上 しているが、いずれも小片のため実測可能な遺物は無かった。詳細は不明であ

るが、時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

SPl151(柱穴151)(第 33図 )

P-8グ リッド、直径30cmの 円形を呈する。SP内埋土は 1層 である。瓦器・土師質土器片等が出土 し

たが、いずれも小片である。

出土遺物

土師質土器片等が出土しているが、いずれも小片のため実測可能な遺物は無かった。詳細は不明であ

るが、時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

SPl165(桂穴165)(第 33図 )

P-7グ リッド、長軸40cm、 短軸32cmの楕円形を呈する。SP内埋土は 1層 である。瓦器・土師質土器

片等が出上 したが、いずれも小片であるため、実測可能なものは 1点だけである。

10cm
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0         1m

1.暗褐色    10YR3/4
2.暗掲色    10YR3/3
3.暗掲色    10YR3/3
4.に ぶい責褐色 10YR4/3
5.掲色     10YR4/4
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＝
中
の

Ｎ
Ｏ
∃

＼

砂質土 (φ =1～ 1 0cm大 までの砂礫および土器細片・炭化物を含む。粘性やや弱い。)

砂質土 (φ =1～ 1 0cm大 までの砂礫および土器細片・炭化物を含む。粘性やや弱い。)

砂質土 (底部にψ=5cm大の土器片および上器細片・炭化物を含む。粘性やや弱い。)

砂質土 (φ =3～ 10cm大 の砂礫および土器細片・炭化物を含む。粘性やや弱い。)

砂質土 (土器細片 。炭化物を多く含む。粘性やや弱い。)

第33図  SPl106・ 1151・ 1165。 1168・ 1169・ 1171・ 1172・ 1176平・断面図

出土遺物 (第34図 )

64は土師質土器小皿である。底部切 り離 しは回転糸切 りである。

時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

SPl168(柱穴168)(第 33図 )

P7グ リッド、長軸40cm、 短軸32cmの 楕円形 を呈する。SP内埋

土は 1層である。土師質土器片・鉄片等が出上 したが、いずれも小

片であるため、実測可能なものは 1点だけである。

出土遺物 (第35図 )

65は鉄釘である。

~64

0               10cm

第34図  SPl165出 土遺物

0            3cm

―第35図  SPl168出 土遺物
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SPl169(柱穴169)(第 33図 )

P-7グ リッド、直径86cmの 円形を呈する。SP内坦土は2層 に分層される。土師質土器片 。鉄片等が

出土したが、いずれも小片であるため、実沢1可能なものは 1点だけである。

SPl172(桂穴172)(第 33図 )

07グ リッド、直径32cmの 円形を呈する。SP内埋土は1層 である。瓦器片・土師質土器片等が出土

したが、いずれも小片であるため、実測可能なものは 1点だけである。

出土遺物 (第36図 )

66は土師質土器の鍋口縁部である。

SPl171(柱穴171)(第 33図 )

P-7グ リッ ド、直径40cmの 円形 を呈す

る。SP内埋土は 1層 である。瓦器片・土

師質土器片等が出上 したが、いずれも小片

であるため、実測可能なものは 2点だけで

ある。

出土遺物 (第37図 )

67は和泉系瓦器椀である。68は土師質土

器杯の底部である。小片のため詳細は不明

であるが、時期的には概ね12世紀後半～13

世紀前半頃と思われる。

出土遺物 (第38図 )

69は土師質土器皿である。小片のため詳細は不明であるが、

時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

SPl176(桂穴176)(第 33図 )

P-7グ リッド、直径30cmの 円形を呈する。SP内埋土は 1層

である。瓦器片・土師質土器片等が出上 したが、いずれも小片

であるため、実測可能なものは 1点だけである。

出土遺物 (第39図 )

70は土師質土器杯の底部である。小片のため詳細は不明であ

るが、時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

第36図  SPl169出 土遺物

＼~む 8

0                10cm

第37図 SPl171出土遺物

0                10cm

第38図 SPl172出土遺物

、ゝ__J f:ジ 4。
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SPl180(柱穴180)(第 40図 )

P-6・ 7グ リッド、直径30cmの 円形を呈する。SP内埋

土は1層 である。瓦器片・土師質土器片等が出上したが、

いずれも小片であるため、実測可能なものは 1点だけであ

る。

出土遺物 (第41図 )

71は鉄津 (ス ラグ)である。近隣に鍛冶に関連する遺構

の存在が示唆される。

SPl184(柱穴184)(第 40図 )

0-6グ リッド、直径26cmの 円形を呈する。SP内埋土は

1層である。瓦器片・土師質土器片等が出土 したが、いず

れも小片であるため、実測可能なものは 1点だけである。

出土遺物 (第42図 )

72は土師質土器杯の底部である。小片のため詳細は不明

であるが、時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思

われる。

SP1203(柱穴203)(第40図 )

0-7グ リッド、長軸40cm、 短軸32cmの楕円形を呈する。

SP内埋土は 1層 である。瓦器片・土師質土器片等が出土

SP1205(柱穴205)(第40図 )

O-7グ リッド、一部他の SPと 切 り合う。

直径約30cmの 円形を呈する。SP内埋土は

1層である。土師質土器片・鉄片等が出土

したが、いずれも小片であるため、実測可

能なものは2点だけである。

出土遺物 (第44図 )

74・ 75は鉄釘である。

第42図  SPl184出 土遺物

したが、いずれも小片であるため、実測可能なものは 1点だけである。

出土遺物 (第43図 )

73は土師質土器皿である。底部切り離しは回転糸切りである。小片のため詳細は不明であるが、時期

的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

0                      5cm

第41図  SPl180出 土遺物

ゝ
~2

0                 100m

CI1 74

一

Ｒ

・

キー

＝

け

(  |=彦 3

10cm

第43図  SP1203出 土遺物

―第44図  SP1205出 土遺物
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SP1206(柱穴206)(第40図 )

0-7グ リッド、長軸58cm、 短軸37cmの 楕円形状 を呈する。SP内

埋土は2層 に分層される。瓦器片・土師質土器片等が出土 したが、

いずれも小片であるため、実測可能なものは 1点だけである。

出土遺物 (第45図 )

76は土師質土晏ヽ皿である。小片のため詳細は不明であるが、時

期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

SP1219(柱穴219)(第40図 )

NoO-8グ リッド、直径30cmの円形を呈する。SP内埋土は

1層 である。瓦器片 。土師質土器片等が出土 したが、いずれ

も小片であるため、実測可能なものは2点だけである。

出土遺物 (第46図 )

77は土師質土器皿底部である。78は 土師質土器小皿であ

る。底部切 り離 しは回転糸切 りである。小片のため詳細は不

明であるが、時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思

われる。

10cm

第45図  SP1206出土遺物

｀(   1担
==ン務

く
て三≡こ≡三み8

0                10cm
I      I

第46図  SP1219出土遺物

80

0                10cm

SP1220(柱穴220)(第40図 )

N。 08グ リッド、直径30clnの 円形を呈する。SP内埋土は3層 である。SP基底部には20cm程度の礫

がみられるが、柱痕は確認できない。瓦器片 。土師質土器片等が出土したが、いずれも小片であるため、

実沢1可能なものは2点だけである。

出土遺物 (第47図 )

79は龍泉窯系青磁碗である。801ま 土師質土器小

皿である。小片のため詳細は不明であるが、時期

的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われ

る。
第47図  SP1220出 土遺物

SP1222(柱穴222)(第40図 )

N8グ リッド、直径50cmの 円形を呈する。SP内埋土は2層 に分層される。SP基底部には20cm程度の

礫がみられるが、柱痕は確認できない。瓦器片・土師質土器片等が出土 したが、いずれも小片であるた

め、実測可能なものは 1点だけである。
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出土遺物 (第48図 )

81は土師質土器杯である。小片のため詳細は不明であるが、時期的

には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

SP1233(柱穴233)(第40図 )

06グ リッド、長軸40cm、 短軸30cmの 楕円形を呈する。SP内埋土

は 3層 に分層される。瓦器片・土師質土器片等が出上 したが、いずれ

も小片であるため、実測可能なものは 1点だけである。

出土遺物 (第49図 )

82は輔の羽口の破片である。内面には黒色に溶融 した津が付着 して

いる。近隣に鍛冶関連の遺構が存在 しているものと考えられる。

SP1241(柱穴241)(第40図 )

N-6グ リッド、長軸38cm、 短軸36cmの 楕円形を呈する。SP内埋土

は2層 に分層される。瓦器片・土師質土器片等が出土したが、いずれ

も小片であるため、実浪1可能なものは 1点だけである。

出土遺物 (第 50図 )

83は 土師質土器杯の底部である。底部切 り離 しは回転糸切 りであ

る。小片のため詳細は不明であるが、時期的には概ね12世紀後半～13

世紀前半頃と思われる。

0                10Cm
l   .  1

第48図  SP1222出 土遺物

0               10Cm

第49図 SP1233出土遺物

＼  |■シ 毛3

0               1ocm
I      I

第50図  SP1241出 土遺物

喩
＆

SP1252(柱穴252)(第40図 )

M-5グ リッド、長軸38cm、 短軸32cmで ほぼ円形を呈する。SP内埋    ＼
＼ェ型二=ゴ窺

土は3層 に分層される。瓦器片・土師質土器片等が出土したがいずれ

も小片であるため、実測可能なものは 1点だけである。          ♀      10Pm

第51図  SP1252出 土遺物

出土遺物 (第 51図 )

84は土師質土器杯の底部である。底部切 り離 しは回転糸切 りである。小片のため詳細は不明であるが、

時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

SU1002(集石遺構 2)(第52図 )

S-6'7グ リッド、調査区北部中央、SA1002の北側に位置する集石遺構である。長楕円形状の平面形

を呈 し、規模は長軸4。 10m、 短軸 1。 24m、 深さ0。 2mで東西方向に延びる。遺構内は拳～人頭大程度の

砂岩礫で充填される。SA1002に沿うように検出されてお り、屋敷境等の区画目的の遺構 と考えられる

が、建物等の構造物の基礎の可能性も残る。瓦器片 。土師質土器片・須恵質土器片等が出上 したが、い

ずれも小片であるため、実測可能なものは 1点だけである。
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1.にぶい費褐色 10YR4/3 砂質土 (灰黄褐色10YR4/2砂質上が部分的に混じる。
上層に¢=5～ 30cm大の礫を多量に含む。下層にψ=0.5～10cm大 の礫を含む。
粘性者干有り。しまり強い覆土。)

2.ゼ
ョリやや強い1-)R4/4砂

質土 (φ =o.6～ 7cm大の礫多く含む。粘性若干右り。

第52図  SU1002平・断面図

出土遺物 (第53図 )

85は東播系須恵質土器である。魚住系の甕とみ

られ、体部外面に斜めタタキロ (樹枝文)がみら

れる。小片のため詳細は不明であるが、時期的に

は概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

SU1003(集石遺橋 3)(第 54図 )

R-7グ リッド、調査区】ヒ部中央、SA1002の 東

側に位置する集石遺構である。やや不整形な長楕

円形状の平面形を呈し、規模は長軸1.88m、 短軸0.86m、 深さ0。 1‐9mで南北方向に廷びる。検出状況か

ら遺構内は拳大程度の礫を充填した後、人頭大程度の砂岩礫を列状に並ベーていた可能性がある。SU1002

と同様、SA1002に沿うように検出されており、屋敷境等の区画目的の遺構と考えられるが、建物等の

構造物の基礎の可能性も残る。遺構内からは瓦器片・土師質土器片等が出上したが、いずれも小片であ

るため、実測可能なものは1点だけである。

出土遺物 (第55図 )

86は土師質土器皿である。小片のため詳細は不明であるが、時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半

頃と思われる。

ｍ
ｉ

0              10cm
I      I

第53図 SU1002出土遺物

―
―
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D L=2710m

1.黒褐色 2.5Y3/2 秒質土 (明黄褐色10YR6/6砂質とが10%混 じる。砂
岩礫および土器細片・炭化物をまばらに含む。しまり良し。)

0                        2m

第54図  SU1003平 。断面図

SU1004

L=27.00m――――
―

L=2700m

0                10cm

第55図  SU1003出土遺物

SU1004(集石遺構 4)(第56図 )

Q7グリッド、調査区北部中央、SA1002

の東側に位置する集石遺構である。S01001

(炭窯)に北東部分が一部切られる。楕円

形状の平面形を呈 し、規模は現存で長軸

1.66m、 短軸0.83mで掘り方はほとんどな

い。拳～人頭大程度の砂岩礫が敷き詰めら

れ、何らかの構造物の基礎の可能性 も残

る。遺構内からは瓦器片・土師質土器片等

が出上したが、いずれも小片であるため、

実測可能なものは4点である。

L=26.80m_ ――――L=2680m

愚fξ≧器絶路と臨 と客扇ざ七;ご督昌『;毛電子行ぞ!を畜ど重略 1・

憲fiま 桁暫路
砂質土 (φ -l cm程 度の砂岩礫をやや多く含

0         1m

第56図  SU1004・ 1007平・断面図
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出土遺物 (第 57図 )

87は瓦器椀である。88,89は土師質土器杯で

ある。89の底部は回転糸切 りである。90は東播

系のこね鉢である。口縁端部は上方に拡張され

尖るが、日縁端部の拡張・肥厚は小さい。小片

のため詳細は不明であるが、時期的には概ね12

世紀末～13世紀前半頃と思われる。

SU1007(集石遺構 7)(第 56図 )

P7グ リッド、調査区北部中央に位置する集

石遺構である。楕円形状の平面形を呈し、規模

は現存で長軸82cm、 短軸60cm、 深さ4 cmで ある。

やや崩れているが、拳大程度の砂岩礫を方形状

に組み、区画された内側に直径 2～ 5 cm程度の

砂岩小礫が敷き詰められる。礎石建物等、何 ら

かの構造物の基礎の可能性があるが、詳細は不

明である。周辺の状況から、時期的には概ね12

世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

＼     | ラ″七7

＼

「
¬ 孔

0                10Cm

第57図  SU1004出土遺物

出土遺物

遺構内からは瓦器片・土師質土器片等が出上 したが、いずれも小片であるため、実測可能なものは無

かった。

SU1008(集石遺構 8)(第 58図 )

I・ J2～ 6グ リッド、調査区南部中央を東西方向に延びる溝状の集石遺構である。規模は長さ17.80m、

幅は1,Om前後で深さは10cm程度である。拳～人頭大程度の砂岩礫が敷き詰められるが、規則性は見い

出せない。何 らかの構造物の基礎の可能性 も残るが、SA1001の南側を平行に延びており、屋敷境等の

区画目的の遺構と考えられる。遺構内からは磁器片・瓦器片・土師質土器片・瓦等が出土 した。

出土遺物 (第59図 )

91は龍泉窯系青磁碗である。見込みに沈線が 1条施される。92～ 94は和泉系瓦器椀である。95。 96は

土師質土器である。95は杯で底部は回転糸切 りである。96は鉢と思われるが、詳細は不明である。97・

98は東播系須恵質土器である。97は奏口縁部、98は こね鉢である。99。 100は瓦である。101は碑瓦と思

われる。102は鉄釘である。103は弥生時代の片岩の石庖丁と思われる。多様な遺物が出上 しているが、

時期的には概ね12世紀末～13世紀前半頃と思われる。

―- 378 -―
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L=27.00m

D

SU呵 004

黒褐色   2.5Y3/1 砂質土 (φ =0,5～3cm程度の木炭を多量に含む。
土器細片および砂岩礫をまばらに含む。しまり良し。)

黒色   2.5Y2/1 砂質上 (ψ =0.5～3cm程度の木炭を1よ り多量
に含む。砂岩礫をわずかに含む。)

にぶい褐色 7.5YR5/4 砂質上 (焼土層)

黒色    2.5Y2/1 砂質土 (本炭を一面に含む。)

6

Ｅ
一

ｍ」
〓
２７

一Ｆ

1.

2.

第60図  S01001平・断面図

S01001(炭窯)(第 60図 )

Q・ R-7・ 8グ リッド、調査区北部中央、SA1002の東側に位置す

る。長楕円形状の平面形を呈し、規模は長軸4.88m、 短軸1.74m、

深さ0.26mで、主軸方向はN-45° ―Wである。南から北へ傾斜する

ように掘り込まれ、埋土は多量の炭化物、炭化木等が遺存していた。

基底面には全体にわたり、焼上の拡がりが確認された。基底面およ

び遺構周囲にはSP等の付随する遺構は検出されなかった。検出状

況から焚口部は南側と思われる。遺構内からは瓦器片・土師質土器

片等が数点出上したが、いずれも小片であるため、実測可能なもの

は2点だけである。

＼
＼    | Iヨ■J″托5

0                10cm
l   .  I

第61図 S01001出土遺物
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L=2700m
D

第62図  SX1001・ 1002平 。断面図

SX1001
1.黒掲色 10YR3/2 砂質土 (炭化物およびマ

ンガン粒をまばらに含む。砂岩礫を上面にわ
ずかに含む。しまり良し。)

2.黄掲色 2.5Y5/3 砂質土 (鉄 分 を多 く合
む。下面にも厚さ0,5～ lcm程度の鉄分の堆積
が見られる。)

3.黒褐色 2.5Y3/2 礫層 (φ -1～ 20cm程 度
の礫および上器片を含む。)

4.黒掲色 10YR3/2 砂質土 (炭化物をまばら
に含む。焼上をわずかに含む。)

5.灰黄色 2.5Y6/2 砂質土 (下面に厚 さ0.5

cm程度の鉄分の推積がみられる。)

SX1002
1.黒褐色 10YR3/2砂質土 (ψ =lcm程 度の

砂岩礫および土器片と炭化物をわずかに合
む。)

2.黒褐色 10YR3/2 砂質土 (1に比べ砂性が
やや強い。砂岩礫および上器細片と炭化物を
わずかに合む。)
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出土遺物 (第61図 )

104は和泉系瓦器椀である。高台断面は三角形状を呈する。105は東播系須恵質土器の鉢である。小片

のため詳細は不明であるが、時期的には概ね12世紀後半～13世紀前半頃と思われる。

SX1001(不明遺構 1)(第 62図 )

S-8グ リッド、調査区北部東側、SA1002の北東に位置する遺構である。不整な楕円形状の平面形を呈

し、規模は長軸2.68m、 短軸2.28m、 深さは30cmである。遺構内埋土中には拳～人頭大程度の砂岩礫が

多量に含まれていた。遺構内からは瓦器片・土師質土器片等が出上したが、いずれも小片であるため、

実測可能なものは 5点である。

出土遺物 (第63図 )

106～ 1101ま土師質土器である。106～ 108は杯、109・ 1101よ 皿と思われる。底部の切 り離しは回転糸切

りである。小片のため詳細は不明であるが、時期的には概ね12世紀末～13世紀前半頃と思われる。

SX1002(不明遺構 2)(第62図 )

RoS 7グ リッド、調査区北部東側、SX1001の 南に位置する遺構である。精円形状の平面形を呈 し、

規模は長軸1.92m、 短軸1.72m、 深さは20cmである。遺構内埋土は2層 に分層され、拳～人頭大程度の

砂岩礫が含まれていた。遺構内からは瓦器片・土師質土器片等が出上 したが、いずれも小片であるため、

実測可能なものは 2点である。

出土遺物 (第64図 )

111は瓦器椀である。高台断面は四角形状を呈する。112は東播系須恵質土器の鉢と思われる。小片の

ため詳細は不明であるが、時期的には概ね12世紀末～13世紀前半頃と思われる。

〔`ど===と二EEミBrテ
´
111

8   09

＼
れか三Ξ孝

/

10cm

(  |=二 g==三

=ぢ

)1相  ♀   叫m

第63図  SX1001出 土遺物

第64図  SX1002出 土遺物
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SX1003(不明遺構 3)(第65図 )

R-8グ リツド、調査区北部東側、SX1002の 南に位置する遺構である。不整形な楕円形状の平面形を呈

し、南側はテラス状になつている。規模は長軸2,80m、 短軸2.40m、 深さは42cmで ある。遺構内埋土は

5層 に分層され、拳～人頭大程度の砂岩礫が含まれていた
.。 遺構内からは青磁片・瓦器片・土師質土器

片等が出上している。

く

Ｅ

ｏ
ｏ
．卜
飩
“
コ

ヽ

大

式

SX1003
1.黒褐色

2.黒掲色
3.黒褐色
4.黒掲ヨ
5.に ぶい黄色

第65図 SX1003平 ,断面図

出土遺物 (第66。 67`68図 )

l13～■5は輸入磁器である。1131ま 白磁の壺底部である。高台断面は四角形状を皇する。■4は 同安窯

系の青磁碗と思われる。115は 同安窯系の青磁皿である。■6～ 146は土師質土器である。■6～ 1221ま杯、

123～ 134は皿、135～ 146は小皿である。147～ 157は和泉系の瓦器椀である。器体外面にヘラミガキは無

く、高台・器高とも退化傾向が見られる。158.1開は土師質土器鍋である。160～ 162は東播系須恵質土

器である。外面に格子状のタタキが施されており、亀山系の発と思われる。163～ 165は瓦質土器である。

163は金、164,165は鉢と思わ|れ る。小片のため詳細は不明であるが、外面に平行タタキがみられる。

166は鉄釘である。167は 1石製投弾とみられる。砂岩の円礫を球形に加工している。168は 1弥生時代後期

公
　
　
静
噌咆

＠

4� -      9-/ 
Φ

辱ゼ
υ職す煮

夢~~♂じ

い 27.00mlm

10YR3/2 砂質土 (土器細片および炭化物をまげらに含む。しまりやや悪い。)
10YR3/2 砂質土 (土器細片および炭化物をまばらに含む,粘性やや有り。しまりやや悪い。)

1績鋸訴†臥暮圭産集銘毒ε室静習言響乳γ
R萌砂質上がブロッタ状田雌度混じる。しまり良し♪

2.5Y6/3 砂質土 (下面に厚さ0.5～ lclnで鉄分の推積がみられる。)
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とみられる甕である。瓦器椀等の出土澄物から、時期的に

は概ね12世紀末～13世紀前半頃と思われる。

10cm

第68図 SX1003出土遺物 3
SX1005(不明遺構 5)(第69図 )

MoN-6グ リッド、調査区中央部に位置 し、SA1001と 切 り合 う。長方形状の平面形を呈 し、南側は

テラス状になっている。規模は長軸4.60m、 短軸1,38m、 深さは100cmである。遺構内埋土は3層 に分

層され、拳～人頭大程度の砂岩礫が含まれていた。遺構内からは瓦器片・土師質土器片等が出土 してい

る。

出土遺物 (第 70図 )

169～ 173は土師質土器である。169は杯、170は皿、171～ 1731ま小皿である。底部の切 り離 しは回転糸

切 りである。174・ 175は和泉系の瓦器椀である。176は東播系須恵質土器である。魚住系の甕とみられ、

体部外面に平行タタキがみられる。小片のため詳細は不明であるが、時期的には概ね12世紀末～13世紀

前半頃と思われる。

SX1006(不明遺構 6)(第 71図 )

0-6グ リッド、調査区中央部西側に位置する遺構である。不整形な長方形状の平面形を呈 し、南側は

すぼまり、断面形はテラス状になっている。規模は長軸3。 10m、 短軸1.64m、 深さは76cmである。遺構

内埋土は4層 に分層される。遺構内からは瓦器片・土師質土器片等が出土 しているが、小片のため実測

可能なものは2点だけである。

出土遺物 (第72図 )

177は和泉系の瓦器椀である。1781ま土師質土器の小皿である。小片

のため詳細は不明であるが、時期的には概ね12世紀末～13世紀前半頃

と思われる。

＼
   7

78

0      5cm

―

第72図 SX1006出土遺物
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第69図  SX1005平・断面図

SX1005
1.黒褐色    10YR3/1 砂質土 (φ =2～ 10cmの礫を少量含み

砂岩礫および土器細片を少量含む。)

2.黒褐色    10YR3/1 砂質土 (φ =2～ 1 0cmの礫を1よ り多
量に含む。)

3.暗灰黄色   2.5Y5/2 砂質土 (底部に鉄分が沈澱。)

4.オ リーブ褐色 2.5Y4/4 砂質土 (粘性やや有り。)
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第70図 SX1005出土遺物
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第71図  SX1006平 。断面図

＼ |ツ ＼  472

SX1006
1.黒掲色    2.5Y3/2 砂質土 (明黄掲色の

砂岩礫およびφ=1～ 1 0Cm程 度の礫を少量含
む。)

2.オ リーブ掲色 2.5Y4/3 砂質土 (部分的に黒

褐色2.5Y3/2砂質上がブロック状に混じる。土

器細片およびφ=2 cm程度の礫をわずかに含
む。)

3.黒色     2.5Y2/1 砂質土 (焼土層。炭

化物含む。)

4.黒褐色    2.5Y3/2 砂質土 (炭化物をわ

ずかに含む。粘性ややあり。)

L=26.60m
C

ヽ
1鞠

1   2録

藤
一

一蓄
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SX1007(不明遺構 7)(第 73図 )

J・ KoL-6。 7グ リッド、調査区南部、SA1001の南東に位置する遺構である。東側部分は後世の攪

乱により消失しているが、隅丸方形状の平面形を呈するものと考えられる。規模は現存で、長軸10.Om、

短軸6.Om、 深さ50cmである。遺構北側には人頭大の砂岩角礫が列状に並べられていた。また遺構北東

隅には人頭大の砂岩礫を9個用いて階段状に組まれた石組が検出された。階段状の石紅は内法幅で30cm

を測る。遺構内埋土は13層 に分層され、遺構最下層には鉄分の沈着も確認される。階段状の石組は、土

層の観察および護岸とも考えられる遺構北側の石列の検出状況とも併せて、引水用の水路と捉えうるこ

とから、SX1007は 貯水池のような池状遺構であった可能性がある。

遺構内からは青磁片・瓦器片・土師質土器片・須恵質土器片 。瓦片・鉄製品・鉄津等、多様な遺物が

出上しており、小片も含めると2000点 を超える。これらの遺物は遺構廃絶時に廃棄されたものと思われ

る。

出土遺物 (第秘～80図 )

179～ 289は 土師質土器である。179～ 212は杯である。213～ 259は 皿である。260～ 2861ま 小皿である。

287・ 288は金、289は 鍋である。290・ 291は 須恵質土器である。2901よ 壺底部と思われる。291は東播系

の甕体部と思われる。292は瓦片で外面に布目が見られる。293は白磁の端反の碗である。見込みおよび

体部内面に沈線が巡る。294～ 296は青磁碗である。294・ 295は龍泉窯系、296は 同安窯系である。297～

306は和泉系の瓦器である。297～304は椀、305。 306は小皿である。307～ 320は 瓦である。307は軒平で

瓦当には唐草文が施されている。321は不明土製品、322は滑石製の石鍋である。鍔下に穿孔がある。323

～372は鉄器 。鉄製品である。3231ま 刀子 (小刀)である。324は刀子である。325～363は錢・釘類であ

る。364～ 370は不明鉄製品である。371。 372は 鉄淳 (ス ラグ)である。SX1007の 廃絶時期は出土遺物

から、概ね13世紀前半頃と思われる。

SX1008(不明遺構 8)(第 81図 )

K・ L・ M3・ 4グ リッド、調査区南部、SA1001の南西に位置する遺構で、SX1007と 対を成すよう

なあり方で出土している。東側部分はSD1002に 接する。隅丸方形状の平面形を呈し、規模は現存で、

長軸9.Om、 短軸6.Om、 深さ58cmである。遺構北東隅には人頭大の砂岩角礫 4個が列状に並べられてい

た。遺構内埋土は8層 に分層され、遺構最下層には鉄分の沈着も確認される。土層の観察および護岸と

も考えられる遺構北東隅の石列、SD1002と の位置関係とも併せて、SXloo8は SX1007と 同様、貯水池

のような池状遺構であった可能性がある。遺構内からは青磁片・瓦器片・土師質土器片 。須恵質土器

片・瓦片 。鉄製品 。鉄津等、多様な遺物が出土しており、これらの遺物は遺構廃絶時に廃棄されたもの

と思われる。
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第73図  SX1007平・断面図

鶴
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D L=26.30m

8.にぶい黄褐色 10YR4/3砂質土 (褐色10YR4/40質土とφ=0.3-2m大の要を合
む。銀分の沈着が少量みられる。消性まれに有り。しまり有り。)

9.にぷい黄褐色 10YR4/3砂質土 似黄褐色10YR4/20H土 が部分的に混じる。φ=

Ю.慾落遭
汚m六の

意 く塩 製 似責掲釦ⅣR4/20質土とにがい黄褐御ⅣMね
砂質土を部分的に含む。鉄分の流着若干有りⅢφ=2 cm大 の礫を少量含む。粕性若干

を
融 覇 鍵 燦    箱 離

れる。猫性若干有り。)
13.掲色    10YR4/4砂買土 (にぶい黄掲色10YR4/3D質土を含む。φ=0・ 3-

7 cm大の礫を若干含む。鉄分の沈着が若千みられる。)
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7

ヨ

‐

ト

ー

ム

カクラン

SX1008
1.黒褐色 2.5Y3/2 砂質土 (オ リーブ褐色2.5Y4/3砂質上が部分

的にブロック状に混じる。包合層の上面と同じレベルから入って
おり客土・カクランの上とも考えられる。φ=3～ 5 cm程 度の礫
をまばらに含む。土器細片を極少量含む。)

2.黒褐色 2.5Y3/2 シル ト (粘性有り。しまり有り。)

3.黒掲色 2.5Y3/2 砂質上 (明資褐色の砂岩礫を一面に含む。■
器細片 。炭化物を極少量含む。)

D L=26.50m

黄灰色    2.5Y5/1 砂質土 (全面に鉄分を50%程度含む。)

暗掲色    10YR3/4 シル ト (粘性有り。しまり有り。)

黄掲色    2.5Y5/6 砂質土 (下面に厚さ0.5cm程度の鉄分
の沈殿層がみられる。)

黒掲色 2.5Y3/2 砂質土 (明黄褐色の砂岩礫を一面に含むe

上面に切れ切れに鉄分の沈澱層有り。)

3.オ リーブ掲色 2.5Y4/3 砂質土 (上器細片をわずかに含む。ψ=
5～ 1 0cm程 度の礫を一面に合む。)

第81図 S� 008平・断面図
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出土遺物 (第82図 )

373～ 381は土師質土器である。373～375は杯、376・ 377は皿、378～ 381は小皿である。底部の切り離

しは回転糸切りである。382は瓦器椀の底部である。383は土師質土器の鋼である。384。 385は東播系須

恵質土器の奏体部と思われる。384は魚住系、385は亀山系である。386は 輔の羽口である。387は不明鉄

製品である。これらの出土遺物からSX1008の 廃絶時期は、概ね13世紀前半頃と思われる。
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包含層出土遺物 (第83～ 94図 )

遺構内以外にも多くの遺物が出上している。包含層出土遺物には弥生時代後期～室町時代後半頃まで

時期幅が見られるが、主体となる時期は鎌倉時代後半頃、12世紀後半～13世紀後半頃となっている。

388～ 390。 392・ 393は 白磁の壷である。391は白磁の合子である。394～ 418は青磁でいずれも碗である。

417・ 418は同安窯系、それ以外は龍泉窯系である。419～422は国産陶 。磁器である。423は滑石製石鍋

である。424～434は瓦器である。いずれも和泉系と思われる。424～ 432は椀、433は小皿である。434は

皿と思われる。435～437は瓦質土器である。435は橋鉢である。436・ 437は釜の脚である。438は土師質

土器椀である。439～465は土師質土器杯である。466～ 5121ま 土師質土器皿である。513～ 529は 土師質土

器小皿である。底部の切り離しは回転糸切りである。530～ 533は 土師質土器釜である。532は 口縁部 。

体部が直線的に屈曲する。534～ 538は 土師質土器鍋である。539は 土師質土器羽釜の鍔部である。540～

5441ま 土師質土器釜の脚部である。545～ 5621ま 東播系の須恵質土器である。545～ 550は 甕である。M5～

弘91よ 魚住系、550は亀山系と思われる。551～ 562は鉢で、558・ 5601ま 片口鉢である。563～ 572は 瓦であ

る。表面には粗い布目が見られる。573は チャートの剥片である。端部がやや潰れており、火打ち石と

思われる。574は 石製投弾と思われる。砂岩の円礫を球形に加工している。575は扁平な砂岩円礫である。

周縁に敲打痕がみられ敲石と思われる。576は須恵器の杯身である。577は須恵器の高杯脚部である。時

期的には6世紀後半頃と思われる。578は須恵器の杯と思われる。時期的には9世紀頃と思われる。579

～670は 鉄器・鉄製品である。579・ 580は 刀子、581は 聾などの工具類と思われる鉄製品である。582～

670は鉄釘である。671～ 675は不明鉄製品、676～ 684は 鉄津 (ス ラグ)である。
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(4)ま とめ

調査地点は、浄土寺が所在していたとされる伝承や浄土寺という地名も残る場所ではあるが、文献資

料等にはその記載はみられず、伽藍配置・規模はもとより所在地や存続時期等は一切不明であつた。

調査の結果、12世紀後半～13世紀前半頃を中心として集落が展開していたことが確認された。本調査

区内からは、 3棟の掘立柱建物跡 (SA1001～ 1003)が確認できた。この3棟はほぼ同時期に並存して

いたものと考えられる。このほか、SA1001の南側で東西に対を成すように出土した池状遺構 (SX1007

・1008)、 また境等の区画機能を持つと思われる集石遺構 (SU1008)な どが確認された。

池状遺構としたSX1007・ 1008は SA1001の南側で東西に対を成すように出土しており、庭園を意識

した配置と捉えることもできる。この遺構が伝承の浄土寺に関連するものと考えるならば、寺院内に造

営された庭園であつた可能性も残る。

SA1001の南側に東西に延びる集石遺構は、暗渠などの水利施設あるいは何らかの構造物の基礎と思

われる。遺構の広がりは東側が密になっており、調査区外東側あるいは北側の阿讃山脈南麓の尾根方面

に集落が展開している可能性がある。今回の調査では、寺の存在を直接的に示す遺構・遺物は確認でき

なかったが、遺構 。遺物の出土状況から寺院あるいは寺院に関連する付帯施設、もしくは門前市のよう

な集落であつたことも考えられる。調査区内からは、鉄釘類などの製品の出土や鉄淳・羽口等の鍛冶 。

鋳造関連の遺物も出ており、近隣に生産遺構あるいは寺院の造営に関わつた集団の存在も示唆される。

今回の調査では、これまで不明であつた「浄土寺」の様相が窺えられるものと期待された。しかし、

遺構の出土は希薄であったため、具体相を明らかにするには至らなかった。調査区南側の地点において

区画目的と考えられる集石遺構が検出されたが、寺院に直接的に結びつく遺構や伽藍配置は不明であ

る。しかしながら、白磁・青磁等の輸入磁器が一定量まとまってみられることから、一般的な集落とは

異なる施設・集落が展開していた可能性が示唆されるが、寺院の存在の積極的な裏付けを欠く。

また調査区北東部からは若子の弥生土器が出土した。時期的には弥生時代後期前半頃と思われ、調査

区の北側あるいは東側に集落が展開する可能性がある。
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浄土寺遺跡

第 1表 出土遺構一覧表

SA1001

遺 構 名 グリツド 平 面 形 態 断 面 形 態 長 軸 (cm) 短 軸 (cm) 深 度 (on) 備  考

SA1001 L～ N4～ 6 四 角 形 状 920 平均 深 度
26

EP-1 N-6 円 形 U字 状

EP-2 N-6 円 形 四 角 形 状

εP-3 N-5 楕 円 形 状 四 角 形 状

EP-4 N-5 楕 円 形 状 浅 い D字 状

EP-5 N-5 円 形 U字 状 30 30

EP-6 N-4・ 5 円 形 D字 切犬 34 20

EP-7 N-6 円 形 D字 状 24

EP-8 N-6 円 形 浅 い D字 状 44

EP-9 N-5 円 形 D字 状

EP-10 N-5 楕 円 形 状 D宇 状

EP-11 N-4 楕 円 形 状 U字メ犬

EP-12 M-6 円 形 D字】犬

EP-13 さッI-6 円 形 U字 粥犬

EP-14 さvI-5 円 形 逆 台 形

EP-15 WI-5 楕 円 形 状 四 角 形 状

EP-16 N-4 楕 円 形 】犬 D字 状

EP-17 M-6 円 形 U字 状

EP-18 江ヽ-5'6 円 形 不 整 形

EP-19 1ヽ-5 円 形 D字 状

EP-20 WI-5 円 形 四 角 形 状 29

EP-21 1ヽ-4 楕 円 形 状 D字】犬 38

EP-22 L-6 円 形 D字 状

EP-23 L-5 楕 円 形 状 戌 い D字 状 28 13

EP-24 L‐ 江ヽ 5 楕 円 形 状 D字 状 42

EP-25 W【 4 円 形 D宇 状

EP-26 江ヽ 4 円 形 U字 状

SA1002
遺 構 名 グリッド 平 面 形 態 断 面 形 態 長 軸 (cm) 短 軸 (cm) 深 度 (cm) 備  考

SA1002 QR5～ 7 四 角 形 状 680 平均 深 度
22.3

EP-1 R-5 楕 円 形 状 U字 状 52

EP-2 R-6 楕 円 形 状 不 整 形 56 26

EP-3 R-6 円 形 逆 台 形 状

εP-4 R-7 円 形 D字 粥犬 38 22

EP-5 R-6 楕 円 形 状 不 整 形 24

EP-6 R-6 円 形 D字 状 34 32

EP-7 R-7 円 形 不 整 形 32 13

EP-8 R-5 円 形 逆 台 形 状

EP-9 R-6 円 形 U字メ犬 31

EP-10 R-6 円 形 D字 引犬

EP-11 R-7 円 形 D字 研犬

EP-12 Q-6 楕 円 形 状 D字 状

EP-13 Q-6 円 形 不 整 形

EP-14 Q-7 円 形 D字 状

SA1003

遺 構 名 グリッド 平 面 形 態 断 面 形 態 長 軸 (cm) 短 軸 (cm) 深 度 (cm) 備  考

SA1003 P‐ Q-6～ 8 四 角 形 状 530 平均 深 度
27 7

EP― l Q-7 楕 円 形 状 U字 状

EP-2 Q-7 円 形 四 角 形 状

EP-3 Q-8 円 形 D字 粥犬

EP-4 Q-7 楕 円 形 粥夫 逆 台 形 状

EP-5 Q7 円 形 D字 状

EP-6 P・ Q-7 円 形 四角 形 状

EP-7 P-6 円 形 逆 台 形 状

EP-8 P-7 楕 円 形 状 U字メ犬 36

EP-9 P-7 円 形 U字 状 38

EP-10 P-6 楕 円 形 状 逆 台 形 状 63

EP-11 P-7 円 形 不 整 形

EP-12 P-7 円 形 D字 状
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SD

遺 構 名 グリッド 平 面 形 態 断 面 形 態 長 軸 (cm) 短 軸 (cm) 深 度 (cln) 備  考

SD1001 L-7 不 整 楕 円形 D字 状 270 138

SD1002
A` M4 細 長 い溝 状 浅 い D字 状

850

44 6

SD1002
C‐D L・ 1ヽ4 細 長 い 溝 状 逆 台 形 状 56

SD1002
EF L-4 不 整 楕 円 形 D字 状 146

SD1002
GH K-4・ 5 不 整 楕 円 形 D字 状

SD1002
1J K-4・ 5 細 長 い 溝 状 浅 い D字 状 226

SD1002
KL J-3・ 4 組 長 い 溝 状 浅 い D字 状 7

SD1002
Mぶ J-3・ 4 細 長 い 溝 状 浅 い D字 状 133 11

ゆＯ・Ｐ
I-3 4 細 長 い 溝 状 浅 い D字 状 縛

SD1002
Q―R H-3・ 4 細 長 い 溝 状 浅 い D字 状 160

SK

遺 構 名 グリッド 平 面 形 態 断 面 形 態 長 軸 (cln) 短 軸 (cln) 深 度 (clYl) 備  考

SK1001 T-8 楕 円 形 状 浅 い D字 状 100 60

SK1002 Q-8 長楕 円 形 状 浅 い D字 状

SK1003 O・ P-7 方 形 状 四角 形 状 80

SK1004 O-7 不 整 形 な
四角 形 状

四 角 形 状 整

SK1005 O-7 隅 丸
長 方 形 状

逆 台 形 状

SK1006 O-7 隅丸 方 形 状 逆 台 形 状

SK1007 O-8 円 形 D字 状 56

SK1008 N・ O-7 長 方 形 状 浅 い D字 状 226

SK1009 N-8 不 整 形 な
隅丸 方 形 状

D字 状

SK1010 M-7 長 楕 円形 状 不 整 形

SK1011 N-6 長 楕 円形 状 D字 状 104 34

SK1012 N-4 不 整 形 な

楕 円 形 状
不 整 形 158

SK1013 【-5 楕 円形 状 D字 状 105 75

SK1014 S-7 四 角 形 状 四角 形 状 24 一 部 削 平 。
弥 生 。

SK1015 S-9 楕 円形 状 逆 台 形 状 弥 生 。

SK1016 T-8 楕 円 形 状 不 整 形 20 弥 生 。

SK1017 T-7 楕 円形 状 四 角 形 状 74 28 弥 生 。

SK1018 S-7 楕 円 形 状 逆 台 形 状 弥 生 。

SK1019 S-7 楕 円 形 状 逆 台 形 状 74 弼 弥 生 。

SP

遺 構 名 グリッド 平 面 形 態 断 面 形 態 長 軸 (cln) 短 軸 (cln) 深 度 (cln) 備  考

SP1001 たヽ-10 半 円 形 状 D字 状

SP1002 V-10 半 円 形 状 逆 台 形 状

SP1003 U-6 円 形 逆台 形 状

望 1004 U-6 円 形 U字 状 28

SP1005 U-6 円 形 逆 台 形 状 40 24

SP1006 U-6 円 形 逆 台 形 状

SP1007 U-9 円 形 逆 台 形 状

SP1008 U-9 円 形 U字 状

SP1009 U-9 円 形 四角 形 状

SP1010 U-9 円 形 D字 状

SP1011 T-9 円 形 逆 台 形 状

SP1012 T-9 円 形 不 整 形

SP1013 T-9 楕 円形 状 D字】犬 30

SP1014 T-8 楕 円 形 状 逆 台 形 状 36

SP1015 S-8 円 形 逆 台 形 状 30

SP1016 S-9 円 形 逆 台 形 状 43

SP1017 S-8 円 形 U字 状

SP1018 S-8 円 形 逆 台 形 状

SP1019 S-8 円 形 逆 台 形 状

SP1020 S-7 円 形 D字 状

SP1021 R-9 円 形 D宇 状
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遺 構 名 グリッド 平 面 形 態 断 面 形 態 長 軸 (cm) 短 軸 (t‐m) 深 度 (cm) 備  考

SP1022 R-9 円 形 D字 状

SP1023 R-9 円 形 D字 】大

SP1024 R-9 円 形 D字 状

SP1025 R-9 円 形 D字 粥犬

SP1026 R-9 円 形 D字】犬

SP1027 Q-9 円 形 D字 状

SP1028 Q-9 円 形 D字 状

SP1029 Q-9 円 形 D字 状 44

SP1030 R-9 円 形 U字 状

SP1031 R-7 円 形 D字メ犬

SP1032 R-7 円 形 U字 切犬

SP1033 Q-8 円 形 U字】犬

SP1034 Q-8 円 形 D字 状 17

SP1035 Q-8 円 形 D字 状

SP1036 Q-8 円 形 D字】犬

SP1037 Q-9 円 形 逆 台 形 状

SP1038 Q-8,9 円 形 D字】犬 30

SP1039 Q-8 円 形 U字 状

SP1041 R-7 楕 円 形 状 D字 状 42

SP1047 R-6 円 形 D字 状

SP1056 欠番 。

SP1057 欠 番 。

SP1058 欠 呑 。

SP1059 欠番 。

SP1060 欠 番 。

SP1061 Q-7 円 形 D字 状

SP1062 Q-6 円 形 D字 粥犬

SP1063 R-7 円 形 逆 台 形 状

SP1064 R-6 円 形 D字 状

SP1065 R-6 円 形 D字 状

SP1066 R-5 円 形 浅 い D字 状

SP1067 R-6 楕 円 形 状 不 整 形

SP1068 Q-6 円 形 D字】犬

SP1069 Q-6 円 形 逆 台 形 状

SP1070 Q-6 楕 円 形 状 不 整 形

SP107ユ Q-6 円 形 逆 台 形 状 24

SP1072 Q-6 円 形 逆 台 形 状 6

SP1073 Q6 円 形 逆 台 形 状 8

SP1074 Q-6 円 形 浅 い D年 状 7

SP1075 Q-6 円 形 U字 状

SP1077 Q-9 半 円 形 状 D字 状 トレンチに切られる。

SP1078 Q-9 円 形 D字メ犬

SP1079 Q-9 楕 円 形 状 不 整 形

SP1080 Q-8 円 形 D字 J犬 28

SP1081 Q-8‐ 9 楕 円 形 状 D字 引犬

SP1082 Q-9 円 形 D字 状

SP1083 Q-9 半 円 形 状 四 角 形 状 側溝 に切 られる。

SP1084 Q-9 楕 円 形 状 逆 台 形 状

SP1085 Q-9 円 形 D字 状 26

SP1086 Q-6 円 形 浅 い D字 状 24

SP1089 Q-7 円 形 D字】犬 30

SP1090 Q-7 円 形 四 角 形 状 21

SP1091 Q-7 ほ ぼ 円 形 D字 研夫

SP1092 Q-7 ほ tま円形 逆 台 形 状

SP1093 Q-6 楕 円 形 状 四 角 形 状

SP1094 Q-6 円 形 D字メ犬

SP1095 Q-6 円 形 D字 粥犬

SP1097 Q-7 円 形 D字 状

SP1098 Q-7 不 整 楕 円 形 状 逆 台 形 状

SPl100 Q7 円 形 D字 状 30

SPl101 Q-7 円 形 不 整 形

SPl102 P-7 円 形 U宇メ犬

SPl103 P-67 楕 円 形 状 逆 台 形 状

SPl104 Q-8 円 形 不 整 形

SP Q-8 楕 円 形 状 不 整 形

SP P‐ Q-7 円 形 浅 い D字 状 6

SP P-9 半 円 形 状 D字 引犬
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遺 構 名 グリッド 平 面 形 態 断 面 形 態 長 軸 (C14) 短 軸 (clll) 深 度 (cln) 備  考

SPl108 P-9 円 形 D字】犬 %

SPl109 P-9 円 形 四 角 形 状

SPll10 P-9 円 形 U字 剪夫

SPllll P-9 円 形 D字 状

SPll12 P-8 円 形 D字 状

SPll13 P-8 円 形 D字 状 20 17

SPll14 P-8 円 形 U字 状

SPll15 欠 番 。

SPll16 P-8 円 形 D字 状 28

SPll17 P-8 円 形 D字 状

SPll18 P-8 円 形 D字 状

SPll19 P-8 円 形 U字 状 24

SPl120 P-9 円 形 不 整 形

SPl121 P-9 楕 円 形 状 D字 状

SPl122 P-8 円 形 浅 い D字 状

SP P-8 円 形 D字 状

SP P-8 円 形 逆 台 形 状

SP 125 P-8 円 形 U字 状 44

SP P-8 円 形 D字 状 30

SP 127 P-8 円 形 D字 状

SP 128 円 形 U字 状

SP P-8 円 形 U字 状 34

SP 130 P-8 円 形 U字 状

SP P-8 円 形 U字 状

SP 132 P-8 円 形 D字 状

SP P-8‐ 9 円 形 D字 状

SP P-8 円 形 逆 台 形 状

SP P-8 円 形 浅 い D字 状 30

SPl136 P-8 円 形 四 角 形 状 30 斃

SPl137 P-8 円 形 D字 状 30

SPl138 O-8 円 形 D字 状 30

SPl139 O-8 円 形 不 整 形

SPl140 O-8 円 形 D字 状

SPl141 O-8 円 形 逆 台 形 状 SPl140に切られる。
SPl142 O-8 円 形 D字 状

O-8 円 形 D字 状

SP O-8 円 形 D字 状

SP O-8 円 形 四 角 形 状 24 2ユ

SP O-8 円 形 浅 い D字 状

SP O-8 楕 円 形 状 不 整 形

SP O-8 円 形 四 角 形 状

SP O-8 円 形 逆 台 形 状 40

SP P-8 円 形 D字 状 36

SP P-7 円 形 逆 台 形 状

SP Q-7 精 円 形 状 不 整 形

SP 154 P-7 円 形 D字 粥犬

SP P-7 円 形 D字 状 14

SP P-7 円 形 四 角 形 状

SP P-7 円 形 不 整 形

SP 160 P-6 円 形 浅 い D字 状

SPl161 P-6 円 形 不 整 形 2

SP 62 P-6 円 形 不 整 形 5

SP P・ Q-6 円 形 四 角 形 状

SPl164 P-6 円 形 D字 状 28

SPJ P-7 楕 円形 状 D字 状 40

SPユ P-7 円 形 D字 状

SPl168 P-7 精 円 形 状 U字 状 40 34

SPユ P-7 円 形 D字 状 36

SPユ O-7 円 形 浅 い D字 状 50

SPユ P-7 円 形 不 整 形

SPユ 72 O-7 円 形 U字 状

SPユ 74 P-7 楕 円 形 状 不 整 形 52 40

SP P-7 円 形 U字 状

SPl 76 P-7 円 形 D字 状 斃

SPl177 P-7 円 形 四 角 形 状

SPl178 P-6・ 7 円 形 D字 状

SPl179 P-6・ 7 円 形 U字】犬
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遺 構 名 グリッド 平 面 形 態 断 面 形 態 長 軸 (cln) 短 軸 (cm) 深 度 (cm) 備  考

SP 180 P-6・ 7 円 形 U字 状

SP P-6 円 形 U字 状

SP P-7 円 形 U字 状 46

誠 P-6 円 形 逆台 形 状

SP O-6 円 形 U写引大

SP 185 円 形 浅 い D字 状

SP L-4 楕 円 形 状 逆台 形 状

SP L-5 円 形 D字 状

SP 欠 香 。

SP P-6 円 形 D字 状

SP 190 P-6 円 形 D字 状

SP P-6 隅 九 長 方 形 状 不 整 形 58

SP P-6 円 形 浅 い D字 状

SP 円 形 D字 引犬

SP 194 P-6 楕 円 形 状 U字 状 53

SP P-5 円 形 逆 台 形 状

SP O-6 円 形 D字 状

SP O-6 円 形 不 整 形

SP O-6 円 形 D字 状

SP 199 O-5 円 形 不 整 形

SP [200 O-5 円 形 四 角 形 状

SP 201 O-6 楕 円 形 状 D字 状

SP 202 O-6 楕 円 形 状 D字 状

SP [203 O-7 楕 円 形 状 D字 状

SP 204 O-7 楕 円 形 状 D字 状

SP 205 O-7 円 形 D字 状

SP [206 O-7 楕 円 形 状 D字 状

SP 207 O-7 円 形 不 整 形

SP 208 O-7 円 形 U字 状

SP [209 O-7 円 形 D宇 状 割

SP 0 N-7 円 形 D字 】大

SP 1 O-6 円 形 不 整 形 艶

SP 2 O-6 円 形 D字 状

SP 3 O-6 隅 九 方 形 状 四 角 形 状 9

SP 4 O-6 楕 円 形 状 逆 台 形 状

SP 5 O-6 円 形 逆 台 形 状

SP 6 N-6 楕 円 形 状 浅 い D字 状

SP 7 N-6・ 7 楕 円 形 状 逆 台 形 状

SP 8 N-7 円 形 U字 状

SP 9 N・ O-8 円 形 逆 台 形 状

SP 220 N‐ O-8 円 形 逆 台 形 状

SP N-8 円 形 D字 状

SP 222 N-8 円 形 D字 状 25

SP 223 N-7 円 形 U字 状

SP 224 N-8 円 形 D宇 状

SP 225 M8 円 形 浅 い D字 状

SP 226 M8 楕 円 形 状 D字 状 26

SP 227 M7 楕 円 形 状 不 整 形

SP 228 �17 円 形 不 整 形

SP 229 W17 円 形 不 整 形 20

SP M7 円 形 D字 状 20

SP ふ江 7 円 形 D字 状

SP 232 M・ L-7 円 形 D字 状

SP O-6 楕 円 形 状 不 整 形

SP 234 �17 円 形 不 整 形

SP 235 L-7 楕 円 形 状 不 整 形

SP 236 N-7 楕 円 形 状 逆 台 形 状

SP N-6 円 形 浅 い D字 状

SP 238 N-7 楕 円 形 状 不 整 形 ワ %

SP 239 N-6 楕 円形 状 浅 い D字 状 8

SP 240 N-6 楕 円 形 状 不 整 形 9

SP 241 N-6 楕 円 形 状 D字 状 26

SP 242 N-5 円 形 不 整 形 20

SP 243 N-5 円 形 U字 状 30

SP 244 N-5 円 形 D字 状

SP 245 N-4 円 形 D字】犬

SP %6 N-5 円 形 四 角 形 状 24
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遣構 名 グリッド 平 面 形 態 断 面 形 態 長 軸 (cln) 短 軸 (cln) 深度 (cln) 備  考

SPl%7 N-5 円 形 U字 状

SP1248 M-5 円 形 D字 状

SPl蟄 9 WI-6 円 形 D字 状

SP1250 1ヽ-6 円 形 D字 状

SP125ユ M-6 円 形 D字 状 艶

SP12ワ 1ヽ-5 ほ lr円 形 不 整 形

SP1253 M-6 円 形 不 整 形

SP12望 M-6 円 形 浅 い D字 状

V1255 M-6 円 形 D字 状

SP1256 N-4 円 形 U字 状

SP1257 N-4 円 形 U字 状

SP1258 N-4 円 形 U字 状 レ

SP1259 N-4 楕 円 形 状 D字 J犬

SP さvI-4 楕 円形 状 D字 状 28

SP M-4 不整 楕 円形 状 逆 台 形 状 63 33

SP 262 M-4 円 形 U字 状

SP 263 1ヽ-4 円 形 不 整 形

SP 264 M-4 円 形 逆 台 形 状 23

SP 265 欠番 。

SP 266 欠 番 。

SP 267 L-5 楕 円 形 状 浅 い D字 状

SP 268 L-6 円 形 D字 状

SP 269 L-5 円 形 D字 状 20

SP 270 欠番 。

SP 271 K-5 円 形 不 整 形

SP 欠 番 。

SP 273 �14 円 形 逆 台 形 状 ro6

SP1274 I‐ 3 楕 円 形 状 浅 い D字 状 78

SP1275 I-3 円 形 D字 状

SP1276 円 形 逆 台 形 状 「D3

SP1277 円 形 D字 状 22

SP1278 I-4 楕 円 形 状 D字 状 28

SP1279 I-4 円 形 D字 状 20

SP1280 I-4 円 形 浅 い D字 状

SP1281 H-6 楕 円 形 状 浅 い D字 状

SP1282 H-6 円 形 逆 台 形 状

SU

遺 構 名 グリッド 平 面 形 態 断 面 形 態 長 軸 (cm) 短 軸 (cln) 深 度 (cm) 備  考

SU C101 欠 審 。

SU 002 S-6 7 長 楕 円 形 状 浅 い D字 状 124 20

SU 003 R-7 不 整 楕 円 形 状 浅 い D字 状 86

SU 004 Q-7 楕 円 形 状 浅 い D字 状 82 6

SU CX15 久 番 。

SU 006 欠番 。

SU 007 P-7 楕 円 形 状 浅 い D字 状 60 4

SU 008 I・ 」-2--6 長 楕 円 形 状 逆 台 形 状 120

SO

遺 構 名 グリッド 平 面 形 態 断 面 形 態 長 軸 (cm) 短 軸 (cln) 深 度 (cm) 備  考

S0100ユ Q・ R-78 長 楕 円 形 状 逆台 形 状 22

SX

遺 構 名 グ リ ッ ド 平 面 形 態 断 面 形 態 長 軸 (m) 短 軸 (m) 深 度 (cm) 備  考

SX1001 S-8 不 整 精 円 形 状 D字 状 2.68 2 28

SX1002 RS-7 楕 円 形 状 D字 状 1.92 1 72

SX1003 R-8 不 整 形 な

楕 円 形 状
D字 状

SX 004 Q・ R-7・ 8 隅九 長 方 形 状 逆 台 形 状 4.88 1 74

SX MN6 長 方 形 状 D字 状 1_38 100

SX1006 O-4 不 整 形 な

長 方 形 状
テ ラ ス 状 1 64 76

SX1007 J^ヤ L-6・ 7 隅 九 方 形 状 逆 台 形 状 10.0 50

SX1008 K～ M-34 隅 丸 方 形 状 逆台 形 状 9,0 6 0 58
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第 2表 出土遺物観察表

弥生土器

鰐
融需

器  種

(cm)

径

ｊ帥

底

く
鰤雌径ω

高
，

高
存

帥

器
残
く (cm)

″

成

有含

組

帷齢

外 百 :タ タ■ (2余 /cm)
の ちハ ケ (ユ 2条/m)。

条/cm)の ちユ ビオサ ニ

(12条/cm)の ちユ ピ オ

芸

晶

赤

結

　

粒

英

　

岩

斑

石

母

片

色

面

橙

面

澄

外

黄

内

黄
付着 。

かに内習 しなが ら立
タ タ■ (2粂 /cm)。 体 下
音Fタ タ■ (2条 /cm)の ち

内 面 :口 縁 部 ハ ケ (9
条/cJ)。 体 部 ケ ズ リの

雲

色赤

石

　

粒

長

野

斑

勢
Й 帷獅

体 部 内暫 しなが ら立
面

夕

面

へ
上

外

部

内

部

以
ケズ リ("言 12c血

雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑

橙

橙

画

面

外

内

脚
И

体 部 内彎 しなが ら立 外 面 :橙

鉢
И 脚

麟 て綴 や か に内暫 しな
ユ

ｏ
の

ア

ガ
ズ

ち

ミヽ
ケ

のエ

画

面

サ

外

内

オ 内面 :明 桐

体

１０

全

ツ 帷
購

面

面

外

内
タタキ (34_/cT.。
ハケ (9条/cm)。

タト面 :澄

丸底 。 体 奮ヽ 内管気 味

条/cm)。 底 部 ナデて

委

色赤

英

　

粒

石

母

斑

螂
Й

ハ ケ (8条/cm)。 雲

色赤

石

　

粒

長

母

斑

制
黎

工のちハケ(12条/cm)。

部ハケ (12条 /m)。

晏

品結

英

　

岩

石

母

片

ぶ

　

ボ

面

　

面

外

橙

内

橙

都 ナ デ。ハ ケ (16余/14

都 ハ ケ (5粂 /m)。

デ

デ

画

面

外

内

蟹

晶

赤

結

　

粒

英

　

岩

班

石

母

片

色

体

１０

下

全

フ

以

体 部 内 I・4し なが ら立

cm)。

cm)。

雲

色赤

楽

　

粒

石

母

斑

橙

投

☆

画

面

外

内

体部 内彎 しなが ら立
タト面 :タ タキ (3条ω
のちハケ (9条 /c4)。

雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑

小 さな平 底 。外 部 内
管 しなが ら立 ち上 が

雲

色赤

英
　

粒

石

母

斑

画

掲

面

褐

外

黄

内

責

外 面 :体 部 タ タ キ (3

び る。 脚 部外 下 方へ

面

テ

面

デ

外

ナ

内

ナ

澄

湾

画

面

外

内

面

工
面

外

サ

内

画

　

面

外

橙

内

橙

SA(土器 )

鰐
触謗

部

径

ｊ

大

ｃｍ

体

址

く (cm)
(脚柱 )

(m)

高

，

高

存

ｃｍ

器

残

く

物

成

布含

組

土師 質
雲

品

赤

結

　

粒

英

　

岩

斑

石

母

片

色

面

面

橙

外

内

黄
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報告暮
残 存 事

部
径
＞

大
ｍ

体
最
く

径

，ｍ

底

く
螂雌径ω

高
メ

高
存

甑

器
残
ぐ

擁  考

鰐紳期
嚇齢 く収 め る。底 部 露 胎 。

外 面 :ナ デの ち施 釉 。

レ

ウ
　

赤

グ

ラ

　

い

釉

ブ

　

が

鉄

の
　

に

み

釉

イ

ン
胎

褐

体 に 砂 子 を

都

Ю

脚

４
条。 ナ ア の ち施 釉 。 底

内面 :ナ デの ち施 釉 。
胎 :に ぶ い赤

鰐勘卵
都

お

脚

３ 帷螂
条。 ナ デ の ち施 釉 。 底

ら

の
　

赤

く

み

　

い

釉

イ

ン

ぶ

鉄

レ

ウ

に

‥
グ

ラ

釉

い
ブ

胎

褐

ふ つた様 に見

期端皿
/1部 体 部 外 上 方 に 延 び

転部底デ

　

テ

ナ

ｏ
ナ

面

切

画

外

糸

内

ぶ

　

ボ

画

　

面

外

橙

内

橙

主 師 質
終 部 外 上 方 に 廷 び

底 部

体 部外 上方 へ外 反 し

り、 口縁 瑞 部 を丸 く

外 画 :ナ ア。底 部 回転
橙

橙

面

面

外

内

帥撃利
鉢
レ 回線．鰤

蜜

色赤

英

　

粒

石

母

斑

が

橙

に

面

画

外

内

澄

期器利
嚇鰤

体 部外 上方 へ 内彎気
味 に開 き、 回線 瑞 部 外 面 :ナ デ。底 部 回転

土 師質

回線、鰤
が ら外 上方 へ 開 き、

SD(土器 )

報告書
掲載

(fI )
都
簿ω

体
最
く (ct)

螂雌径ｍ
高
メ

高
存

ω

器
残
く (甑 )

物

成

右含

組

口経 部

面

。

。
面

外

条

工
内

雲

晶

赤

結

　

粒

英

　

岩

斑

石

母

片

色

面
面

ｏ

外
内

明
タ タキ。単 位 不

雲

色黒

英

　

粒

石

母

斑

SK(土器 )

縮
脚器

残存 率
(伽 )

部
径

，
大
硼

体
疑
く

径
＞ω

底
く

螂雌径ω
高
ｊ

南
存

ｍ

器
残
く

その他の

(cI)

物

成

舗

艇

蜘И

体 部外 上 方 に内彎 じ
橙

橙

黄

黄

面

面

外

内

蜘器利
糸 切 り。

母  結 晶 外 画 :浅黄橙

勲器皿
橙

橙

画

面

外

内
燒成 良好 。

期撃獅
蜘い

体 部 り、 口緑 鶏 部 を丸 く

雲

色赤

英

　

粒

石

母

証

頼器利
口縁、齢

なが ら短 く立ち上が

4Rめ る。

外 面 :ナ デ。底 部 回転

糸切 り。

外 画 :に ぶ し

内面 :に ぶ ヤ

勲錦林

種

橙

ね

黄

黄

い

浅

浅

ぶ

面

面

部

り

外

内

一
右

中陣 駆器林

祭

色赤

石

　

粒

長

母

班

画

　

面

橙

外

澄

内

黄

躯器皿
外 面 :ナ デ。底 部 回転

雲母  赤 外 面 :栓

雛錦皿
螂
い

躯齢皿
ｍ幽

覆 土
体 郎外 上 方へ 内彎 気

面

釉

面

ｏ

外

瀧

内

釉

ロ ク ロナ デ。熊

鉢
蜘

(格子 状 タ タ ■ 5段。
19条た 2× 5 3ca)自 然

内面 :ナ デ。 自然 釉 。

縦

糠
厚

画
面

外
内

長石  赤 黄

黄

灰

灰

面

画

外

内

鞭錦皿
体

１０

全

ν 底 部

橙

糠

面

画

外

内
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報告書 部
径

，

大

ｃｍ

（
最

で

径
，

底
く

卿雌
径＜ｃｍヶ

商

，

商

存

ｃｍ

器

残

で

物

成

有含

組

画

面

外

内

福

褐

黒

里
ト

縁
″

血 泉 窯系 。 焼

橙

橙

黄

黄

面

面

外

内

面

面

外

内
栓
橙

SP(上器 )

緯
融弱

部
径

，
大
師

体
般
く

(脚注 ) 南

，

高

存

帥

器

残

く (cm)

物

成

右含

組

栓

澄

画

面

外

内

器

皿

瓦

小

期器杯

面

持

面

外

黄

内

橙

帥錦榜
画

面

外

内

縦

様

厚

焼成やや不良。
被熟のため醐 ヒ
及び逆元して暗
灰色に変色。

縦

横

厚

ぶ

橙

に

面

面

褐

外

内

黄

焼成やや不良。
被熟のため酸化
及び還元して暗
灰色に変色。

縦

糠

厚

澄

橙

画

面

外

内

質

酸
て

ｏ

不

め
じ
色

燐

効
囃
“

焼

被
及
灰

縦

校

厚
橙

橙

淡

面

面

外

内

燎
約
囃
欲

焼
被

丞
仄

勲錦杯

雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑

橙

澄

画

面

外

内

i師 質

口縁．鰤
に
　

橙

面

橙

画

外

黄

内

勢
И

醍
購

期器鋼
篠
ぬ

面

褐

面

掏

外

黄

内

黄

珊
携

伝
狛 叫

僻

面

デ
面

外

ナ

内 ミガ キ (幅 ユfJm)。

雲

色黒

英

　

粒

石

母

斑

即錦杯

雲

晶

赤

紺

粒

英

　

岩

斑

石

母

片

色

卸錦皿
部

Ｏ

緑

ぬ

デ

ア

画

面

外

内

雲

色赤

薬

　

粒

石

母

丸

栓

袴

面

面

外

内

期錦杯
劇
Й

栓

橙

面

画

外

内

期錦体
橙

澄

黄

黄

面

面

外

内

種

橙

画

面

外

内

期錦利
面

面

外

内

雲

色赤

英

　

粒

石

，

斑
ぶ

橙

に
画
面

外
内
橙

駆瑞皿

雲

色赤

芙

　

粒

石

母

斑

面

　

面

外

澄

内

鞭鍔ｍ
に 内 世 しな 力ξら短 く

雲

色赤

芙

　

社

石

母

斑

面

和

面

和

外

施

内

施

鉢
Й 口緑．螂

デ

デ

画

面

外

内

雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑

帥錦杯
面

面

外

内
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報鶴
器  種 部雉め

体
最
く

径
ケ伽

底
く

蜘雌径ω
高

，

高
存

ｍ

器
残
く (fm)

物

成

有奮

組

糖 φ=71
内径φ‐25

デ

デ

画

面

外

内
外 面 :床黄

魏錦杯
螂
И

帥錦杯
体 都 外 上 方 に 延 び 外 面 :ナ デ。疼 部 回転 委

色赤

英

　

粒

石

母

斑

SU(上器 )

絆
練謗

(m)
(cm)

径
，ｍ

底
く

螂雌径⑪

商

＞

高

存

ｍ

器

残

ぐ
法 量

物
成

有含
縦

蜘レ 帷榔
経 瑞 部 を方形 状 に収

外 面 :コ 縁 部 ナデ。体
部 タ タ■ (7条 /2 1ct以
上 )。 櫛の為、白一

鞘祖
韓

蜘Й
体部 内彎 知 末に開 き、 画

面

外

内
デ
デ

瑞
椀

口巖 部 面

面

外

内
ア
デ

主 師質 口縁 部 外 面 デ
ア

期器杯

画

　

面

外

橙

内

橙

韓端藝
鉢
ψ

瑞部 の張 り出 しはガヽ
外 面 東 擢 系 。 雄 成

良好 。

収 め る。高 台 内露 胎 。
施 釉 。 見 込 み に沈線 有

瀧 泉 蕪系 。焼

鴎
猟

に内管 しなが ら立ち
上が り、口繰部で使

丸 くJ又める。コ缶り付

外 面 i口 緑 部 ヨ ヨ ナ

内面 :療 白 良好 。

端部 をや や尖 り気 味

ナ

の
コ

エ
　
　
ｏ

蛉

中

。
一

雌

静

サ

疏

舛

デ

ち

内

床

仄

画

面

外

内

帥
れ 部 を九 くIXめ る。

灰

仄

画

面

外

内

鞭端杯
瑯
И

底 部
体 部 外 上 方 に 延 び 姿 母  赤 ぷ

橙

に

画

面

外

内

種

体 部

的

繰

を

ｏ

線

口
蔀

る

に

る
。
酬

嚇

方

が

し

く

上

上

反

丸

外

ち

外

し

御

破

腋

瞬

澄

綺

面

面

外

内

須ぷ質

灰

灰

画

面

外

内
来撻 系 。 焼 成

縦
法

厚 品片 岩

縦

積

厚

面

黒

面

黒

外

ブ

内

ブ

力

８

６

縦
根

厚

る 力修 滅 が 著 じい た め

SO(土器 )

SX(土器 )

報鰭
掲報 残 存 率 (m)

部
径

，
大

帥

体
最
く

経
＞帥

底
く

螂醒径⑪
高

，

高
存

銅

器
残
く (cm)

合 有物

酪
椀

鉢
い

体部外上方へ綴やか
に内AFじ なが ら立ち

台でハの宇に開き、
輌デ。加明。

内面 :褐灰 良好 。

御錦鉢
内面 :褐灰 良好 。

鵬
融
謗

残 存 半
部
径
メ

大
甑

体
最
く

螂雌径⑤

商

，

高

存

帥

器

残

て
法 量

物

成

有含

組 備  考

勲堺杯
部

Ｏ

縁

れ
外 面 :ナ デ。
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鰐
触器

部
径

，
大
ｍ

体
最
く

期雌径てｃｍ，
残 存 高
(cm)

法 量

(cm)

物

成

右含

紅
鮒  考

躯錦林
テ

デ

ナ

ナ

画

面

外

内

橙

橙

画

面

外

内

躯靖杯
部

Ю

底

ν

雲

色

黒

赤

粒

石
　

粒

斑

長

野

斑

色

種

橙

画

面

外

内

姫錦皿
体 部 外 上 方 に 延 び

面

切

面

外

糸

内

雲

０赤

英

　

粒

石

母

斑

橙

橙

黄

黄

画

面

外

内

塊

橙

橙

黄

黄

画

面

外

内

勲撃鉢
舶晴繭

原褐

灰

画

面

外

内

醗
董

部

Ю

底

シ

鵜

黄

胎

夕1画 :ロ クロナ アの ち 雲

色黒
石
　

粒

長

母

斑

釉

の

り

胎

同安 窯系 。焼

鞭端杯
部僅 か に外 反 し、 ロ

面

面

外

内
デ
デ

橙

橙

画

面

外

内

勲器杯
デ

デ

画

面

外

内

勲鍔杯
デ

デ

ナ

ナ

面

面

外

内

画

　

面

外

栓

内

橙

勲錦杯
体部．螂

体部外上方に内41jし 橙

燈

面

面

外

内

勲錦杯
体 都 外 上 方 に 延 び

糸剪 り。

が

　

ぶ

画

　

面

外

橙

内

栓

勲錦杯
鰤
珀

栓

橙

画

面

外

内 焼 成 長野 。

勲器皿
帷螂

に

ら

端

方

が

縁

ｏ

上

な

口

る

外

し

ヽ
め

部

反

り

収

体

外

が

く

ｏ
に
上

丸

底

か

ら

を

平

僅

立

部

不 明。底 部 回転 糸剪 つ。

鉢
い

面

面

外

内
デ
デ

雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑
パ

澄

に

面
面

外
内
澄

帥器皿

面

橙

面

澄

外

黄

内

黄

土 師 質

駆錦皿
劇
Й

橙

橙

女

黄

浅

浅

面

面

外

内

勲
堺皿

雲

色赤

芙

　

粒

石

母

斑

橙

栓

画

面

外

内

蜘錦皿
帥
勇

姿

色赤

芙

　

粒

石

，

斑

橙

橙

面

面

外

内

部

１０

底

ν

面

切

面

外

糸

内

画

　

面

外

栓

内

駆撃皿
勲錦皿

橙

橙

面

面

外

内

躯器皿

面

切

面

外

糸

内

駆錦利

面

　

面

外

橙

内

む

Ｍ錦卿
拇

橙

面

面

外

内

鞭錦利
勢
第
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繹
卿器

部

径

，

大

ｃｍ

体

駁

く

密

，

底

く
期雌径⑪

高
，

高
存

ｃｍ

器
残
く (cn)

備  考

帥錦利
鉢触И

面

切

面

外

糸

内

面

　

面

外

橙

内

橙

頼器利
ほ

形

ほ
さ
死

デ

　

デ

面

切

面

外

糸

内

蚕

色赤

英

　

粒

石

母

斑

橙

橙

画

面

外

内

赤

　

粒

粒

斑

母

斑

色

雲

色

黒

期撃利
面

面

外

内
橙
澄

珈錦利
帥錦利

口縁、劇
橙

橙

画

面

外

内

卸埒枷
鉢
い

瞼
購

体 部外 上 方 に内 PLAじ

ぶ

橙

に

面
面

外
内
橙

デ

　

オ

ナ

ｏ
ナ

面
勿
面

外
糸
内

姿

色赤

英

　

粒

石

母

斑

焼成良好。内外
面に黒斑右り。
接合痕有り。

外 面 :ナ デ。底 部 回ほ 橙

橙

面

面

外

内

磯
椀

に 内 彎 しな 力'ら 立 ち

面

面

外

内

ユビオサエ。ナデ。 灰

灰

黄

黄

面

面

外

内

職
携

に内 IIIし なが ら立 ち 面

工
面

外

ナ

内

初

黄

黒

淡

面

面

外

内

に内管 しなが ら立 ち

に内彎 しなが ら立 ち 灰

灰

画

面

外

内

面

面

糧

外

内

黄

瑞
抗

に内 I14し な力ぐら立 ち 仄

仄

黄

黄

面

面

外

内
和泉 系 。焼 成

抑中中」
助ゆ跡執

外
ち
か
部

榔呟離綿

雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑

灰

　

灰

灰

　

灰

暗

　

暗

画

　

面

外

白

内

白
良好 。

雌
鶴

体
Ю

全
ν

呻И 口縁．櫛 内面 :ハ ケ 建帯1ね0。

蜜

色赤

英

　

粒

石

母

班

卵堺鋼
雲

色赤

英

　

粒

石

程

斑

黄

☆

淡

淡

獅錦翼
枷錦褻

余/cm)。

内面 :ケ ズワ(幅 1“ m)。

弾器菱
条/cm)。

芸

色黒

英

　

粒

石

母

斑

画

灰

面

灰

外

暗

内

暗

維

殺

厚

黒

里

画

面

外

内

面

面

外

内
豚

灰

暗

暗

面

面

外

内
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報告書 部
径

，
大

ｍ

体
最
く

径

ケｍ

底

て
(脚柱 ) 商

ケ

南
存

鉤

器
残
く

物

成

有含

組

じ
向

ヽ
反

ヽ
め

増

に
り

外

き

収

］

『

一

¨

『

¨

る
。

部 タタキ (3条 /0 9cm)
のちハケ (8条 /cm)。

雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑

磯勇

鉢
Й

赤

　

粒

泣

斑

，

斑

色

雲

色

里
一

躯錦利
体

慟

全

″

ぶ

　

ぶ

面

　

面

外

企

内

橙

体

１０

全
υ

澄

橙

画

面

外

内

船
擁

勢
い

嘲
椀 帷榔

面

デ
面

外

ナ

内 ミガ キ (幅 lmm)。

灰葉

灰

面

画

外

内

弾琳養
”

３ｃｍ以 上ｊ
。

一

外

３

内

囃
携

土 師質 雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑

橙

橙

面

面

外

内

画

　

面

外

橙

内

駆堺杯
嗜部底デ

　

デ

ナ

ｏ
ナ

面

切

面

外

糸

内

Ｋ

６ 蜘錦杯
転回部底デ

　

デ

面

切

面

外

糸

内

雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑

画

面

外

内
橙
橙

却錦杯

画

　

面

外

橙

内

橙

帥器体

体 部 外 上 方へ 内 tlJ4し

穂

側

遺

市 即錦体
唖
離

画

　

面

外

橙

内

橙

期器杯
］］

デ

デ

画

面

外

内
栓

橙

責

黄

面

面

外

内

輔И
デ

デ

面

面

外

内

藝

色赤

英

　

粒

石

母

斑

勢
勇 帷脚

面

面

外

内

土 師 質

口縁．御
デ

デ

面

面

外

内

鞭錦林

体 部外 上 方へ 内彎 し
面

面

外

内

朗撃体
面

面

外

内
デ
デ

橙

澄

黄

女

面

面

外

内

面

面

外

内

鞭瑞杯
期錦林

面

面

外

内
デ
デ

期瑞杯
部

１０

底

ν

糾

側

選

南

土師 質

穏

倒

遺

南

雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑
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報告書 径
，

径
，蝕

底
く

瑯雌径⑪

物

成

有含

組

勲錦杯
体部．螂

外 面 :ナ デ。 底 部 回転 橙

橙

面

画

外

内

卸器杯
画

面

外

内

勲器杯
朽

倒

遺

北 勲器杯

画

面

橙

外

内

黄

勲器杯

姿

色赤

英

　

粒

石

母

斑

拙

側

４

市 瑚錦杯

外 面 :チ デ 。底 部 回転

駆錦林
帥器体

橙

橙

面

画

外

内

雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑

綺

倒

述

南 鞭錦杯
期器杯

内面 :橙

土師 質 部

Ю

底

ツ 址螂
橙

橙

画

面

外

内

縛

側

逮

北 躯錦杯
橙

橙

画

面

外

内

鉢
レ

長

色赤

英

　

粒

石

石

斑

鉢
ツ

転部底デ

　

デ

ナ
　
ｏ
ナ

面

切

面

外

糸

向

委

晶

赤

結

　

粒

英

　

岩

斑

石

母

片

色

勲璃皿

体 部外 上 方 へ 内彎 し

敷器皿
帷
購

焼成 良好 。

筆
ン

lTH部外 上 方へ 直線 的

舶錦皿
部

Ｏ

縁

ぬ 暖劇
部
Ｏ酷

剪
画
面

外
内

橙

橙

黄

黄

帥瑞皿

転回部底デ

　

デ

面

切

面

外

糸

内

面

面

外

内
栓
橙

帥靖皿
期堺皿

面

切

面

外

糸

内

燈

橙

画

面

外

内

勲響皿
橙

橙

面

面

外

内

上師質
ボ

　

ぶ

面

　

面

外

橙

内

橙

触器皿
部

Ю

底

ν

鞭錦皿
底 菩I ｏ

跡

開

げ
へ
上

方

ち

上

持

外

に

ｏ

部

部

り

体

底

有

雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑

鞭璃皿
期翠皿

ョ
切

ョ

糸

面

転

面

外

回

内

敷器皿

ヨ
切

ヨ

糸

面

転

面

外

国

内

催

側

遺

南

部

Ю

底

ツ

蟹

色赤

石

　

粒

長

母

斑

雲

色赤

突

　

粒

石

母

斑
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鞘
瓢霧

径
，

部

径

，

大

帥

体

呈

く

(躙 オエ) 高

，

高

存

ｃｍ

器

残

く

物
成

右含
組

珈翠皿
瑯勇

部
１０

底
ν

構

倒

選

南 期錦血

転部底デ

　

デ

面

切

面

外

糸

内

画

　

面

外

橙

内

協

期錦皿

雲

色赤

央

　

粒

石

母

斑

画

面

外
内

橙
橙

碑

例

４

南 煎器皿
鰤
酪

面

面

外

内

躯錦皿
螂
］

面

面

外

内
種
栓

触錦皿
部

１５

底

ν

デ

　

デ

面

切

面

外

糸

内

面

面

外

内
橙
橙

珈錦皿

デ

　

デ

面

切

面

外

糸

内

画

面

外

内

勲器皿

面

切

面

外

糸

内

画

面

外

内
橙
橙

触璃皿

底デ

　

デ

ナ
　
ｏ
ナ

面
切
面

外
糸
内

画

面

外

内
橙
橙

画

面

外

内
渡
お

責
女

装
浅

部

Ｈ

底

ツ

螂
И

珈４皿
劇
“

簑

色赤

英

　

粒

石

，

斑

＝

側

還

北 勲撃ｍ
劇
い

デ

　

デ

画

切

面

外

糸

内

＝

側

遣

莉 即錦皿
部

１０

底

ν

デ

　

デ

面

切

面

外

ネ

内

雲

色

英

　

粒

石

母

斑

面

澄

面

外

責

内

煎齢皿
勲罫皿

デ

　

デ

面

切

面

外

糸

内

勲堺皿
部

Ю

床

ν

期撃皿
部

Ю

底

ν

英

　

粒

石

，

班

要

色赤

英

　

粒

石

母

距

質
子『

封
皿

部

１３

底

ツ

覆

色赤

茶

　

粒

石

母

斑

橙

澄

面

面

外

内

期器皿
都

１２

底

ン
橙

橙

面

所

外

内

ｍ錦皿

雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑

躯錦皿
Ｋ

６ 期卦皿
＝

例

題

北

体

Ю

全

Ｖ
種

始

面

面

外

内

雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑

橙

橙

面

面

外

内

期錦利
体

１０

全

ν

体

ｉＯ

企

ν
範

猶

面

面

外

内

雲

色赤

英

　

泣

石

，

斑

期堺剤

し

か

く

増

上

九

へ
立

都

方

く

瑞

上

短

伝

ｏ

外

ら

回

る

部

が

ヽ
め

体

な

り

収

ぶ

　

が

面

　

面

外

栓

内

栓
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総
爾
需

(cI)

都

径

ｊ

大

働

体

最

て (cm)
螂恥径ω

南

ｊ

高

存

ｍ

善

残

く

物

成

右合

組

却器利
口縁、齢

底 部

澄

澄

面

画

外

内

珈甥獅
画

面

外

内

避 驚 鞭翠利
全 体 橙

橙

画

面

外

内

駆瑞獅
嘲勇

赤

　

粒

粒

斑

母

斑

色

雲

色

黒

橙黄

橙

面

面

外

内

期器卿

芸

色赤

英

　

粒

石

母

斑

土師質

鞭器利
橙

橙

画

面

外

内

構

側

選

北

構

倒

遺

北 鞭錦利

画
　

面

外

橙

内

橙

駆器獅
勢
脇

面

面

外

内

橙

Ｋ

６

雲

晶

赤

結

　

粒

英

　

岩

班

石

母

片

色

鞭器剌

体部外 上 方 へ 直 線 的 蚕

色赤

英

　

粒

石

母

斑

褐

褐

赤

赤

明

明

画

面

外

内

橙

橙

面

面

外

内

土 師質
体音ヽ外 上 方 へ 内鸞 じ

格

側

選

南

雲

色赤

薬
　

粒

石

母

斑

橙

澄

画

面

外

内

即錦利

転部底デ

　

デ

ナ

ｏ
ナ

面

切

面

外

糸

内

覆

澄

画

面

外

内

面

切

面

外

糸

内

覆

ね

面

面

外

内

口穏．脚

体 部 直線 的 に立 ち上

雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑

ぷ

　

ぶ

画

　

面

外

栓

内

橙

敷器薙
鍔径

鉢
吻

止

千

都

収

ち

若

瑞

く

立

で
縁

九

に
部

口

じ

的

縁

ｏ
厚

線

回
る

肥

直

ヽ
す

や

ｏ

部

り

反

や

る

体

が

外

を

め

紳器壺
脚
購

デ

デ

ナ

ナ

面

面

ｏ

外

内

り

褒

色黒

楽

　

粒

石

母

斑

灰

灰

画

面

外

内

御撃望

縦

糠

厚

来援 系 。焼 成

縦

穣

厚

外 面 :褐灰

磯ぬ 帷螂

体部外上方に内Brpし

面
面
線

外
内
沈

雲

色黒

英

　

粒

石

母

斑
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緯
珈誇

部

径

，

大

ｍ

体

駐

く

雀

，

底

て
(脚柱 ) 高

ナ

南

存

ｍ

器

残

く

物

成

有含

組

面

釉

面

釉

て

外

施

内

施

れ

イ

ブ

グ

リ

ン
仄

和

の

り

胎

鉢
レ

面

細

面

釉

外

施

内

施

み

グ

イ

ブ

グ

リ

ン
灰

釉

の
り

胎

報
碗

体 部外 上 方 に内暫 し
イ

ブ

グ

リ

灰

和

の
胎

面

デ
面

外

ナ

内

橙

０

面

面

外

内

色 (災紫蒸発 )。

植

側

迫

北 勢
Й

仄

灰

面

面

外

内

鉢
勇

橙

澄

画

面

外

内

秘

側

選

北 琳
椀 口縁、割

に内 41rし なが ら立 ち 和泉系 。焼 成

峨珀

体 部 外 上 方 へ 内管 し
画

面

外

内
デ
デ

貰

黄

仄

灰

面

面

外

内

Ｋ

∈

面

面

外

内
仄
仄

樽

例

遺

北 鴎
沈

デ

明

ナ

不

画

面

外

内

画

面

外

内
仄
灰

ヘ ラ ミ ガ キ (幅 1 5mm
以 上 )。

器

皿

瓦

小 鉢
レ

面

面

外

内 タタキ(24た m)。

縦

積

厚

縦

枚

μ
内面 :タ タキ (3条た m)。

黄

灰

淡

面

面

外

内

仄

縦

積

厚

デ

デ

面

面

ｏ

外

内

真

面

　

面

外

資

内

女

縦

横

厚

縦

横

厚

デ

デ

面

面

外

内

面

　

面

外

黄

内

黄

縦
機

厚

ナの

ナ デ
。

和

板

ケ

画

面

ｏ

外

内

デ

仄

仄

じ

黄

黄

混が

面

面

白

外

内

灰

Ｋ

６

縦

被

厚

Ｋ

６

仄

灰

面

面

外

内

縦

被

厚

タ

デ

面

面

外

内

黄

黄

淡

淡

面

面

外

内

縦

横

厚

デ

デ

ナ

ナ

面

面

ｏ

外

内

瓜

Ｋ

６

縦

棋

厚

面

明

面

明

外

不

内

不

格

測

遼

北

縦

散

厚

画

明

面

明

外

不

内

不

仄

淡

画

面

外

内

縦

棋

厚

デ

デ

画

面

外

内

責

黄

仄

灰

面

面

外

内

縦

叔

厚

黎

色赤

英

　

粒

石

母

斑
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綿
融藉

(fa)

部

径

，

大

枷

体

最

で

径
ケ

底
く

瑯雌径ω
(m)

物

成

有含

組 備  考

勲器杯
橙

橙

画

面

外

内

勲錦杯

面

明

面

明

外

不

内

不

橙

栓

面

面

外

内

勲群杯
面

功

面

外

糸

内

躯器皿
部底デ

　

デ

ナ

ｏ
ナ

面

切

面

外

糸

内

橙

橙

黄

黄

浅

茂

鞭器皿
橙

橙

画

面

外

内

体部外 上 方へ 直線 的

触端利
外 面 :ナ デ。底 部 回転 橙

澄

画

面

外

内

勲鞘剌

蟹

晶

赤

結

　

粒

英

　

岩

斑

石

母

片

色

灰

灰

面

面

外

内

鴎
携

期靖銅
繰
″

日縁 部 内 t■lし なが ら
画

澄

面

種

外

黄

内

黄

縦

根

厚

外 面 :タ タキ 14疑そm)。 灰

灰

面

面

外

内

騨埒望
灰

灰

黄

褐

面

面

外

内

束播 系 。

縦

積

厚

包含層 (上器 )

搬
触需

径
，

部

径

，

大

帥

体

最

く

径
，ｍ

底
く

期雌径ω

高

，

萬

存

ｃｍ

器

残

で

鵡胸

面

釉

面

釉

外

施

内

施

釉
胎

部

ψ

顕

ツ

磁

子

自

合

に
体

部

い
部

底

近

面

和

面

釉

外

施

内

施

鉢
蜘

体部 外 上 方へ 内管 し
面

和

面

外

施

内

グ

緑

灰

黄

鵜

の
階

縦

横

厚

面

納

面

外

施

内

面

和

面

釉

外

施

内

施

グ
緑

灰

黄

和

の
胎

癬
れ

面

和

面

釉

外

施

内

施

グ

緑

仄

黄

釉

の
胎

範 /・I窯 系 。焼

諏
碗

面

釉

面

釉

外

施

内

施

識
碗

部

２

縁

� 口縁ヽ榔

面
和
面
釉

外
施
内
施

み

グ

イ

ブ

グ

リ

ン
灰

和

の
り

胎

部

Ｏ

縁

″

面

釉

面

和

外

施

内

施

醜
碗

部

６

縁

れ

融
碗

面

釉

面

釉

外

施

内

施

みイ

ブ

グ

ワ

灰

釉

の
胎

外 部 外 上方へ緩 やか
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鯉
融霧

部

径

，

大

釦

体

最

く

経

，ｍ

底
で

(脚柱 ) 高
，

商
存

ｍ

器
残
く

の

卿激くｃｍ，

そ

形   態 調   整
物

成

右含

組
備  考

体部外 上 方 へ 直 線 的 面

和

面

釉

外

施

内

施

レ

　

灰

グ
　

箔

‥
黄

れ

の
胎

HE泉熊 系 。 焼

翻
碗

全 体

帷脚
に内彎 しなが ら立 ち 痴赫繭鰯

籠 泉窯 系 。 廃

胎 :灰 白

成 良好 。

部

ユ

縁

カ
ロ

ュ
施 釉 。鶴 蓮 弁 文 。 議 泉 窯系 。焼

鰤

醸

帥

直

ヽ
し

ｏ

方 へ
脚

脚

携

上

上

干

収

翻

勇

常

永

体

に
部

を 施和 。

勢
И

に
体

部

い
部

底

近 体部 内彎 しなが ら立 龍 泉 窯 系 。

体 都 体 部 外 上 方 に 延 び

面

釉

面

釉

外

施

内

施 胎 :床 自

体 部外 上 方へ 内彎 じ

餓
碗

鉢
珀 体部、鰤

管」り出 し高 台 で 浅 く

状 に収 め る。A付 は

瀧 泉 窯系 。焼

餞
碗

底 部

あ無和 。
線 向 に 唐 車 文 。 車 花

識
碗

維

糠

厚

施 細 。鏑 連 弁 文 。 龍 泉 熊系 。 焼

縦

積

厚
線 蒻

魏
碗

縦

横

摩

面
釉

画
釉

外
施
内
施

錨蓮オ文。

縦

検

厚

みグ

緑

灰

‥
黄

釉

の
胎

縦

篠

厚
の 黄 成 良好 。

k。

施釉 。櫛 目か き及 びヘ

グ

　

仄

‥
黄

‥

釉

の
胎

同安 窯 系 。焼

面
釉
面
和

外
施
内
施

焼

ヽ

ヽ
よ

ｏ

ｏ
内

ラ

に

り

系

ｏ
へ
異

右

窯

好

に

工
文

安

良

画

状

施

同

成

外

櫛

る

暇鱒椀
体部外 上 方 へ 直 線 的

瑞部 を九 く収 め る。

外 面 :ロ ク ロ ナ ア の ち ”

″
脚

釉

み

胎

棟 に 収 め る。 や や 高

鰐弾皿

び

も

ｏ

醜

膨

」

”

辟

蜘

体

る

の 内面 に重 ね焼 きの砂 目。

焼 成 良好 。秒

口縁．螂

立

し

面

ｏ

く

出

断

る

短

り

ヽ
め

へ
削

し

収

ｏ

方

ｏ
立

に
釉

上

る

直

状

熊

外

が

で

形

ほ

脚

狂

齢

始

鮒

面

釉

面

釉

外

施

内

施

細 :煮み の 自
良好 。

鉢
蜂

商 台商

体 部外 上 方 へ 綴 や か

か に外 反 し、瑞 部 を

き、 断面逆 台形 状 に

部 ユ ビ オ サ エ の ち ナ
良好 。 内 、外

知鰤離
鉢
い

高台 高

帷醐

外 画 :口 縁 部 ナ テ。体 白

　

褐

仄

　

黒

灰

面

女

面

外

暗

内

成焼

ｏ

ｏ
良

系

不

泉

や

和

や

鵡Й

体 部外 上方 へ 綴 や か
に内盟 しなが ら立 ち
上 が り、 口縁 端 部 を

黄

黄

淡

淡

面

面

外

内
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報告書
径

，

部

径

ｊ

体

鏃

ｍ

径

ケ働

底

く
蜘雌径くｃｍヶ

高
，

高
存

ｅｍ

器
残
く

の側激ｍ
物

成

有含

組

嚇
携 蜘ン 体 部

に内轡 じな力'ら 立 ち

口様 部
面

明

面

明

外

不

内

不

面

面

外

内
仄
灰

画

面

外

内

蝉嗣
縁
左

デ

デ

面

面

界

内

雲

色黒

英

　

粒

石

母

斑

和 泉系 。 焼 成

擁

面

面

外

内

灰

灰

編

褐 良好 。

蜘レ
体 部外 上 方 へ 内管 し

雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑

灰

灰

画

面

外

内

成焼

ｏ

ｏ
良

系

不

泉

や

和

や

器

皿

瓦

小

鱒嗣
外 面 :ナ ア。 底 部 回転

離枷
質
器
鉢

瓦

土

糖

部

２

縁

ハ
灰

灰

面

画

外

内

器雖

金

脚

瓦

縦

横

厚

勲撃沈
口縁．獅

体 部外 上 方 に直 線 的

部 若 干外 反 し、端 部

面

面

外

内

雲

色赤

薬

　

粒

石

母

斑

画

面

橙

外

内

黄

土 師 質

勢
レ 回縁．螂

画

　

面

外

褐

内

褐

期錦林
面

り

面

外

切

内

期瑞杯

面

橙

面

外

黄

内

橙

駆瑞杯
画

面

外

内
ア

デ

雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑

鞭錦杯
雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑

期器杯
澄

橙

画

面

外

内

期端杯
魏卦杯

底 苫F

嘩嗣
雲

色赤

央

　

粒

石

母

斑

勢
Й

澄

澄

画

面

外

内

勲撃杯
鉢
И

橙

橙

面

面

外

内

勲錦杯
灰

仄

画

面

外

内

勲器杯
簑

色赤

薬

　

粒

石

母

斑

勲撃杯
画

切

面

外

糸

内

ね

橙

面

面

外

内

鞭錦杯
螂
И

面

切

面

外

糸

内

橙

澄

黄

責

面

面

外

内

頼器杯
転部底デ

　

デ

ナ

ｏ
ナ

面

切

面

外

糸

内

画

面

外

内
橙
橙

黄
黄

浅
浅

駆撃杯

面

橙

面

橙

外

黄

内

黄
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報告書 郵
径

，
体球帥

(脚権 ) 高
ヴ

綿霧伽 (edr)

期器杯
体

１０

全

ν

種

橙

画

面

外

内

期器杯
期端杯
魏靖杯
帥撃杯
駆錦杯
帥瑞皿

鉢
珀

］確醐い

雲

色赤

薬

　

粒

石

，

蔵

面

橙

面

澄

外

黄

内

黄

期器皿
体 部外 上 方へ 直 線 的

期撃皿

体部外 上 方へ 直線 的 画

　

面

外

橙

内

躯撃皿
面

面

外

内

期撃皿
部

Ｏ

縁

れ

体部 内彎 しなが ら立
面

　

面

外

橙

内

橙

土師質 面

面

外

内

橙

橙

画

面

外

内

外 面 画

　

面

外

橙

内

期靖皿
橙

橙

面

面

外

内

期瑞皿
部

１２

底

ν

橙

橙

画

面

外

内 焼 成 良好 。

駆翠皿
橙

橙

面

面

外

内

期瑞皿
浴

澄

黄

黄

画

面

外

内

頼
埒皿

澄

種

画

面

外

内

躯
端皿

底 部
澄

澄

画

面

外

内

難端皿
橙

橙

画

面

外

内

細蜘醜枷

画

面

外

内

駆瑞皿
鉢
い

面

初

面

外

糸

内

頼錦皿
部

１０

底

ツ

面

切

面

外

糸

内

ぶ

　

ボ

面

　

面

外

橙

内

橙

期瑞皿
部

ｉＯ
底
ツ

面

切

面

外

糸

内

躯端皿

面

切

面

外

糸

内

テデ。 底 部 回転

期錦皿
底 部

面

　

面

外

橙

内

面

切

面

外

糸

内

ね

澄

画

面

外

内

面

切

面

外

糸

内

澄

澄

面

面

外

内

面

切

面

外

糸

内

橙

橙

面

面

外

内

土 師 質 画

切

面

外

糸

内

橙

橙

面

面

外

内

醐
ツ

橙

狛

面

面

外

内
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報告書

(cm)

部

径

＞

大

ｍ

体

段

で

奮
，仇

底
く

螂雌径ω

物

成

有含

組

土 師 質 面

切

面

外

糸

内

雲

色赤

英

　

粒

石

母

班

面

切

面

外

糸

内

面

切

面

外

糸

内

雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑

面

切

面

外

糸

内

面

た

面

外

の
内

雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑

面

切

面

外

糸

内

雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑

却瑞皿
面
切
面

外
糸
内

ぶ

橙

に

面

面

外

内

橙

期端皿

面

”

面

外

糸

内

要

色赤

英

　

粒

石

母

斑

鞭端皿

面

剪

面

外

糸

内

婆

色赤

英

　

粒

石

母

斑

画

面

外

内

駆撃皿

画

切

面

外

ネ

内

長

色赤

英

　

粒

石

石

斑

橙

橙

責

黄

面

面

外

内

期撃皿

面

剪

面

外

糸

内

ぶ

橙

に

面

画

橙

外

内

黄

期瑞皿
部

Ｈ

底

▽

面

功

面

外

糸

内

卸端皿
橙

橙

画

面

外

内

勲錦皿

面

切

面

外

糸

内

澄

橙

画

面

外

内

期器皿
澄

橙

黄

黄

浅

浅

面

画

外

内

韓嗣 鞭鰐皿
０

澄

面

面

外

内

勲器皿
澄

澄

面

面

外

内

面
　

面

外

橙

内

橙

勲埒皿
醐
勇

却錦利
橙

橙

画

面

外

内

難器利
面

面

外

内

却器利
澄

橙

面

画

外

内

鞭堺獅
体部 BI‐上 方へ 短 く立 栓

種

画

面

外

内

勲器利
が
わ

上
収

〕
秋

軽

ヽ
端 部

。

体
り

る

面

切

面

外

糸

内

橙

橙

画

面

外

内

躯鞘利
体 部 内管 しなが ら短 面

切
面

外
糸
内

却瑞利
嘲勇

画
切
面

外
糸
内

却錦利

画

　

面

外

橙

内

澄

外 面 :ナ デ。底 部 回転

却堺州

画

橙

面

橙

外

黄

内

黄

帥器利
鉢
勇

雲

晶

赤

結

粒

芙

　

岩

斑

石

母

片

色

画

面
外
内
橙

帥堺利
体 部 外 上 方 に 廷 ぴ

韮卿
調
引

土 師質 簑

色赤

英

　

粒

石

母

斑

期器利
澄

橙

黄

黄

浅

浅

面

面

外

内

帥錦利

面

　

面

外

橙

内

橙
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罐
融器

窪
ケ

径

，

底

く
蜘雌径でｃｍ，

橙

控

面

面

外

内

螂
ン

雲

色赤

英

　

粒

石

母

斑

澄

橙

画

面

外

内

煎錦釜
画

面

外

内
デ
デ

雲

色赤

英

　

粒

石
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XI 浄土寺 山古墳群





例  言

1 本章は四国横断自動車道建設に伴う浄土寺山古墳群の発掘調査報告書である。

2 所在地 鳴門市大麻町萩原字浄土寺53他

調査対象面積  890ぜ

試掘面積    125ギ

本調査面積   890♂

3 発掘調査期間及び報告書作成の実施期間は次の通りである。

発掘調査期間  平成12年 4月 1日 ～平成12年 5月 31日

報告書作成期間 平成15年 4月 1日 ～平成16年 3月 31日

4 遺物番号・挿図番号・図版番号は通し番号とした。遺物番号は本文・挿図・表・図版と一致する。

5 本遺跡の地理的・歴史的環境については、「Ⅱ 調査地点の立地と環境」を参照されたい。
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過

(1)調査の経過 (I― 第 1図およびⅡ―第 1・ 5。 16図 )

浄土寺山古墳群は阿讃山脈南麓の鳴門市大麻町萩原地区に位置し、以前から古墳群が密集する地域と

して周知されていた。事前の分布調査の際にも、阿讃山脈から張り出す尾根上に古墳の存在する可能性

が指摘されていた。したがつて、分布調査で推定された遺跡の範囲の内890♂ を調査対象面積として試

掘調査を実施した。試掘調査は平成12年 4月 1日 から実施され、人力掘削によるトレンチを125♂実施

した。試掘の結果、調査区北側において須恵器が集中して出上したため、本調査へ移行した。本調査は

平成12年 5月 31日 に終了した。

(2)発掘調査の方法 (第 1図 )

調査を始めるにあたり、グリッドの配置に際しては、発掘統一基準にならい、第Ⅳ系国土座標を基準

とし、 5mメ ッシュを1グ リッドとして調査対象地を包み込む形で設定した。南西隅を基準として北に

A・ B・ C…、東に 1・ 2・ 3…の順に記号・番号をぶり、その組み合わせで各グリッド名を表すこと

とした。遺構記号・番号は検出時に順次決定した。

(3)調査 日誌抄

2000とF

4月 3日  調査準備。

4月 14日  調査地点平板地形測量 (S=1/200)開始。

4月 18日  トレンチ掘削開始。土層図作成。写真撮影。

4月 20日 試掘調査終了。須恵器集中出土したため、調査区の確定。890♂本調査へ移行。

4月 24日  人力掘削開始。

5月 9日 SD等検出。

5月 14日  遺構掘 り下げ。須恵器出土。図面作成。

5月 18日  遺構実測。写真撮影。

5月 21日 遺構完掘。埋め戻 し作業。整理作業。

5月 22日 現場撤収。調査終了。

-444-



4567

第 1図 グリッド配置図
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2 調査成果

(1)遺跡の位置 (I― 第 1図およびⅡ―第 1・ 5。 16図 )

調査対象地は阿讃山脈南の板東谷川と樋殿谷川が形成する複合扇状地の東端、標高43～ 52mの低位段

丘上に位置し、北から南への緩斜面となっている。当該地域は古墳の密集地として知られる。現況は畑

地・山林となっており、地形の改変が著しい。

(2)基本層序 (第 2～ 4図 )

トレンチ配置状況と土層堆積状況

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行った。トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定し、試掘を実施した。その結果、調査区

中央部東・西斜面において須恵器片が集中して出土する地点が確認されたため、遺物出土集中地点を中

心に890♂の範囲を本調査へ移行した。

土層堆積状況は各 トレンテとも類似しており、地〕点によって微差はあるが基本層序は以下の通りほぼ

対応する。

2ト レンチ 3ト レンチ

2ト レンチ (東壁 )

1.黒掲色    7.5YR72 シル ト (し まりあり。

粘性な し。植物根 を少 し合 む。φ=10mm程度の礫

を 3%含む。)

2.に ぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト (し まりあり。

粘性な し。植物根 を多 く合 む。)

3.責掲色    10YR5/6 シル ト (し まりあり。

粘性な し。植物根 を少 し含 む。)

4.黄掲色    10YR5/6 シル ト (し まりあり。

粘性 な し。φ=10～ 80mm程 度 の礫 を30%程度合

む。)

8ト レンチ

3ト レンチ (東壁 )

1 オリーブ褐色 2.5Y4/3  シル ト (し ま り

な し。粘性 な し。植物根 を多 く含 む。φ=10
mm程度の礫 を15%程 度合 む。)

2.明掲色    7.5YR5/8 シル ト (し ま り

強 し。粘性あり。植物根 を少 し含む。南端部

下層に 3～ 5 cmの 亜円礫 を20%程度含 む。)

12ト レンチ

1

4

L=4750m

7ト レンチ (東壁 )

1.黒掲色  7.5YR3/2 シル ト (し まりあ り。

粘性 な し。植物根 を多 く含 む。φ=10mm程度の

礫 を3%程度含む。)

2.黄褐色  10YR5/8 シル ト (し まりあ り。

粘性な し。植物根 を少 し含 む。)

3.明黄褐色 10YR6/8 シル ト (し ま りあ り。

粘性少 しあり。)

4.岩盤層 (地山)

14ト レンチ

EL=5050m

1.黄掲色   2.5Y5/3 シル ト (し まりな し。粘性

な し。植物根 を多 く合む。)

2.に ぶい黄色 2.5Y6/4 シル ト (し まり強 し。粘性

なし。植物根 を合 む。φ=10mmの礫 を 1%含む。)

3.浅黄色   2.5Y7/3 シル ト (し まり強 し。粘性

な し。植物根 を少 し含 む。φ=10mmの 礫 を3%含
む。) 0          1m

L=4650m

L言48 50nl       VV

8ト レンチ (西壁 )

1.掲色   10YR4/4 シル ト (し まりあり。

粘性な し。植物根 を多 く含 む。φ=10mm程度

の礫 を3%程度含む。)

2.黄褐色  10YR5/6 シル ト (し まりあり。

粘性少 しあり。植物根 を少 し合む。)

3.明黄褐色 10YR6/8 シル ト (し まりあり。

粘性あり。植物根 を少 し含む。)

4.岩盤層 (地山)

L=5000m

12ト レンチ (北壁 )

1.黄褐色   2.5Y5/3 シル ト (し まりな し。

粘性なし。植物根 を多 く含 む。)

2.に ぶい黄色 2.5Y6/4 シル ト (し まり強 し。

粘性 な し。植物根 を合 む。φ=10mmの礫 を 1%
含 む。)

3.明黄褐色  2.5Y6/6 ンル ト (し まり強 し。

粘性なし。植物根 を右干含む。)

4.浅責色   2.5Y〃 3 ンル ト (し まり強 し。

粘性な し。植物根 を少 し含 む。φ=10mmの礫 を

3%合む。)

5.黄色    2.5Y7/8 シル ト (し まり強 し。

粘性なし。)

第 4図 模式柱状土層図

7ト レンチ

14ト レンチ (北壁 )
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1.…黒褐色 7.5YR3/2砂質土 (表土、腐植土。)

2.…にぶい責褐色 10YR4/3砂質土 (シルト質土。岩盤風化土、φ=3～ 5 cm程度の礫を含む。部分

的に灰責褐色 10YR6/3粘上が混じる。)

3.…黄褐色 10YR5/6砂質土 (シルト質土。岩盤風化土。)

4.…地山 (和泉層群岩盤層。)

(3)遺構 と遺物

遺跡内における遺構配置は第 2図に示すとおりである。北端から約20m南に下がった地点で、東西に

延びる溝状遺構を確認した。西端は丸く区切られ、東端は開墾のためか途切れていた。

SD1001(清状遺構 1)(第 5図 )

長さ約4。 lm、 幅約1.2m、 深さ10cmの 浅い溝状の遺構である。後世の開墾のためか大部分が削平を受

け、遺存状態は良くない。おそらく古墳主体部に伴う周壕と思われるが、調査区内からは主体部を検出

することはできなかった。

A B

９
ｑ

，

L=4810m
A 

η
擁

吻 励 賜 効 効 翻 賜 鰯 翻 朋 翻 朋 翻 翻 朋 賜

L=4810m
B

L=48,10m
D

1.黄掲色 10YR5/6 シルト (し まりあり。粘性あり。)

第 5図 SD1001平・断面図
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出土遺物 (第 6図 )

溝状遺構西端部から有蓋高杯及び杯蓋を中

心に、TK208段階と見られる須恵器片・土師

器片力Ⅵ 片ヽも含め67点 出土した。杯等の身と

蓋が合うものはない。

1は杯蓋で外面には明確な稜を持つ。 2は

杯身であるが、底部が欠損しているため高杯

か杯か不明である。 3は有蓋高杯の蓋と思わ

れ、ツマミがあり、天丼部は回転ヘラ削り、

下部はヨコナデ。外面には明確な稜を持ち、

口縁部はやや外反する。4は高杯で口縁部が

やや内傾し、短い脚台を持つ。 5は把手を両

側に持つ高杯で、側面に波状文が施され、脚

台部に長方形の透かしを4方向に持つ。 6・

7は高杯の脚部である。身と蓋が合うものは

なく、祭祀等に使用された後、この溝に廃棄

されたものと考えられる。

｀観 ガ3

芽―■===最
14

0               10cm
l   .  I

-1  [三

三三三::!::!:」 」i3

≡≧ 二 主 二 と き ,6

0                10cm

第 6図 SD1001出土遺物

包含層出土遺物 (第 7図 )

遺構から遊離した遺物を包含層出土遺物として扱った。 8は杯蓋である。 9か ら11は底部が久損して

いるため高杯か杯か不明である。いずれも外面には明確な稜を持ち、端部は尖る。12は高杯である。脚

部一部欠損するが、口縁部がやや内傾し、短い脚台を持つ。13は須恵器奏の体部である。14は弥生土器

甕と思われる。

8

鋼               (ル 0

第 7図 包含層出土遺物

(
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(4)ま とめ

本調査区内に古墳が築造されていたことについては、遺構 。遺物の出土状況から、その存在が示唆さ

れるが、今回の調査においては石室等の古墳主体部を確認することはできなかった。開墾時に大きく削

平を受けてはいるものの、阿讃山麓の石室に通有的に利用される青緑色の結晶片岩が調査区に散在して

いることや、溝状遺構および出土遺物から考えて周辺に古墳が存在していたことが想定される。
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浄土寺山古墳群

第 1表 出土遺構一覧表

SD
遺構名 種 類 グリッド 平面形態 断面形態 長軸 (m) 短軸 (m) 深度 (cln) 備 考

SD1001 溝状遺構 」-8・ 9 溝状 逆台形状

第 2表 出上遺物観察表
SD(土器 )

結
鰯

遺 構 出土地点 層  位 器 種 窮7率
回 径

(ca)

部
径
＞

大

Щ

体
最
く

径

ｊ側

底

て

瑯
雌
径
ｍ

高

ケ

高

存

ｍ

器

残

く

他

量

，

の
法

卿

そ

の
く

部位 形  態 調   整
物

成

有含

組 色 調 備 考

SD1001 鶴橋
鉢
飽

天丼部

口縁

天丼部は緩やかなカー

ブから屈曲して口縁に

向かって直立し、端部
を九く収める。

外面 :天丼部回転ヘラ
ケズリ。回転ナデ。
内面 :回転ナデ。

長石
灰
灰

面
面

外
内 焼成良好。

2 SD1001
須恵器
杯身

口縁～

体部
1/3

縁ヽ
螂

口
体部内管しながら立ち
上がる。かえしはやや

内傾し、端部を丸く収
める。

外面 :回 転ナデ。底部
回転ヘラケズリ。
内面 :回 転ナデ。

長石
灰
灰

面
面

外
内

焼成良好。
部分的に自
然 釉 が か
かっている。

3 SDllll11
須恵器
杯蓋

は

形

ほ

完 128
天丼部

日縁

天丼部は緩やかなカー

プから屈曲して回縁に

向かつて直立し、端部
をやや外反し、丸く収
める。

外面 :摘みナデ。天丼
部ケズリ。日縁ナデ。
内面 :ナ デ。

石英 長

石

灰
灰

画
面

外
内

続成長好。

SD1001
須恵器
高杯
(有蓋)

は

形

ほ

完 136 完形

長く、内傾したかえし
を持つ杯部に、「パ」
の字状に開く脚部をも
つ。脚端部が上方に拡
張する。

外面 :杯部回転ナデ。
回転ケズリ。 脚部回
転ナデ。
内面 :回転ナデ。

長石
灰
灰

画
面

外
内 焼成長好。

5
須恵器
高杯

鎌
醜

124
縁

脚

杯郡外上方へ立ち上が
り、日縁端部でやや外
反し、端部を尖り気味
に収める。杯体部中ほ
どに2ヵ 所把手が付
く。脚部 4方向に長方
形の穿孔がある。

外面 :回 転ナデ

杯部 2条の突帯
櫛描波状文。
内面 :回 転ナデ

石英 長

石

‥
黒
灰

面
ブ

‥
一
面

外
り
内

焼成良好。
外面に自然
釉有り。

6 SI11001 鶴蔀脚
螂
ウ

脚 部

脚部外下方に拡がり、
端部を上下に拡張す
る。

面
面

外
内

回転ナテ。
回転ナデ。

石英 長

石

灰
灰

画
面

外
内

焼成良好。

SD1001
須恵器

脚
脚 郡 脚部

脚端部をつまみ上げ、

九く収めている。

面
面

外
内

ロクロナデ。
ロクロナデ。

石英 長

石

畷
　
諏

画
　
面

外
褐
内

焼成長好。

外面降灰。

包含層 (土器 )

辮
翻

置 構 出土地点 層 位 器 種 残存率
径

耐

部
径

，

体
歎
伍

径
＞ｍ

底
ぐ

螂
朧
径
ω

高

，

高

存

伽

器

残

て

他

量

ケ

の
法

Щ

そ

の
ぐ

部位 形  態 調   整
物
成

有合
組

色  調 備 考

8
トレンチ 拡張部東 鶴橋

口縁部
1/4

回縁

天丼部のカーブから屈
曲して回縁に向かって

直立し、端部を四角く
収める。

面

ｏ
面

外

り

内

回転ナデ。ケズ

回転ナデ。

石 英
灰
灰

画
面

外
内

焼成長好。
外面に自然
釉有り。

須恵器
杯身

破片 口縁．榔
かえしは長く直立し、
端部を丸く収める。

画
面

外
内

ロクロナデ。
ロクロナデ。

石英 長

石

外面 :暗オ

リープ灰

内面 :灰白

焼成良好。

NQ 2

トレンチ
須恵器
杯身

口縁～

体部
1/10

口縁、榔

かえしは長くやや内傾
し、端部を丸 く収め
る。

面
面

外
内

ロクロナデ。
ロクロナデ。

石英 長

石

サ
叛
サ
叛

面

一
面

一

外
り
内

リ

焼成良好。

須恵器
杯身

口縁ヽ

体部
1/10

口縁、榔

かえしは長く直立し、
端部を尖り気味に収め
る。

画
面

外
内

ロクロナテ。
ロクロナガ。

石英 長

石

灰
灰

画
面

外
内

焼成良好。

トレンチ 拡張部西 鵜部爛

榔
″
脚
黎

回縁～

脚上部

長く、直立したかえし
を持つ杯部に、「八」
の字状に開く脚部を持

外面 :杯部回転ナデ。
ケズリ。脚部回転ナデ。
内面 :回 転ナデ。

石英 長

石

オ

黒

　

灰

‥
ブ

　

‥

面

一
　

面

外

り

灰

内

焼成良好。

No 2

トレンテ
須恵器

箋

部

１０

体
Ｖ

51 体 部

面

ｏ
面

ｏ

外

メ
内
痕

タタキのちカキ

同心円文状当具

長

色黒

英

　

粒

石

石

斑

灰
灰

画
面

外
内 焼成良好。

・５

チ

ユ

レ

�

ト
弥生土器

墓
頸 部 176 47 顕部

回縁部「く」字状に外
反 。

外面 :ナ ア。

内面 :ナ デ。

石英 長
石
チャート

黄

　

黄

明

　

明

画

　

面

外

褐

内

褐

焼成良好。
砂粒を多く

含むが、片
岩は見あた
らない。
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XⅡ 西 山 田 古 墳 群 (I)





例  言

1 本章は四国横断自動車道建設に伴う西山田古墳群 (I)の発掘調査報告書である。

2 所在地 鳴門市大麻町萩原字チコノ谷1-2他

調査対象面積  2,710ぽ

試掘面積     380♂

本調査面積    800ギ

3 発掘調査期間及び報告書作成の実施期間は次の通りである。

発掘調査期間  平成12年 6月 1日 ～平成12年 9月 30日

報告書作成期間 平成15年 4月 1日 ～平成16年 3月 31日

4 遺物番号・挿図番号・図版番号は通し番号とした。遺物番号は本文・挿図・表 。図版と一致する。

5 本遺跡の地理的・歴史的環境については、「Ⅱ 調査地点の立地と環境」を参照されたい。
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調査の経過

(1)調査の経過 (I第 1図およびⅡ一第 1・ 5。 16図 )

西山田古墳群 (I)は阿讃山脈南麓の鳴門市大麻町萩原地区に位置し、以前から古墳群が密集する地

域として周知されていた。事前の分布調査の際にも阿讃山脈から張り出す尾根上に古墳の存在する可能

性が指摘されていた。したがって分布調査で推定された遺跡の範囲の内2,710♂ を調査対象面積として

試掘調査を実施した。試掘調査は平成12年 6月 1日 より人力掘削によるトレンチを380ぽ実施した。試

掘の結果、調査区北部において円墳と思われる古墳 1基および石室を確認したため、 7月 より800♂の

範囲を対象に本調査へ移行した。本調査は平成12年 9月 30日 に終了した。

(2)発掘調査の方法 (第 1図 )

調査を始めるにあたり、グリッドの配置に際しては、発掘統一基準にならい、第Ⅳ系国土座標を基準

とし、 5mメ ッシュを1グ リッドとして調査対象地を包み込む形で設定した。南西隅を基準として北に

A・ B・ C…、東に1,2・ 3…の順に記号・番号をふり、その組み合わせで各グリッド名を表すこと

とした。遺構記号・番号は検出時に順次決定した。

(3)調 査 日誌 抄

西山田古墳群 (I)調査日誌抄

2000年

6月 1日  地形測量。腐乗土除去開始。

6月 30日  トレンチ掘削開始。

7月 3日  写真撮影。遺構検出。作図。

7月 10日  遺構検出。遺構内掘削開始。

8月 8日  墓墳作図。

8月 17日  遺構検出 (南側)。 検出状況の

写真撮影。

8月 21日 写真清掃。写真撮影。

9月 1日 試掘 トレンチ掘削 (SM1001の

南側および北部 トレンチ)。 作図

(ト レンチ断面)。

9月 4日  トレンチ精査。写真撮影。

9月 13日  空撮準備。

9月 14日  SM1001石室空撮 (リ フトセンサー)。

9月 18日  試掘 トレンチ写真撮影。

9月 21日 空撮準備。遺構内掘削 (完掘)。

9月 22日 空撮 (ヘ リコプター)。

9月 25日 機材撤収。調査終了①
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2 調査成果

(1)遺跡の位置 (I― 第 1図およびⅡ―第 1・ 5。 16図 )

調査対象地は、阿讃山脈南麓の標高約75～ 88mの尾根上に位置する。現況は山林となっている。阿讃

山脈南麓の板野郡板野町から鳴門市大麻町にかけての尾根上は県内でも有数の古墳集中地域であり、古

墳時代前期および後期には多くの古墳が築造される。主なものに萩原墳墓群、天河別神社古墳群などが

近隣に所在する。

(2)基本層序 (第 2～ 4図 )

トレンチ配置状況と土層堆積状況

立木の伐採終了時点から調査区北側において墳丘状の地形が確認されていた。調査に際し、現況の地

形測量を実施し、より墳丘状の地形が明らかになった。これを墳丘として捉え、墳丘および主体部の確

認のため、ここに4カ 所のトレンチを設定し、掘削作業を行った。またその他のトレンチの設定につい

ては墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイントレンチを設定し、それに直交するようにサブ

トレンチを、計13カ 所設定した。試掘の結果、調査区北部において円墳 1基およびその主体部を確認し

たため、800♂の範囲を対象に本調査へ移行した。

土層堆積状況は各 トレンチとも類似しており、各 トレンチにより微差はあるが基本層序は以下の通り

ほぼ対応する。

1.…黒褐色 10YR2/3砂質土 (表土、腐植土。)

2.…にぶい責色 2.5Y6/3砂 質土 (シ ルト質土。岩盤風化土。)

3。 …和泉層群砂岩 。泥岩礫層 (岩盤。地山。)

1ト レンチ 10ト レンチ
――――L=8500m

w            E

2.に ぶい責色 2.5Y6/3  風化土

3.黄掲色   2.5Y5/3～ 4 風化土

0         1m

―一一―L=8000m

S   N柱

2.

腐葉土
にぶい黄色
2.5Y6/3～ 4

第 4図 模式柱状土層図

(3)遺構 と遺物

今回の調査では円墳が 1基確認された。遺物はほとんどが墓墳内からの出上であつた。試掘の各 トレ

ンチからの出土は皆無であつた。若干、墳丘斜面から土器片および石室石材と思われる結晶片岩片が出

上しているが、墳丘斜面出土遺物はいずれも小片であり、原位置は遊離していると思われる。これらは

墳頂部からの崩落によるものと考えられる。
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出土遺構

SM1001(1号墳)(第 5～ 7図 )

Q6グリッド、調査区北部で確認された古墳

である。墳丘形態は円墳で、墳丘規模は長軸

16.Om、 短軸12.Omで やや楕円形状を呈する。

これは古墳が築造された尾根幅が狭いために地

形の制約を大きく受け、加えて地山を削 り出し

て墳丘を整えているため、結果としてこのよう

な不整形な平面形状に至ったと考えられる。墳

頂部は標高88.Omで、墳丘裾 と思われる標高

86。 2mの地形コンタラインから墳丘高は約 2m

である。墳丘外面には葺石等の外表施設はな

く、周溝も検出されなかった。

主体部の墓壊規模は長軸 (最大長)5.60m、  第 5図 SM1001墓渡内出土遺物取り上げ割り付け図

短軸 (最大幅)2.50m、 最大深度は80cmを 測 り、

平均約40cm前後となっている。削平されているとはいえ、床面までが非常に浅いことから、現状よりも

高いレベルに天丼部・墳頂部があり、墳丘の築造に盛土があった可能性が考えられるが、土層断面から

は確認できない。主軸方向は N-84° ―Wで、ほぼ東西方向である。石室は後世の開墾によるためか、破

壊され消失 しており遺存 していなかったため、石室の形状および形態は不明である。しかし、墓壊覆土

中や墓媛周辺の墳丘斜面より、結晶片岩や砂岩の破片の散布がみられることから、結晶片岩や砂岩を用

いた主体部 (石室)であった可能性が示唆される。墓墳は北・南および東側が垂直気味に立ち上がるの

に対 し、西側のみがそのまま墳丘斜面と同化するため、墓竣西側に主体部入口が設けられていたと思わ

れ、西側に開口する横穴式石室の存在が可能性として指摘できる。頭位方向についても不明であるが、

東頭位であった可能性が考えられる。また主体部床面は 1面のみ確認された。直径 3 cm前後の砂岩円礫

を用いて敷き詰め、床面を構築していたものと思われるが、後世の攪乱が床面まで及んでお り、床面の

円礫は中央および東側部分に一部残存するのみであった。

出土遺物 (第 8～ 10図 )

墓壊内からは土師器・須恵器の土器類の他、管玉・ガラス小玉などの装飾品類や石室石材 と思われる

結晶片岩片が出土 している。遺物は全体的に主体部中央から東側部分にかけて出土 しているが、玉類以

外はすべて小片であり、床面から遊離 した状態のため、副葬位置が特定できるものはない。墓壊東側の

床面直上からは水晶の玉 2点、ガラスの勾玉 1点、管玉 8点、小玉を含むガラス玉は計61点 が出土 した。

これらは層位的には床面直上から出上 しているものの、組み合わせに不足があることに加え、出上位置

が東側に偏っていたことから原位置を保っているとは言い難い。追葬の有無は判断し難いが、可能性と

して東側に掃き寄せられたことも考えられる。

上師器は小片のみで復元・実測可能なものは少ないが、須恵器は復元 。実測可能なものが多 く、杯身 。

杯蓋を中心に高杯・提瓶などがみられた。年代的にはMT15並行期段階の 6世紀前半頃があてられる。

玉類は奥壁側の床面から出土している。勾玉を除くガラス玉は全て青系統の色調をもち、径 7 1un前後
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第 9図 SM1001出 土遺物 2

のやや大型のものは両小口を平滑に研磨して仕上げられている。管玉はすべて碧玉製であり、穿孔はい

ずれも一方向からである。 1点だけ出土した勾玉は、凹型に熔けたガラスを流し込んで製造されたと思

われる。水晶製の算盤玉も2点出上した。玉類のサイズには各種類ごとに規格性 。統一性がみられるが、

装着状態などは不明である。

(4)ま とめ

今回の調査では円墳が 1基確認された。

l号墳は大きく破壊を受けているものの、わずかながらも主体部床面が残存しており、須恵器や玉類

といった遺物の出土もみられた。出土須恵器から6世紀前半という年代は得られたものの、主体部の構

造に関しては、床面の構築に円礫を使用していること以外に判明していない。墓媛の残存状況から、石

室形態は横穴式石室の存在が可能性として考えられる。

墓娠内および墳丘周辺に結晶片岩の破片が散布していることから、石室石材には結晶片岩礫が使用さ

れていたものと思われる。近隣に所在する大谷山田遺跡・かに塚・ぬか塚など当該地域の後期古墳の石

室石材には砂岩が用いられているが、本古墳の東側の尾根上に所在するカネガ谷 l号墳においても横穴

式石室の石材に結晶片岩が用いられている。両者には多少の時期差があるものの、古墳の立地・形状お

よび主軸方向が東西を志向するなど類同様相を見せる。

また前述の大谷山田遺跡 。かに塚 。ぬか塚などの後期古墳は比較的低所に築造されているのに対し、

西山田 (I)1号墳およびカネガ谷 1号墳は高所に立地していることなど、当該地域における古墳群の

様相の一端、時期的な立地の変遷を示す資料として注目される。また、このことは石室使用石材や古墳

築造の立地に関してある種の社会的規制があったものと想定される。今後さらに東西主軸を志向する古

墳群の規制程度とその階層範囲など立地や石室構造・副葬品の組成を含めて検討が必要である。

本古墳は遺存状態が非常に悪く、遺構・遺物の出土状況など不明な点が多く、検討すべき課題は多く

残るが、 6世紀前半段階に横穴式石室の存在が指摘できた意義は大きく、MT15並行期段階には本地域

に横穴式石室が導入されていたものと考えられる。
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西山田古墳群 (I)
第 1表 出土遺構一覧表

SM

遺構名 グリッド 墳丘形態 墳丘規模
墓嫉平面
形態

墓鍍断面
形態

墓羨長軸
(m)

墓壌短軸
(m)

墓羨深度
(cm)

主軸方向 備 考

SM1001 Q-6 円墳

墳頂88m、

長軸16m、

短軸12mの
楕円形の平
面形状をも
イ)。

隅九長方形
D字状 (浅
い台形状)

N-84° ―W 石室残存せ
ず。

第 2表 出土遺物観察表

SM(土器 )

結
鰯

遺 構
出土地点
(石室内地点)

層 位 器 種 残存率
口 径
(枷 ) 帥韓⑪

底 径

(m)

期
朧
径
ｍ

高
＞

高
存

ｍ

器
残
ぐ

他

畳

ナ

の
法

ｍ

そ

の
ぐ

都位 形  態 調   整
物

成舗
組

色 調 備 考

SMll101
Q-6

14■ 2B" 表■
須恵器
杯蓋

鞠
・口縁附И

天丼部
～口縁

天丼部は緩やかなカー

ブから屈出して口縁に
向かつて直立し、端部
は丸みをもって整えら
れる。端部内面に沈線
をもつ。

外面 :ロ クロナデ。
回転ヘラケズリ。
内面 :ロ クロナデ。

石英
灰

灰

青

青

面

面

外

内 焼成長好。

SM1001 Q-6
■12 Bl) 鶴橋

鞠
・日縁閉

162 天丼部
～日縁

天丼部は緩やかなカー

プから屈曲して日縁に
向かって直立し、端部
は九みをもって整えら
れる。端部内面に沈線
をもつ。

外面 :天丼部回転ヘラ
ケズリ。ロクロナデ。
内面 :ロ クロナデ。沈
線 1条。

長石
灰
灰

青
青

面
面

外
内 焼成良好。

3 SN41t l11
須恵器
杯蓋 鞠日ヽ縁Й

天丼部
～口縁

天丼部から緩やかな
カープで日縁端部に至
り、端部は丸みをもつ
て整えられる。端部内
面に沈線をもつ。

外面 :天丼部回転ヘラ
ケズリ。回転ナデ。
内面 :回転ナデ。

長石

外面 :オ リ
ーブ灰
内面 :灰

焼成長好。

SIt100よ 鶴椎
体部”醸
％

体部、除

天丼部のカープから届
歯して日縁に向かって
直立し、端部は九みを
もつて整えられる。端
部内面に沈線をもつ。

外面 :ロ クロナデ。天
井部回転ヘラケズリ。
内面 :ロ クロナデ。

石英 長

石

灰
灰

青
青

面
面

外
内 焼成良好。

5 SM1001 Q6
(AI B‐ 1)

須恵器

杯蓋

体部．除
Й

156 体部、酷

天丼部から緩やかな
カーブで回縁端部に至
り、端部は丸みをもっ
て整えられる。端部内
面に沈線をもつ。

外面 :回転ナデ。
内面 :回転ナデ。

石英 長
石

灰
灰

画
面

外
内 焼成良好。

Q6
(A■ 2) 輯橋

鞠日̈縁珀
天丼部
～口縁

天丼部から綾やかな
カーブで回縁端部に至
り、端部は尖り気味に
収める。端部内面に沈
線をもつ。

外面 :回 転ヘ ラケズ

リ。ロクロナデ。
内面 :ロ クロナデ。

長石
級
諏

面
面

外
内 焼成良好。

SN41∞ 1
Q-6
(B2)

須恵器
杯身

日縁ヽ

底部
75

140 日縁～

底部

体部クト上方に立ち上が
り、やや内傾したかえ
しをもつ。内面に弱い
屈曲があり、端部を丸
く収め、深さは浅い。

外面 :回転ナデ。底都
回転ヘラケズリ。
内面 :回転ナデ。

長石
畝
諏

面
面

外
内

焼成良好。
日縁端部の

内面には弱
い沈線が施
されその下
位にロクロ

による弱い

稜 線 が 入
る。

SMl∞ ユ Q-6
(A12B劾

須恵器
杯身

口縁～

底部
ユ/1

145 帷螂

体部外上方に立ち上が
り、かえしを貼り付け
る。かえしは内傾し、
内面に強い屈曲があ
り、端部を丸く収める。

外面 :ロ クロナデ。底
部回転ヘラケズリ。
内面 :ロ クロナデハ

石 英
灰
灰

青
青

画
面

外
内 焼成良好。

SMl∞ ユ
Q‐ 6

(Bl) 鶴糖
口縁、郷
％

134 52 醸榔

杯部に内傾するかえし
をもつ。かえしは難り
付けで、端部は丸みを
もたせ、端部内面に沈
線をもつ。

外面 :回転ナデ。回転
ヘラケズリ。
内面 :回 転ナデ。

晨石
灰
灰

画
面

外
内 焼成良好。

SMl∞ 1
Q-6

(A■ 2)

須恵器
杯身

口縁～

体部
1/9

ユ 9 17 5
口縁～

体部

体部外上方に立ち上が
り、やや内傾したかえ
しをもつ。内面に弱い

屈曲があり、端部を九
く収める。

外面 :ロ クロナデ。底

部ケズ リ。

内面 :ロ クロナデ。

長 石
灰
灰輛

肺
焼成良好。

SMl∞ ユ
∈
Ｗ 鶴柚

帷螂Й
口縁、齢

体部外上方に立ち上が
り、かえしを貼り付け
る。かえしは内傾し、
内面に強い屈曲があ
り、端部を丸く収める。

外面 :回 縁部ナデ。底

部ケズ リ。

内面 :ナ デ。

長 石
灰
灰

青
青

面
面

外
内 焼成長好。

SMI∞ 1
Q-6
(A2)

須恵器
杯身

回縁、榔
玖

回縁、脚

体部外上方に立ち上が
り、やや内傾したかえ
しをもつ。端部は九く
収め、深さは浅い。

外面 :回 転ナデ。回転
ヘラケズリ。
内面 :回 転ナテ。

長 石
灰
灰

画
面

外
内 焼成長好。

SMI∞ 1 T-6 須恵器
杯身

口縁ヽ

体部

1/4

134 口縁～

体部

体部外上方に立ち上が
り、かえしを賠り付け
る。かえしは内傾し、
内面に強い尾出があ
り、端部を丸く収める。

外面 :回 転ナデ。底部
回転ケズリ。
内面 :回 転ナデ。

石英 長

石

灰
灰

青
青

画
面

外
内

焼成長好。
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報告書
掲載登号

遺 構
出土地点
(石室内地点)

層 位 器 種 残存率
径

ｊｍ

口
で

部
径

，

体
嶽
価

径

ｊｍ

底

で

瑯
蹴
径
ω

高

ナ

編
蘇
価

その他
の法量
(cI)

部位 形  態 調   整
物
成

有合
組

色 調 備 考

SMICX,ユ
Q‐ 6

(A-3) 鶴櫓
回縁．瑯
お

口縁 ～

底部

痛平な器形に、かえし
がつく。かえしは短く
内傾し、端部は尖り気
味に収める。

外面 :ロ クロナデ。底
部回転ヘラケズリ。
内面 :ロ クロナテ。

長石
灰
灰

青
青

画
面

外
内

焼成長好。

SMI(X,ユ
Q‐ 6

(A-2) 鶴誌 醐舅
口縁部

緩やかなカープで日縁
に至り、端部は尖り気
味である。

外面 :ロ クロナデ。

斜菊J突文。

内面 :ロ クロナア。

石英 長

石

灰

灰

画

面

外

内 焼成長好。

16 SMユ (XD]
Q-6
(B■ ) 鵜部

脚
郷

口縁～

体郡

杯部は浅い皿形 をも
ち、体部外上方に立ち
上がり、端部を尖り気
味に収める。

外面 :櫛猫き波状文。
ナデ。
内面 :ナデ。

石英
灰

灰

面

面

外

内 焼成良好。

SMl(】 Dユ

須恵器
高杯

螂
翡

脚 部

脚部は末広がりで、下
半で大きく開く。端部
は九みをもつ。殆ど欠
損しているが、縦長の

長方形の透かし孔がつ

く。

面
釉
面

外
然
内

ロクロナデ。自

ロクロナデ。
長石

賊
灰

面
面

外
内

焼成良好。

Sふ江100]
Q-6
(B■ )

籍部脚
脚部 脚 部

脚部は末広がりで、端
部付近でハの字状に大
きく開き端部は下方へ

拡張し、やや尖り気味
〔収める。4ケ 所に透
かし孔有り。

外面 :棒状工具による

線刻。回転ナデ。
内面 1回転ナデ。

長 石
黒

灰

面

面

外

内

焼成良好。
外面に一部
黒色の自然
釉。

SM1001 Q-6
(B2)

須恵器
高杯

脚柱部
1/4

脚柱部

脚柱部は直立。透かし

孔は長方形で4方向と

思われる。カキメを施
した後、外から内方向
で穿孔し、外面を削り
とる。

外面 :カ キメ。回転ヨ
ヨナデ。
内面 :し はり。

長 石
灰

灰

面

画

外

内 焼成良好。

Sヽ1100, 鶴蘇
鮒
И

脚部

短く、外へ開く脚部。
端部は丸みをもって、
内面に受け状の弱いか
えしがつく。

外面 :ロ クロナデ。
内面 :ロ クロナデ。
杯部との接合力を増加
させるため波状にな

長 石
灰
灰

画
面

外
内

焼成農好。

SMi∞ 1 表採 籍絲
螂
珈

脚 部
脚部外下方に拡がり、
端部を売く収める。

面
面

外
内

波状文。
チア。

石英 長

石

灰
灰

面
面

外
内 焼成良好。

SN11∞ ] 表採
須憲器 脚

抱
137 口縁部

日縁部外反し、端部で

肥厚し丸く収める。端
部外下部に沈線をも

面
面

外
内

ナデ。沈線 1条。
ナデ。

石英 長

石

青暗
　
灰

画
　
面

外
灰
内

焼成良好。

SMiO11 Q-6
(AI Bl)

須恵器
壷

体部、瑯
ψ

172 体部、螂

球形の体部をもち底部
は歪みのある丸味をも

外面 :体部ハケメ(5
条/ct)。 底部タタ■

(4条 /cn)。

内面 :ハ ケ。

石英 黒

色斑粒

灰
灰獅

肺
焼成良好。

籍齢
鉢
閉

残存長
幅120 体部

扁球形の体部をもち、
側縁の口縁を欠損して
いる。体部肩に把手を
もつ。

面
面

外
内

カキメ。
ユビオサエ。

石 英
灰
灰痴

雨
焼成良好。

SM1001
須恵器

甕
不 明 体部 体部内彎している。

面
＞
ｏ
面

外

ｍ
内

タタキ(4条/

同心円文。

石英 長

石

灰
灰瓶

繭
焼成長野。
拓本。

SM1001 Q-6
(Al) 鶴跡肝

犯 手

残存長
35

幅18
把手

外面 :ユ ビオサエのち
ナデ。

石英 長

石
外面 :灰 焼炭良好。

27 SMltOl Q-6
(A2)

土師器

箋
瑯
酪

16 1 顕部

体部内鸞しながら立ち
上がり、口縁部で僅か
に外反する。

外面 :ナデ。ハケ (7
条/cm)。

内面 :ナ デ。

石英 長
石 結晶
片岩

橙
橙

面
面

外
内

焼成良好。
協餅請 り。

SMl(X,1
Q-6

(A■ 2)

須恵器
杯蓋

天丼部
～口縁
1れ

部
縁

井

口
天

ヽ

天丼部は緩やかなカー

ブから屈曲して口縁に

向かつて直立し、端部
は九みをもって整えら
れる。端部内面に沈線
をもつ。

外面 :ロ クロナデ。天
井部回転ヘラケズリ。
内面 :ロ クロナデ。同
心円文のタタキの工具
痕有り。

長石
灰
灰

面
面

外
内 焼成長好。

SMi001
∈
Ｗ 鶴椎

体部ヽ

口縁
1/5

43 体部、醍

天丼部のカーブから屈
出して回縁端部に至

り、端部を尖り気味に
収める。

外面 :天丼部回転ヘラ
ケズリ。ロクロナデ。
内面 :ロ クロナデ。

石英 長

石

灰
灰

面
面

外
内 焼成長好。

SMllllll
∈
Ｗ 郷穫

天丼部
～回縁
1/2

天丼部
～口縁

天丼部のカープから屈
曲して口縁に向かつて

直立し、端部は丸みを
もって整えられる。端
部内面に沈線をもつ。

外面 :ロ クロナデ。天

井部回転ヘラケズリ。

内面 :ロ クロナデ。

長石
灰
灰

面
面

外
内 焼成長好。

s、rlool
Q-6

(A■ 2B0
須恵器
杯身

口縁、椰
ψ

回縁ヽ

体部

体部外上方に立ち上が

り、かえしを貼り付け
る。かえしは内傾し、
端部を尖り気味に収め
る。

外面 :回 転ナデ。底部
回転ケズリ。
内面 :回転ナデ。

石英 長

石

灰
灰

面
面

外
内 焼成良好。

32 Sh41001
Q-6

(AⅢ 2 Bツ 〕
須恵器
杯身

口縁～

体部

1/5

138 天丼部
～口縁

体部外上方に立ち上が
り内傾するかえしをも
つ。受けが欠落してい

外面 :底部回転ヘラケ
ズリ。ロクロナデ。
内面 :ロ クロナデ。

長石
灰

灰

面

面

外

内 焼成長好。
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SM(埴輪 )

報告書
掲載番号

遺 構 出土地点 層 位 器 種 法 量 (cln) 形態の特徴 成形 調整 胎 土 色 調 備 考

Sふ江1001 墳丘西 円筒埴輪

器高5.7

口径
内25.0
クト26.5

厚さ1.1

口縁部はやや
外反し、端部
を方形状に収
める。

外面 :ナ デのち
ナナメハケ
(3条 /clrI)。

内面 :ナデ。

精、石英・赤色
斑粒・黒色斑粒
0。 1～ 1.5n」 l

浅黄橙 焼成軟質。

34 Sh/11001 墳丘西 円筒埴輪
縦6.8

横5,7

厚さ1,1

口縁部はやや
ケけ廷し、端緒Бは
剥離している。

外面 :ナナメノ

ケ(7条 /cln)。

内面 :ナデ。

精、石英・赤色
斑粒・黒色斑粒
0,1～ 2.5nm

浅黄橙 焼成軟質。

SM1001 後円部西 腐葉土 円筒埴輪
縦5.1

横7.1

)享 さ1.3

外面 :摩滅のた
め調整不明。
内面 :ナデ。

精、石莫・赤色
斑粒0.1～ 3.5硼

外面 :にぶい

責褐
内面 :浅黄橙

焼成軟質。

SM(玉類 )

報告書
掲載番号

遺 構
出土地点

(石室内地点)

層  位 材 質 器 種 長径 (m) 短径 (硼 ) 厚さ (m) 重量 (g) 孔径 (帥 ) 穿子し方向 仰
鰤

つ
遼

残存率 色  調 備 考

SW11001 碧 王 管三 103 288 5 89 1/1
くらいグレ
イみの緑

ケズ リ痕。

SM1001 碧玉 管玉 29 0 片 面 1/1
くらいオリ
ープ

ケズリ痕。

SIv11(メ〕ユ 碧玉 管玉 10 3 片 面 ユ/ユ
くらいオリ
ーブグリー ケズ リ痕。

SI1100ユ 碧 玉 管王 10 5 7 36 片 面
くらいグレ

イみの緑
ケズリ痕。

Sヽこ100ユ 碧王 管玉 110 100 6 16 片面 1/1
オリーブみ
の皐

ケズリ痕。

Sヽ〔1001 碧 玉 管玉 497 片 面 1/ユ
オリーブみ
の黒

ケズリ痕。

SMllllli 春王 管玉 105 658 片面 1/1
くらいグレ

イみの緑
ケズリ戻。

Sふ江1001 碧 王 管王 275 片 面 1/1
オリープみ
の黒

SM1001 水 品 算盤玉 両 面 無色 研磨。

帥 江1001 水 品 算盤玉 両 面 1/1 無色 研磨。

46 SN119〕 1 硝子 勾 玉 頭部径78 残存長104 ユ/2 あさい緑

47 酎 11001 硝子 自I 73 1/1 こい青
上面 下面

研磨。

SMl∞ 1
Q6
(B■ )

硝子 臼玉 70 こい青

Sヽ11001 硝子 臼王 1/1 くらい青

50 SM1001 Q-6
(Bl)

ヽ 子 自玉 5】 0 32 27 1/1 くらい青
上面 下面
研磨。

SM1001 硝 子 臼エ 0 56 1/1 青みの黒
上面 下面

研磨。

Q-6
(Bl)

硝子 自玉 くらい青
上面 下面
研磨。

SM1001 硝 子 自玉 55 15 1/1 くらい青
上面 下面
研磨。

硝 予 臼エ 37 020 25 くらい青
上面 下面
研磨。

帥 な1001 硝 子 小 王 005 10 1/ユ
つ よい緑み

の青

SMl∞ 1 硝 子 小 王 40 O 06 10 こい青

SV11001 硝子 小 王 002 05 1/1
つよい縁み
の青

SM1001 Q-6
(B■ )

硝 子 小 王 40
め

能賊艤
破 くらい緑み

の青

∞ SM100] Q-6
(B‐ 1)

硝子 小 王 005 1/1
くらい緑み
の青

SMl∞ 1
Q-6
(B■ )

硝 子 小 王 005 [/1 緑みの青

61 ShI1100〕
Q-6

(B‐ 1)
硝子 小 王 1/1

つよい緑み
の香

SI11001
Q-6
(Bl)

硝 子 小 王 46 [/]
つよい緑み

の青

63 SM100] Q-6
(B-1)

硝子 小 玉 O l14 18 1/1
つよい緑み

の青

64 SM100J Q-6
(Bl)

硝子 小 玉 38 25 破積のため

測定不能
1/J こい言

Sヽ1100]
Q-6
(B-1)

硝子 小 玉 O l13 1/] い脅

SM1001 Q-6
(Bl)

備子 小 三 40 1/] こい青
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報告書
掲載番号

遺 構
出土地点

(石室内地点)

層  位 材 蜜 器 種 長径 (wI) 短径 (m) 厚さ (IIm) 重 長 孔径 (m) 穿孔方向 仰
ｍ

つ
遼

残存率 色  調 備 考

67 SM1001 Q-6
(B■ )

硝子 小 三 47 O07 くらい緑み
の青

SMIOl11
Q-6
(B-1)

硝子 小 王
くらい緑み
の青

SM1001 硝 子 小 玉 32
くらい緑み
の青

約 SMillt i
Q-6
(Bl)

硝子 小 王 32 緑みの青

SMilX11 格子 小 玉 0 08
こい緑みの

青

″ Sふ江1001
Q-6
(Bl)

硝子 小 玉 O l14 1/〕

つよい緑み
の青

SN110111
Q-6
(B-1)

硝子 小 王 O05 1/1
つよい緑み
の青

SNI1001 硝子 小 王 O03 13 1/1
こい緑みの

青

Sヽ〔1001
Ｑ

Ａ
硝子 小 玉 0∝ 12 1/1 緑みの青

76 SIII11001 硝 子 小 王 1/1 い青

硝 子 小 王 緑みの青

78 SI11001 硝 子 刀ヽエ
くらいグレ

イみの背

SM1001 硝 子 小 玉 40 O∝ 18 1/1 こい青

SM1001 硝 子 O04 1/1 くらい青

SM1001 諧子 /1ヽ 玉 002 1/1
くらい緑み
の青

Sヽ11001 硝子 小 玉 O l13 14
つよい緑み
の青

鶴 SM1001
Ｑ
● 硝子 小王 1/1

こい緑みの

青

84 SIv11∞ ユ 硝子 小 玉 13 こい青

SMllXll 硝子 小エ 0 06 1/1 つよい青

帥 な1001
Q-6
(B-1)

硝子 /1ヽ エ O 07 17 1/ユ くらい青

SMllll11
Q-6
(B■ )

硝子 小 玉 1/ユ
こい緑みの

青

SWIItll】 硝子 小 玉 O l13 12 1/1 にぶい言

89 SMltOI 硝子 小 玉 くらい青

硝子 小 王 003 にぶい言

帥 江1(XЭ ユ 硝子 小 玉 0 03 くらい青

92
Q-6
(B-1)

硝 子 小 三 31 19 002 10 1/ユ くらい青

SI11001 硝 子 小 玉 O03 くらい青

94 SMllll11 稽子 小 玉 002 1/1 くらい青

95 S 「ヽ1001 硝 子 小 王 くらい青

96 SMl∞ 1
Q-6
(Bl)

硝 子 小 玉 0 06 1/1 くらい青

SM1001 硝子 小 エ 40 0 07 くらい青

粥 SIvIIOl11 硝子 小 三 12 1/1
くらいグレ
イみの青

sav1lool 硝子 小 玉 42 21 O04 こい青

100 SMllllll 硝子 小 エ 21 くらい青
上面 下面
研磨。

SM1001 硝子 小 玉 004 11 こい青

SMilX11 格子 ツ 1 くらい青

SMllXll 硝子 小 玉 40 006 10
くらい緑み
の青

104 帥なlC lll 硝 子 小玉
くらいグレ

イみの青

SM1001 硝 子 小 王 41 くらい青

i06 SM1001 硝子 小玉 くらい青

SMl(XDユ 硝子 小I 0 03 くらい雷
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